













































































メイキュー！




＃1　ダンジョン科がある高校って本当ですか
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ホームルーム　授業がゲームそのままの学校があるらしい

１時限目　職業選択の自由（が無い）

２時限目　勉強は学生の本分（ただし授業内容は問わない）

３時限目　対戦のマナーと初心者狩り

４時限目　２コンのスタートボタンを押して下さい

放課後　戦果リザルトの時間




　あとがき

























『学校の授業がゲームだったらいいのに』




　国語で漢字を覚えるよりも、街の人に話しかけて情報を得るのが好きだ。

　算数で計算するよりも、次の武器を買うまでのゴールド計算をする方が好きだ。

　社会で国の位置は分からなくても、次の城までの道のりなら分かる。

　理科で化学反応を観察するよりも、モンスター毎ごとの弱点を割り出す事なんて朝飯前だ。

　そんな事を思った子供はどれほどいるだろうか。

　俺、赤あか坂さか怜れい也やもその１人だった。

　ゲームが好きだった。

　学校のどの教科よりもゲームが好きで、寝ねたり食ったりするよりゲームが好きだった。

　そのゲーム好きが高じていつしかいわゆるセミプロゲーマーというものになっていて、中３の現在、いくつかの大会で優勝し賞金を貰もらったりする程度にはゲームが得意だ。

　もっとも、大人に交ざって優勝したところで世の中はなかなか俺を天てん狗ぐにはさせてくれなかった。何処どこにでも俺より強い、上手うまいゲーマーという人はいる。

　……俺の場合は、大会になんて出なくても、すぐ真横にそいつはいた。




「えへへ、やったー。ボクの勝ちー。いぇーい♪」

「くっそ……くっそ……！」

　持ち込みのアーケードスティックを握にぎりしめ、悔くやしさに震ふるえる俺に対し横に座った親友──二にノの宮みや紺こんは憎にくたらしい程ほどに満面の笑えみを浮うかべてダブルピースを決めてくる。

『愛らしい女の子』の理想像とでも言うべきこの生き物。肩かた口ぐちまでの髪かみはふわっふわで子犬みたいだし、細い、細すぎる手足はどうにも守ってやらなければと思うらしい。

　そして何より、柔やわらかく明るい笑顔を絶やさないその上っ面つらに騙だまされ会場全体が揃そろって紺の味方になっていた。

　格かく闘とうゲーム大会、別々に勝ち上がってきた親友同士の決勝戦。そこにドラマみたいなものはほとんどなく、最初から最後まで一方的に手玉に取られてフルボッコにされてしまえば、その笑顔も可愛かわいさ以前に憎さ百倍。ギリギリと歯を食いしばる俺をよそに、紺はその満面の笑みを今度は会場に向けて手を振ふると割れんばかりの歓かん声せいが返ってくるのだった。




「あぁあああああ！　今日こそは大会で紺に勝ってやるつもりだったんだけどなあ!?」

　表ひよう彰しよう式しきも終わり、賞金やら賞品の手続きがあるとかで通された控ひかえ室で、俺はまだ悔しさを引きずっていた。

「ボクに勝とうとしすぎて動きがバレバレだったからね。普ふ段だんの適当にやってる時の怜也の方がまだやりづらかったよ」

　元より俺と紺は日がな一日一いつ緒しよにゲームをやる相手だ。大きなゲーム用モニタと各種ハードとソフトの揃った紺の部屋に入り浸びたり続け、そして俺はその家主にどうしても勝ち越こす事が出来ていない。特にここ一番の勝率は考えたくも無い。

「ところで怜也、これなんだけど。どうしよっか？　ボク達が中３だからなのかな、スポンサーがこんな副賞を用意してくれたんだって」

　そう言って紺がぴらぴらさせる書類を受け取り、目を通す。

「──迷めい宮きゆう学園の推すい薦せん入学権!?　え、あの!?」




　私立迷宮学園とは！

　２０００年に入った頃ころ、何かの手て違ちがいがあったんじゃないかと今でも言われているが、日本に作られてしまった超ちよう巨きよ大だい迷宮を探たん索さくする為ための専門高校だ。

　ここに入学した高校生達は剣けんと鎧よろいを装備して、大迷宮に挑いどみ、そしてその最さい奥おうに待ち構える『魔ま王おう』を倒たおし、巨きよ万まんの富を勝ち取る為に戦う定めを背負っているのだった。




「だけどボク、前にお父さんに入りたいって言ったら許して貰えなかったんだよねえ」

「当たり前だ。コントローラーより重い物持てないヤツが何言ってんだ──おい、待て。何考えてんだ」

　俺に向けて紺が顎あごに手を当て小首をかしげる。そういう時に大たい抵ていこいつはろくな事を言い出さない。

「──その副賞あげよっか。前から自分だけ行く気満々だったよね？　ボクを置いて」

「そうだな、そのつもりだよ。だけど良いのか、つーか出来るのか」

「怜也に嫌いやみを言ってもボクが体弱くて行けないのはしょうがないしね。だったら代わりに行って来てよ、それでどんな所か教えてほしいな」

　こいつはちょっと良い事を言ってるように見えて、それでいて俺の進路に手を出そうとしてきている。そういう事を平気でやるやつだっていうのは忘れちゃいけない。

　けれど俺にとって好機なのには違い無い。

「──分かった、貰えるってんなら貰うさ。だけど勘かん違ちがいすんなよ、俺はお前の代わりに行くんじゃない」

　わしっと座ったままの親友の頭をわしづかみにして目を正面から見る。

「これは俺の〝ワンコイン〟だ。俺が行きたいから行って、クリアしてきてやる。精々、土産みやげ話ばなしを楽しみにして待ってろ」

「うんっ、わかった♪」

　俺の返事まで予想通りだったのか、紺はますます嬉うれしそうに肯うなずいた。




　　　　[image: †]




　改めて、私立迷宮学園とは。

　２０１×年現代に実在する、モンスターが溢あふれ財宝が眠ねむる大迷宮の探索者を専門的に育成する為の高校だ。

　当然、地球上にモンスターなんて存在しないから、そこで学んだ専門知識を生かせるような実じつ践せん的てきな場所は無い。

　──学校の創設者はソレも作った。

　学校の敷しき地ちのど真ん中には面積東京ドーム１個分、高さは[image: 100]ｍを超える超巨大建造物『学園大迷宮』が建設されていた。その時に「卵が無ければ鶏にわとりを作り出してしまえばいい」と言ったとか何とか。

　実用どころか研究段階の超ちよう最新技術を用いた世界一リアルに作られた現実世界のファンタジー空間、大迷宮。地上30階とも言われる迷宮の最奥にはまさかの『魔王』と呼ばれるラスボスが存在し、魔王を撃げき破はしたパーティには10億円の賞金が支し払はらわれる。そんな餌えさに釣つられ、創設してから10年間入学者が途と絶だえる事は無く、迷宮に挑み続けて居た。




　だがしかし。

　未いまだ、誰だれ一人として魔王を撃破する事は出来ていない──。
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　そして翌年４月、春。

　俺は特別推薦枠わくを使い、迷宮学園に入学する事になった。

　元より成績は悪く無かったので、中学の時の担任からも「もっと良い高校に行ける、考え直せ」と説得された。けれど受験勉強をする時間があればゲームをしたかった。ちなみに俺と一日中ゲームをしてた筈はずの紺はしれっと県内最難関の進学校に合格していた。

　それはさておき。

「……やっべ。早く着きすぎた。遠足前の小学生か俺は」

　入学式の日。最も寄より駅に着いてみれば早く来すぎてしまったのか、まだ学校に行くバスすら来て居ないような有り様だった。

　当然のように、同じ制服姿のヤツなんて居ないしそもそも人ひと気けがほとんどない。

「どっかで朝飯でも食うか」

　電車の中で食い損そこねた菓か子しパンはあるけれどどうせなら何処かに入ろう。そう思って辺りを見回した時に、見つけてしまった。

　──駅前のベンチ。そこに同じ学校の制服の女子が寝て居た。

　迷宮学園は流石さすが私立というべきか、制服のデザインも野や暮ぼったく無く、けれどそのせいかスカートが基本的に短い。そんな子がベンチで横に転がっていたら太ももとか、角度によってはもっとその奥が危ない。というか、なんであんな所で寝てるんだ。

「……見つけちゃったもんなあ。おい、あんた」

　今は人が居ないからいいけど、そもそもこんな駅前で寝てるなんて無防備で危ない。せめて起こそう、と近づいた時に気付いてしまった。寝てるのではなく──倒れていた。

　微かすかに上がるうめき声、震える体。とてものんきな話じゃなかった。

「お、おい。大だい丈じよう夫ぶか、どうした──」

　慌あわてて駆かけ寄ると。

「……お、お腹なか……すいた……」

　──待ち構えたように鳴り響ひびく腹の虫。一いつ瞬しゆんにしてやる気がなくなったけれど、何か事情があるのかもしれない。いくらかの理り不ふ尽じんを俺は飲み込み、つとめて冷静に──無表情になりながらもそこにとどまる事にして、鞄かばんから俺の菓子パンを取り出す。

「……食うか？」

「っ!?　よ、よか!?　たべてもよかと!?　うわーありがとぉー!?　はむ、はむはむ、むしゃ、はむ……はっ!?」

　俺から受け取ると、待てが終わった犬かと思うような勢いでかぶりつき、半分ほど食いきったところで何かに気付いたのか動きを止める。

「……どうした。喉のどにでも詰つまらせたか」

「し、知らん人から、食べモン貰って、しもうたぁ……」

　すでに菓子パンは半分胃の中だ。そしてまだまだ食い足りないだろう様子は手に取るように分かる。これが「そういうゲーム」なら『じゃあこれから知り合いになればいい』なんて選せん択たく肢しが出るのだろうけど、俺としては空腹で駅のベンチで行き倒だおれるような相手を、入学第１号の友人にするのは抵てい抗こうがあった。

「……気にせず食え。半分残されても困るし、変なもんも入ってねえよ」

　俺の言葉にこくこくと肯くと無言のまま残りを一気に頰ほお張ばり飲み込んだ。

「……もう少し嚙かめよ」

「もぐ、ごくん……ぷはぁー……ああ、ありがとうね？」

　そして自分の半分転がったままの姿勢に気付いたのか、慌ててベンチにきちんと座り直す。落ち着いた様子を見て、俺はやっとこの子が可愛らしい事に気付いた。

「そうか、持ち直したなら何よりだ。それじゃ──」

　まっさらな制服は同じ新入生らしいけれど、元より変人揃ぞろいと噂うわさの迷宮学園。自分から変人の知り合いを増やす事も無い、たとえ相手が多少可愛かろうがなんだろうがだ。

　そそくさと立ち去ろうとしたら服の袖そでを握にぎられた。

「あ、あのっ!?」

「なんだ、パンの代金とかなら気にしなくていい──」

　立ち上がりかけた時に、その女子の持ってた荷物が倒れ、カランと音を立てた。

　バットくらいの大きさの布包みが転がり、その中からなんかゲームで見た事があるような刀っぽい柄つかが見えた気がするけど俺は見なかった事にする。（この間０・１秒）

「……が、学校。ここからどうやって行けばよかと？」

　切せつ羽ぱ詰つまった、必死なその様子を見て──色々と思う所はあったけれども。流石に女の子の手を振り払はらうような事は出来なかった……。

　決して横から顔をこんにちはさせる刀の柄に怯おびえた訳じゃなかった。ほ、本当だぞ？

　──ぐきゅるるるるる。

「え、あっ……こ、これは、そのね!?」

「……腹が鳴るのは健康な証しよう拠こだ。どうせ入学式まで時間もあるし、バスも来ないんだ。何か食いに行くか」

　余よ程ほど恥はずかしかったのか、顔を真っ赤にしながら。けれどもこくりと彼女は肯いた。

「あ、あの。あたし、加か藤とう椎しい奈ないうんよ！」

「俺は怜也、赤坂怜也だ──新入生同士、よろしく？」

　本当にヨロシクしていいのか、悩なやむ所はあったけれどほっとした様子を見せられればそれでいいか、と思う事にした。

　ちなみに、立ち食い蕎麦そばで５杯はいも食った後におにぎりといなり寿ず司しを締しめに頼たのむ15歳の女の子を見たのは初めてだった。




　そうこうしているうちに、バスがやって来る時間になった。

「加藤、どこ行くんだ!?」

　ロータリーからいきなり別の方向に行きかけた加藤の手を摑つかんで止める。──思った以上に手の平の皮が硬かたく、びっくりしてしまった。

「え、あ、な……なに!?」

　慌ててふりほどく加藤、そして振ふり返った瞬しゆん間かんに手が刀の包みに伸のび──俺はとっさに両手を上げて固まってしまった。一瞬にして背筋に走る寒気、全身が震ふるえ強こわばり「１秒でも早く、逃にがして貰もらいたい」と本能が俺に降こう伏ふくしろ、と訴うつたえてきていた。

「あ、あ──ごめん……」

「お、おう……？」

　けれどそれも一瞬の事。全身に噴ふき出した冷や汗あせは残っているけれど、何でそんなに怯えていたのか直ぐに分からなくなってしまう。

「え、えっと、それで……なにぃ？」

「だから、何処どこに行くんだ。学校に行くバスはあっちだぞ」

　バス停のある方を指差すと、さっきあんな殺気を吹ふき付けてきたというのに、恥ずかしそうに照れ始める。……というか、産まれてこの方、本当に殺気を感じるとも思わなかったし、気配一つでいきなり人をこんな風にさせる事が出来るとは思わなかった。

　一瞬、このままほっといた方がいいんじゃないかと思ったけれど、逃げたところで学校で追いつかれて恨うらまれる方がコワイ。

　俺はそんな考えや震えを必死に隠かくし、バカにするように息を吐はいて見せる。

「こんなトコで迷ってたら迷めい宮きゆうの中で迷子になって帰って来られないんじゃないのか」

　大迷宮はその名の通り、中は迷めい路ろになっている。駅前の乗り換かえ程度で迷っていては話にならない。

「ば、なんぞ！　バカにしてん!?」

「ははは、心配してるんだぞ？」

「……それなら、言っても笑わん？」

「すげえ面おも白しろい理由だったら笑う」

　とはいえ、その訛なまりもあるし大体の見当はついていた。

「……あ、あのね。地元が山ばっかで電車どころかバスもほとんど走ってないようなトコでね？　あんな降りるトコとか出口が何個もある大きな駅なんて行った事無くて……」

「……おおきな、駅？」

　今いる学校の最寄り駅は、決して大きくは無い。ホームは確かに上りと下りで分かれて居たし、北口と南口に分かれてもいた。けれどもそれだけだ。

「その顔！　やっぱバカにしとう!?」

「いや、納なつ得とくした。慣れてないと確かに大きな駅は迷うよな？」

　大きい駅、というと新宿や池いけ袋ぶくろが思い浮うかぶけど、そんなトコにつれていったらどうなってしまうのか……。

「そういう赤坂くんは、慣れてるみたいだったけど。何処から来たの？」

「うん？　まあ加藤よりは都会だよ」

「都会……やっぱ、車が鹿しかとかより多いんだよね？」

「……むしろ普ふ通つうは鹿が居ないんだが」

　人と鹿、どっちが多い所から来たんだろうか……。あと「とか」って他ほかは何だ。

「良く、ここまで来られたな……」

「こ、ここまで車で送って貰ったから。ただ、酔よっちゃうから朝ゴハンも食べられないで、それで……さっき、我が慢まん出来なくて倒たおれて……」

　──まさかその山奥から青い軽トラで高速にのって送られて来た事を、この時の俺は知らなかったのだった。




　同じように早めに来た新入生と乗り込むと、バスは直ぐに走りだした。後ろの方の広い席に並んで座り、しばらく走っていくと──民家もまばらになり木々が生おい茂しげり始めた辺りでその向こうに灰色の巨きよ大だいな影かげがちらつきだした。

　大迷宮だ。遠目で見る限りは、それほど大きい物には見えない。けれども、いざ学校の前に降りたってソレを目まの当たりにすると俺は息を吞のんでしまった。

「……ふぁーおおきかとねえ……」

　他に比べる大きな建物が無いという事もあるだろう。それでも[image: 100]ｍ超ごえの建造物。なおかつ、その面積は東京ドーム一つ分。こうして近くに来てみればそこには巨大な壁かべがそびえ立っているようで、そのまま倒れ込んできそうな威い圧あつ感かんを放っていた。

　俺も加藤の横で立ち止まり、思わず唾つばを飲み込んでしまう。

　そびえ立つ大迷宮。

　俺達はこれから３年、この巨大な、巨大すぎる相手に挑いどみ、踏とう破はし、奥に潜ひそむ魔ま王おうを殴なぐり倒さなければならない。その思いを強くし──校門をくぐった。

　──ようこそ、迷宮学園へ。

　そんな声が聞こえた気がした。




「はぁあ──……着いたんだね。よかったぁ。受験大変でなんとか入れたのに、いきなり迷子とかにならなくて。助かったよ、ありがとう赤坂くん……」

　そして教室に入るなり、加藤は余程安心したのか気が抜ぬけて膝ひざからくずおれる。

　よりにもよって、というべきか。俺達は同じＡ組だった。やっぱりさっき見捨てないで良かった。

「今度からは迷わないようにな。けど、やっぱ受験は大変だったのか」

「な、なにそれ!?　自分は楽だったとか、もしかしてバカにしとう!?」

「違ちがう、俺は推すい薦せんで入学決まってたんだよ」

　入学後のクラス振り分けとかに必要だ、というのでテストそのものは受けたけれど合格が決まってた以上は気楽なものだった。

「……すいせん？」

「推薦。ついでに言えば一応特待生ってヤツになる」

　ふぁーと加藤が俺の方を何というか、とびきりのごちそうでも見るような目で見てくる。あれは憧あこがれとかじゃない。そんな話をしてると、唐とう突とつに別の方向から声をかけられた。

「──へえ、特待生なんだ。何して入ったんだ？」

　俺達に声をかけてきたのは、背の高い男子だった。制服も真新しいから多分同じ１年生。足も長くてスマートだから横にいる加藤が凄すごく歳とし下したみたいに見えてしまう。そして何より、その爽さわやかな──爽やかすぎる笑え顔がおが様になる男だった。

「新につ田た丈じよう、よろしく」

　そのまま俺の手を取り、握あく手しゆをしてくる。

　別段、モテる相手に劣れつ等とう感かんとかは無いけれども、ここまで馴なれ馴れしくてもイケメンだから許されるのか、なんて思いながら俺も手を握り返し自己紹しよう介かいする。

「俺は赤坂怜也、よろしく。何してって、ゲーム大会の副賞だったんだ。ホントは優勝者の副賞だったんだけど辞退したんで準優勝の俺が有り難がたく貰ったんだ」

「……はー、ゲーム。そんなんで入学できんだねえ」

　加藤の「そんなん」という言葉にぴくりと来たけれど、確かにゲームで受験がどうにかなるなんて美味おいしすぎる話だ。そう思うヤツも多いだろう。

「迷宮学園が大会のスポンサーだったし、ここでやる事考えれば不思議じゃないだろ──あのそびえ立つ大迷宮に剣けんを抱かかえて潜もぐり、モンスターをなぎ倒し魔王を討とう伐ばつする。まさにゲーム的。そう考えればゲーマーから特待生を招いてもいいんじゃないか。いやむしろ、ゲーマーの出番なんじゃないか!?」

「そ、そう……なのか……なんですかね？」

　引き気味になる加藤に、俺はつい熱くなっていた事に気づいて気を落ち着かせる。

「ふむ。確かに、ゲーマーっていうのはアプローチとしてはアリかな？　というか、思ったよりも文化的で理知的な場所なのかもしれないね」

「新田、どういう意味で言ってるんだ？」

「言ったままの意味だよ。僕はもっと何ていうのかな。不良の巣そう窟くつみたいな腕わん力りよく自じ慢まんの集まりや、アメフトの控ひかえ室みたいな所を想像してたんだけどね」

　けれど見回してみれば、入学式もそしてＡ組も新学期が始まったばかりのごく普通の教室にしか見えない。

　仲の良い友人もまだおらず、おっかなびっくり近くにいる相手に話しかけ、何とか話をしている距きよ離り感かんのあやうさみたいなものがここから見ても分かるくらいだ。

「いくら迷宮の中がゲームみたいだっていっても、実際に切った張ったするのは僕ら自身なんだ。結局体力が物を言うだろうし、腕力自慢も集まって山さん賊ぞくのアジトみたいになってるんじゃないかって思ったんだけどね」

「言わんとする事は分かるけどな。でもそんな事は無い普通の教室だった、と」

　俺もそこまではいかずとも、汗の臭においが染しみこんだ運動部の部室みたいになってるくらいの事は想像してた。ただ、入試の内容に体力測定もあったからなのか、太っているヤツはあまりいなかった──いない訳じゃない。

「ふ、普通？　１年生だけでもあんなにい──ましたのに!?」

「あー、加藤。１学年に[image: 100]人ちょっとはそんなに珍めずらしく無いんだ」

　カルチャーショックを受け、椅い子すに深く沈しずみ込む加藤。

「……というか、急にどうした。変なしゃべり方して」

「え、ええ!?　わ、わたしの標準語、おかしい、ですか!?」

「少しおかしい。別に無理して標準語にしなくてもいいだろ」

「……だって、都会に出て訛ってると、笑われるって聞い──聞きましたし」

　多少たどたどしい上に、敬語になってるけどまあ、俺がとやかく言う事じゃない。そう思って小さくため息を吐つくと、バカにされたと思ったのか。

「なっ!?　やっぱ変だと思っとう!?　バカにしてん！」

「してない。慣れない言こと葉ば遣づかいは大変そうだな、って思ったんだ」

　どこまで信じてるのか分からないけど、むぅと唸うなりそれ以上嚙かみついてこない。

「仲いいんだな？」

「なんだ、羨うらやましいのか？」

「そういう訳じゃないけどね。ただ僕は女子が多い事にも驚おどろいた。クラスの半分くらいが女子だろ？」

　加藤は何か別べつ枠わくとして、いわゆるスポーティなタイプばかりではなくて普通なら文化系の部活に入ってそうな面子めんつも交ざって居た。

　……見た目だけで言えば、加藤も丸顔の方だしとてもじゃないけど争い事とかに向いてるようには見えない。敵を打ち倒す女戦士というよりも、仲間の傷を癒いやす女プリーストとか、そういう雰ふん囲い気きだ。

　当の加藤は俺が何を考えてるのか分からないけど見られているのが落ち着かないのか、戸と惑まどい気味に頭に？を浮かべる。

「ああ、赤坂は女子とか多い方が嬉うれしいタイプか？」

「特別女好きって訳じゃなくて、単に男だらけの学園生活３年間、しかも全ぜん寮りよう制せいなんてろくでもない事になると思ってるだけだ」

「ま、確かに。華はなやかさには欠けるな、それは認める」

　なんて話していると、加藤が俺と新田を交こう互ごに見て不思議そうにしていた。

「──なんだ加藤、文句でもあるのか」

「え？　あ、そうじゃなくて。なんか赤坂くんと新田くんこそ、昔から友達だったみたいだなあ、と思って」

「今日ここで会ったばかりだよ」

「むしろ２人の方こそ元々知り合いじゃなかったの？」

　新田が俺と加藤をさしてそんな事を言う。

「さっき駅で──会ったばかりだよ」

　会って、パンを与あたえた後に蕎麦そば屋やに入って滅め茶ちや苦く茶ちや食った後に、何か殺気みたいなものを浴びせられた関係というのは何と言えばいいのか。思わず俺が人生について考えてしまっていると、前の扉とびらが開いて女の先生が入ってきた。

　まだ席は聞いてないから俺達は近くの椅子にそのまま適当に座る。

　そうして皆みなが席に着いた時、先生が教きよう卓たくから俺達をざっと見回した。20代半ば、というか先生としては若いし、着ている入学式用のびしっとしたスーツも新社会人か何かにしか見えない。ただ童顔っぽいのでもしかしたら思ったよりも歳上なのかもしれない──なんかそんな予感がある。

「改めてようこそ、迷宮学園に。これからみんなの担任を務める家鴨あひるです。──大事な高校生活の３年間、棒に振ふるかもしれないのによくきたね？」

　桜舞まう入学式、その初日。

　全く悪びれず疑う様子も無く、笑顔で俺達の担任はそう言い切った。

（……俺の周りには笑顔で毒を吐はくようなのが集まるんだろーか）

「先せん輩ぱい、たとえ十中八九そうなるとはいえ、もう少し手心というものを加えた方がいいんじゃないですか？」

　続けて入ってきた副担任らしき人物がたしなめる。入学式にもかかわらずジャージ姿だった上に、女性にしては背も高く、綺き麗れいな金きん髪ぱつ。なんでこんな所にいるのかと思う、映画の登場人物のような見た目だから印象に残っていた。確か自己紹介の時の名前は──。

「ステラ、それ何のフォローにもなってないから」

　そうだ、草くさ苅かりステラ。確かそう紹介されていた。

「それに概おおむね事実じゃない！　３年間でダンジョン潜ってラスボス倒して10億円なんて挑ちよう戦せんさせるような所が真っ当な学校とでも言うの!?　わたしもステラもその博打ばくちにしくじったクチでしょ。結局この学校以外に就職先も無いし、出会いも無いし将来性も無ければ、何だかんだで婚こん期きも逃のがすしー！　んもー！」

「いや、この間〝また〟彼氏にふられたのは先輩がゴキブリを見て顔色一つ変えないどころか、フォークを投げてその場で殺したのが原因ですよね？」

　ざわり、と教室中が音を立てて引く。……え、フォーク投げて？

「──いい、女子のみんな。この学校を卒業するっていうのはそういう風になるって事よ？　ふふふ、あんな虫１匹ぴき程度にぎゃーぎゃー言えなくなるんだから」

　その話の内容もだけど、それを語る担任の影かげの濃こいにっこりとした笑顔に、女子だけではなく俺達男子も何も言えなくなってしまう。

「ま、今はその話やめよ。というわけで、細かい連れん絡らく事じ項こうは後回しあんど何かあったらステラに聞いて──」

「またそうやって私に押しつける。担任なんだから担任の仕事はしてくださいよ」

　その副担任の言葉を完全にスルーする家鴨先生。それでいいのか。

「それよりも大事なのは、これから同じクラスで１年、場合によっては３年一いつ緒しよに過ごす相手を知る為ための自己紹介と、あとは意気込みを話してってもらおうかな。はい、そっちの席から順番」

　真っ当な進行に草苅先生もそれ以上文句を続けられず家鴨先生を軽く睨にらむ。その空気の中、本当にいいのかと多少戸惑う様子を見せつつ家鴨先生に指された生徒、俺の前に座っていた新田丈が立ち上がる。

　俳優やモデルでも通じそうな整った顔立ちもあり、本人がどこまで気付いて居たのかはともかく、さっきから女子達の興味を引いていた。

「新田丈です。僕はこの学校での体験は他ほかのどこであっても出来ないだろうと思い、入学しました」

　嫌いやみのない笑みと、堂々とした姿に女子の視線がますます強くなり、男子の一部があからさまに嫉しつ妬とのパワーを高めていくようだった。

　家鴨先生が名めい簿ぼと資料、そして新田を交互に眺ながめる。

「お医者さんの……ご子息？　あれ、ここって……普ふ通つうにお父さんの跡あとを継つげば10億なんて稼かせげちゃうと思うんだけど」

　ちなみに賞金は１パーティ10億円なので大体１人の取り分は２億円くらいになる。それでも十分過ぎる額だけど、１人で10億とは……!?

「ええ、そうですね。だから僕はとりたてて賞金に興味はありません。将来に関係無さそうで、それでいて人生で二度と無い体験が出来そうな場所を選んだ結果です」

　言葉からこぼれる余よ裕ゆうと約束された将来。違ちがう世界から来た御おん曹ぞう司しに対し、女子達は静かに色めき立ち、そして男子の嫉妬パワーのゲージが溜たまっていく。

「……先輩、一応言っておきますけど流石さすがに生徒相手はダメですよ？」

「だ、だいじょーぶだし！　一回りも離はなれた歳下に興味無いし！　そこまで節操無しじゃないし！　無いし！」

　必死な否定にむしろ不安感が増すのは俺だけだろうか。

「ともかく。ここには死にものぐるいで賞金なりなんなり人生かけてるのがいっぱいいるから。置いていかれないようにそれなりに必死にやりなさい。はい次ー」

　余裕の笑えみを浮うかべたままの新田にかわり立ち上がったのは、俺の斜め前の席に座っている女子だった。すらっと伸のびた手足と、その体型のイメージ通りの凛りんとした顔立ち。

（……髪かみとか、気をつかってるんだろうなあ）

　その辺は紺がなんだかんだで色々詳くわしかったのもあって付き合いで俺も分かるようになっていた。斜め前に座っていた彼女は、その辺りに凄すごく気をつかっているんだろう。

　そして場ば違ちがいのイケメンから替わって立ち上がった可か憐れんな女子に、男子達はさっきの嫉妬心を解かされて行くようだった。平和で何より。

「──堀ほり井い瑞みず樹き、新人アイドルをやっています。ここには事務所の方針で入学しました。迷宮探たん索さくの配信を通じて、有名になりたいです」

　アイドル、事務所、迷宮探索の配信。ちょっと予想外の言葉が多すぎて指笛の準備をしていた男子達はどれに反応すればいいか分からず、ざわめきが散ってしまう。

「アイドルかあ。まあ確かにそうやって有名になった卒業生もいるけど、最初からそれ目当てっていうのは初めてかなあ？」

　世界でも類をみない存在である大迷宮は、コンテンツとして強い力を持っていた。開校以来10年間、高校生達が挑いどみ続ける様子は学園発のＷｅｂ番組や、日本に留とどまらず海外で時折特番としてテレビでも放送され、今ではパソコンやスマートフォン、お茶の間でその様子を眺める時代が訪おとずれていた。俺も入学前に過去放送も含ふくめ色々と見て来ていた。

　そしてキャラが立っていたりあるいは見た目が良かったりと、そういった事情から注目されタレントとして活動する事になった卒業生もいるにはいる。

　しかしそれはあくまで迷宮探索が先に来ての事だと思っていた。

「はい、だから迷宮学園の生徒がアイドルになるんじゃなくて、アイドルが迷宮に挑むっていう初めての挑戦をしにきました。──みんな、私がんばるね！」

　教室の中に口笛と喝かつ采さいの声が響ひびく。やんややんやと男子達が騒さわぐ。

（あの子、ホントは不本意なんだろうなあ……）

　家鴨先生はなんだか生暖かい視線で、堀井に向かってエールを送っていた。

　そしてそれはともかくなんというか──前の２人が濃い。

　モラトリアムを過ごしに来た病院の御曹司。

　迷宮探索を売りに活動しはじめた新人アイドル。

　けれどもこの迷宮に挑む気持ちで負けているつもりは無かった……！

「ま、仕事の一いつ環かんなんだし迷宮の賞金だけが目当てって言うよりは建設的って思わなくも無いかな？　出来る範はん囲いで頑がん張ばって──次メガネの君」

　指名を受けて立ち上がり、少しズレたメガネの位置を直しクラスを見回す。誰だれもが俺に注目している。確かにこうして見れば運動部っぽいやつは多く、俺みたいないかにもなインドア派はほぼ居なかった。──だからどうした。

「赤坂怜也だ。ここにはゲームの大会の副賞で貰もらった推すい薦せん入学で特待生として入った」

　推薦かつ特待の辺りでどよめきが走る。誇ほこる訳ではない、ただこれは俺の、ゲーマーとしての自己紹しよう介かいであり宣戦布告だった。

「俺はゲームがこの世界から無くなったら死ぬ程ほどに、愛してる。学園大迷宮というこの10年間誰もクリアしてないリアルなゲームを攻こう略りやくする為に、ここに来た」

　──光が差し込み、メガネにきらりと反射する。

　どうだ、何処どこからどう見ても立派なゲームオタクだろう、と俺はそれを誇る。

「赤坂君はゲーム無くなったら、死ぬの？」

「死にます」

　担任の質問にきっぱりと答える。何を当然のことを言ってるんだか。

「確かに、迷宮のシステムはゲームっぽくなってるけど実際に動くのは自分。コントローラーで操作する訳じゃないのは分かってるよね」

「百も承知です。下調べもきちんとして来ましたから」

「ふむ。目標を何に置くかはそれぞれだけど、それがしっかりしているならいっか。頑張って──次、加藤さん」

　俺が座ると、後ろでは加藤がわたわたしていた。

「……加藤？」

「ひ、ひゃいっ!?」

　俺が静かに呼びかけると、そのままぴょこんと立ち上がる。

　自信がなさそうで、何を言えばいいか分からないのか困っている。流石に野や次じは飛んでこないどころか、クラス中にそれを見守る雰ふん囲い気きが広がった。

　そして一呼吸して落ち着きを取り戻もどすと──。

「加藤椎奈、です」

　その瞬しゆん間かん、すぐ前の席に居た俺は背筋が震ふるえた。一気に血の温度が下がって、背筋が勝手に伸びてしまう。それはあの駅前で加藤の手を摑つかんだ瞬間に感じたあの寒気だった。

　それは俺だけではなくて、近くに居た新田や堀井、あるいは視線を向けられた奴やつ等らもぞくりと震えるような様子を見せていた。
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「──ここは、合法的に刀を振り回して、生き物を斬きっていいので頑張って入学しました」




（（（一番だめなやつだ───────！）））

　入学初日にして、Ａ組の心が一つになった瞬間だった。

　ああ、さっき持ってて入学式前に寮りように預けてきたあの荷物。あれ、やっぱり刀だったか。

「何とかに刃は物もの」とは言うけれど。「かわいい子に刃物」となると途と端たんに痴ち情じようのもつれと惨さん劇げきの匂においがするのはどういう事だろう。しかし加藤は自己紹介に欠片かけらも疑問を持っていないのか、皆みなの様子を見て頭の上に大きな？マークを浮かべ小首をかしげていた。

「……生き物を？」

「はい。流石にその辺りの人や生き物を斬ると危ないですから。だけど、ここでなら幾いくらでも斬っていいん、ですよね？」

「……いいけどさあ（ちょっとステラ、入学試験にメンタルテストあったよね!?）」

「（ありますよ。彼女もきちんと合格したからここにいるんでしょうし）」

　担任と副担任のヒソヒソ話の内容は聞こえないけれど、何か内容は分かる気がする。

「今まで、大きい街に行った事もほとんどなくて行き倒──困ってたら赤坂くんに親切にしてもらえて……大だい丈じよう夫ぶか不安だったんだけど、みんな優やさしくて、頑張れそうです。よろしくおねがいしますっ！」

「何でそこで俺の名前出してこっち見るんだよ!?」

　思わず出た言葉にあいかわらず加藤は分かっていないみたいだった。そしてクラス一丸となって。

「……加藤の相手は任せたぞ、赤坂」

　代表して新田が俺の肩かたに手を置いた。

「い──」

　イヤだと言いかけるけれど、駅前で倒たおれていた時の事や、パンを食べてのほっとした顔。そしてみんなの反応が全然理解できずにきょとんとしているところを見ると──あの刀っぽい何かの事とか、得体の知れない部分はあるけれど、それでも即そく座ざに断れなかった。

「あは、じゃあよろしくね赤坂くん」

　そして嬉うれしそうに握にぎって来るその手を、振ふり払はらうチャンスを俺は失ったのだった。
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　その後、加藤椎奈以上のインパクトを持つ自己紹介も、堀井瑞樹のようなレアケースもおらず皆の自己紹介は波乱も無く終わった。

　加藤が自己紹介を始める時に感じた悪お寒かんは、けっして未来への不安を予測した、なんてナイーブな理由でもなんでもなく──。

「緊きん張ちようして、喋しやべれなくなりそうだったから──何かあったら斬れば良いんだって思ったら、落ち着いた」

「斬るなよ!?　クラスメイトだぞ！」

　さっき感じた俺の寒気は錯さつ覚かくなんかじゃなくてやっぱり殺気のせいだったのか。

「き、気持ちだよ気持ち！　ほら、〝死合い〟に挑む心構えみたいなやつ！」

「……あ、ああ。〝試合〟か。まあ、そういう気合いの入れ方なら、分からなくも無い」

　何か根本的な食い違いを感じないでもないけれど、それをあえて深く追つい及きゆうしたくは無かった。知らない事は知らないままで良いのだ……！




　そして今。俺達Ａ組は担任の家鴨先生達に連れられて特別レクリエーションの場とやらに連行されていた。クラスメイト達は俺と加藤を気持ち遠巻きにおいて、本当に相手を任せるつもりだった。

『お前さっき、あの子可愛かわいいとか言ってたじゃん……いいのか？』

『いや、刃物を持った子とは付き合うなって爺じいさんの遺ゆい言ごんで……』

　聞こえるヒソヒソ話に、それだとウチの学校では戦士の女子がダメだという以前に包丁持ってる子もダメになるんじゃないだろうかと思う。

「どうかしたんですか、赤坂くん？」

「いや、ほら。入って早々、こう男とつるんでたら変な噂うわさ出るぞ。女子は女子同士──」

　そう促うながした途端、女子のグループから『こっちに寄こすな』というプレッシャーを強く感じる。

「まあまあ、いいじゃないか。クラスメイト同士仲良くするのは良い事だろう？」

　そんな中、新田が俺の肩に肘ひじをかけるようにして、会話に加わってくる。その様子は加藤を押しつけたいというより、状じよう況きようを楽しんでいるようにしか見えなかった。

「それじゃあ新田君も当然、加藤と仲良くしてくれるんですよねえ？」

「僕？　ああ、いいよ。加藤さん、これからよろしく」

「わ、わ……！　よ、よろしくおねがいします」

　俺の皮肉に対し動じず笑え顔がおで返し、そのまま加藤の手を取って握あく手しゆまでする。

「くっ、これが金持ちでイケメンの余よ裕ゆうか……！」

　俺なんかさっき、不意打ちとは言え後ろから急に手を握っただけで何か凄すごい殺気向けられたのに。

「はは、そうは言うけどどうせこの後みんな刃物を振り回してモンスターをばったばったと倒す事になるんだ。早いか遅おそいかの違ちがいに何を言ってるんだ」

「そこは目的の違いだと思うんですけどねえ……？」

　賞金なり何かの為ためにモンスターを倒す事と。

　モンスターを斬りたいから斬る事には大きな差があるのではなかろうか。

「はい！　あ、あの……！　向こうに見える大きな建物の中に、斬ってもいい生き物がいっぱいいるん、ですよね!?」

　加藤が手を挙げ、逆の手で指差すのはこの学園の中心にそびえたつ『学園大だい迷めい宮きゆう』だ。その外見は遠目には灰色の直方体で、ポリゴンで作られた灰色のブロックに見えなくも無い。実際は石造りの外装に覆おおわれていて近くからはまるで砦とりでか塔とうのようにも見える。

　その大迷宮の敷しき地ち面積は東京ドーム並み。それが30階層ほどあると発表されている──つまり、そのサイズの迷めい路ろがそれだけ重なっているのだ。さらにその中には『安全に配はい慮りよした最さい先せん端たんのテクノロジーによるシミュレーター』によって、障害となるモンスターまで徘はい徊かいしている。

「ああ、いるな。スライムから始まって、ミノタウロスとかガーゴイルとか──」

「みの、たーろす……？」

　俺の挙げたモンスターは比ひ較かく的てきメジャーだと思ったけど加藤には分からないらしい。

「頭が牛の大男だよ。ギリシャ神話に出てくる化け物だったっけな？」

「なんでギリシャの化け物がいるかはともかく、そんな化け物と斬り合うのは楽しそう──じゃなくて、どうやって赤坂くん達はそんなのと戦うんですか？」

　自分なら出来るけど、というのを大前提に不思議そうにする加藤に、俺と新田は顔を見合わせる。

「……加藤、お前ゲームやった事は？　レベルアップって分かるか？」

「れ、れべるあっぷ？」

「そこからか!?　あー、おおざっぱに言うと、まずは俺達でも倒せるレベルのモンスターが出てくる。それを殴なぐって倒すと『経験値』っていう物が貰もらえる。これは実際にどれだけ上手うまくなったかじゃなくて買い物をすると貰えるポイントみたいな物だと思っていい」

「ふんふん、それなら分かります！　レンタルビデオとかで使えるやつですね！」

「そーだ」

「えええ!?　全然違うと思うぞ？」

　新田が何か文句を言ってるけど、もうこの際それでいい。

「でだ、そのポイントが貯たまると『レベル』が上がって、色々ボーナス……あー、迷宮の中で『強くなった事』にしてくれるんだ」

　ゲームを知らない加藤に対し、俺が出来る限り嚙かみ砕くだいて説明する様子を、歩きながら新田だけではなくクラスメイトも遠巻きに聞いていた。

「迷宮内はシミュレーター、つまりモンスターとかを再現してる仕組みがあるからその仕組みが『強くなった分』だけ、殴った時のダメージを多くしてくれる……分かるか？」

「えーと、剣けん道どうの試合のハンデみたいなものでいいんですか？　段位が上の人に挑いどむ時、判定を甘くするみたいな事？」

「大体その認にん識しきでいい。で、迷宮探たん索さくは授業だから。その探索っていう実技で良い点を取ればレベルが上がって、さらに奥に進める。モンスターとも『ハンデ』がついてくから、化け物相手でも殴り合いが出来るようになる、そうやって進めて行くんだ──」

「──なるほどぉ！　へえー、凄いですねー……なるほどぉ……」

「赤坂、なんか加藤さんは乗り気じゃないみたいだけど？」

「んー……そうやってレベル、でしたっけ。それでハンデを貰って強くなるのは、わたしの目的とはちょっと違うというか、もっと、こう、正面から緊きん張ちよう感かんを持って斬り合いをしたいというか──」

（あらやだ、この子ガチだわ……!?）

　思わず現実逃とう避ひから何故なぜかオネエ言葉が漏もれそうになってしまう。それに対し先頭を行く家鴨先生から返事があった。

「だいじょーぶだよ加藤ちゃん。レベルはあくまで元々の人とモンスターのハンデを埋うめる為の物で迷宮内での基き礎そ体力みたいなものだから。結局のとこは本人が強くなんなきゃどうにもならないようになってるから」

「そうなんですか？　ああ、よかったぁ……」

（（そこでほっとするのか……！））

　レベルを上げて楽勝、という訳ではない。その事にむしろ不安を覚えるクラスメイトや俺とは裏腹に加藤は心底ほっとしていた。

「……まあ、レベルを上げて物理で殴ってクリア出来るようなゲームなら苦労は無いし、10年誰だれもクリア出来ないんだからそんな訳は無いとは思ってたけどさ」

「物理？　理科の点数が関係してるんですか」

「すまん、そういう訳じゃない」

　ますます分からない様子で？を浮うかべる加藤。そうしているととても刀を振り回すようには見えないけれど、俺はさっき真ん前で殺気を感じているし、刀もちら見している。

　人生で初めて感じたその殺気と怯おびえは、直ぐに忘れられるようなものではない。

　加藤に対して得体の知れないものを感じてしまう。あの笑顔とどこか抜ぬけた様子の裏側に、理解出来ないものが渦うず巻まいている──そう思ってしまう。

「ともあれ、基本的な流れとしては出て来るモンスターをぶちのめしたり、何らかのクエスト……まあ、テストみたいなものをこなして経験値を貯めてレベルを上げる。それにあわせてモンスターの落とすアイテムを拾ったり奪うばったり剝はぎ取ったりして物を集めたり、資金を作る。それで俺達自身の装備やアイテムを調ととのえて、強くなる。それを繰くり返してどんどん迷宮の奥に進んで最終的には最上階にいるラスボスを倒す──そういう感じだけど、お前ほんと分かってないのか？　良く合格出来たな!?」

「えへへ、多分実技の点数が良かったからだと思います。あれ、凄い簡単でしたし」

「……かん、たん？」

　入学に際し、最低限の実力があるかどうか。そして学科を決める判断材料の為に推すい薦せんだったけど試験そのものは受けた。その筆記はともかく、実技試験の中に「凄い簡単」なんて言える物はあっただろうか。

「だけど色んな生き物が斬きれるの楽しみですね！　出来るだけ人に近くて、斬りがいのあるようなのがいると嬉しいんですけど！」

　期待に胸を膨ふくらませ、夢見る乙女おとめのような表情を浮かべる加藤椎奈15歳、女子。

　その希望は恐おそらく叶かなうだろうけれど、叶えていいものかと思ってしまった。
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　そして家鴨先生がＡ組を連れてやってきたのは──大迷宮の入り口だった。

「はーい、それじゃあみんな社会科見学として、迷宮の中に入ってみましょー♪」

「え、ええ!?　いいのかよ！」

　大迷宮の入り口は大きなテーマパークや空港のゲートのようになっており、意外や意外、外観と比べてシステマチックで現代的な入り口になっていた。

　もっともその奥は暗くなっており、ここからじゃ様子を窺うかがう事も出来ない。

「いいのいいの、責任者同どう伴はんだし今は中に入っても何も出ないから。ちょっと入って直ぐに出てくるダケなんだけど──中、見たいでしょ？」

　俺は迷宮に挑む為にやってきたのだ。当然、これから挑む場所を見てみたい。

　生徒が戸と惑まどいを浮かべつつも、否定しない事に満足そうに肯うなずくと家鴨先生は草苅先生にある物を配らせる。

　それは、まるでプラスチックのオモチャの剣けんのような物だった。刃の部分は真っ白いよくわからない硬かための材質で出来て居て、交通整理の時の光る棒みたいだ。けれど握にぎりはオモチャどころか、今まで実際に握られ使われてきた事が分かる年季を感じさせる。

「今、みんなに渡わたしたのは訓練用の剣よ。迷宮の中は〝何があるか分からない〟から、一応ね？」

　──絶対何か起こす気だ。

「……あの、先生。もう少し長い柄つかの物は無いんですか？」

　加藤はそのグリップを何度か握って、両手では握れない長さに不満そうな様子を見せる。

「今は無いなー。最初にみんなに支給される装備品はある程度個人にあわせられるから、そこでね？」

「わかりました。まあ、鉈なたみたいな物だと思えば扱あつかえなくも無いし、大だい丈じよう夫ぶかな」

　ああ、ついに加藤に武器を渡してしまった──！

　その事に皆みなはわずかに距きよ離りを取り、俺を仲ちゆう介かい役として間に押し出す。その加藤がその握りや重さを確認するだけで、振ふったりしない事にほっとした。

「だけど、こんな棒で何とか出来るもんなんですか？」

「あー、その辺は入ってみたら分かると思うぞ？」

　皆には人ひと身み御ご供くうとして送り出されたのは分かるけど、いきなり態度を変えるのも──良くない。そう思って加藤の方を見た瞬しゆん間かん、今まで話して居た女の子とは違ちがう誰かに見えた。

　何が違う訳でもない、けれど……武器を持つと人が変わる、ってこういう事、か？

　俺のそんな不安と想像をよそに、加藤は手元の〝武器〟に対し不満げな、頼たより無さそうな物を渡された、という表情を隠かくそうともしない。

「みんな自分の生徒手帳を出して。それがパスになってるから１人ずつ入ってきてねー」

　そしてとっととゲートをくぐり、向こうから手を振る担任。

「……社会科見学、か」

　普ふ通つう社会科見学にアクシデントは無いようにするよなあ。いや、間違い無く何か起こす気だろう、あの担任。そうなれば──。

「──加藤。案外、お前の望みも早く叶うかもしれないぞ」

　分かってないのか、あいかわらず加藤は首をかしげるだけだった。




　迷宮に一歩踏ふみ込むと、直ぐに変化が現れた。

「うわああ!?　なんですかコレ!?」

　クラスメイトの大半は俺と同じような不安、つまりあの担任が何かやらかすと思っていた。そしてそれなら「そういう事が起きた方が嬉うれしいヤツ」を先に行かせようと押し出され、加藤が先頭になっていた。

　──そして当然、俺も一いつ緒しよにされていた。今いま更さら文句を言う気も無く、その電子式のスマホのようになっている生徒手帳をかざしゲートをくぐって中に入ると、即そく座ざに見た目に変化が現れた。

　手に持っていたオモチャめいた誘ゆう導どう灯とうは、白いプラではなく赤鉄色に輝かがやく刃を持つ、鉈ほどの刃は渡わたりを持つ剣に姿を変えていた。

「銅の剣つるぎだ……！」

『どうのつるぎ』──それはＲＰＧをやってきたゲーマーであれば心躍おどる『初期装備』だ。当然俺も例外ではなく、銅の剣と旅人の服だけを持たされ世界を救う旅に出る勇者の手にあった物、それを持っている事に、言いようの無い感動が走り抜けていた……！

「あ、あの赤坂くん!?　そ、そうじゃなくて！　なんか、オモチャみたいだったのが急に、こんな風になって……！」

「あ、ああ。まあ、そういうもんだからな」

　──それがこの大だい迷めい宮きゆうだった。身につける物に関してはこういった「素体」が必要ではあるけれど、それが迷宮内ではさも本物であるかのような見た目に変わる。

　それに何より凄すごいのが、こうして触さわってみるとその刃の部分の感かん触しよくがある事だった。

「……だけど、どういう仕組みだコレ。さっぱり分からないな」

　最新の技術とか民間に降りてない最さい先せん端たんとかそういう言葉で誤ご魔ま化かせる限界を超こえていないだろうか。

「──何だ、立ち止まって。先生が待ってるぞ」

　俺達がなかなか進まないものだから、皆にせっつかれた新田がいつの間にか様子を見に入って来ていた。

「あ、ああ。いや、コレ」

　そういって掲かかげると、新田の手にも同じ物が握られていた。

「ああ、凄いな。どういう仕組みかさっぱりだ──ふむ、そうだな。クリア出来たらその辺を教えてくれないかな」

　俺達ほどうろたえない様子に、喉のどの奥からこみ上げてくる言葉はあったけど飲み込んだ。もっと、こう、感動とかさ……!?

「おーい早くー。偉えらい人に見つかると面めん倒どう──じゃなくて、この後も予定色々あるからー」

　先に行った所から家鴨先生が手を振り、俺達を呼ぶ。

「ほら、行こうぜ。このくらいの事はテレビでも見たことあったろ？」

　こっちの背を押し歩き始める新田。戸惑いつつも足を進めるが──。

「……だけどどうせなら、もっと良い剣の方が。ほとんど刃はが無いんですよ、コレ」

「そうだな、王様ももっと良い武器をくれてもよかったよな」

　王様？　と怪け訝げんそうに首をかしげる加藤に、俺が言っている意味が分かった新田は小さく笑って「そうだよな」と言ったのだった。




　ここに来るまでに、棒が剣に変わってしまう戸惑いを一通りすませ、全員がやってきたのは入ってすぐの所にある大きな広場だった。

「大体テニスコートで２面くらいか？」

「テニスやった事が無いから分からないけど、そうなんだろうな」

　目測でそういう新田に返事をしながら周りを見回す。吹ふき抜けになっているのか天てん井じようが高く上の方は暗くなっていて見通せなくなっていた。手に持つ「銅の剣」も相まって、その不気味な空間に興奮よりも──何か起きるという不安を感じてしまう。

　剣があるから大丈夫なんじゃない、むしろ剣が必要だからこそ怖こわい。剣はそもそも包丁や鉈とは違い戦う為ための道具で、武器で、そんな物を持つ経験は普通の人生では無い。

　１クラス30人。いくらここに挑いどむという気持ちで集まったとはいえ、実際にこんな所に武器持って放ほうり込まれたら落ち着かない、それはどうやら俺だけではないようで周りもそわそわしているのが伝わってくる。

「さて、と。自己紹しよう介かいの時にみんな目標や、目的、信念、事情。お金、名声、力、あとなんやかんやがあるのは聞いた。何も考えず適当な気持ちで来た訳じゃない、っていうのは分かったわ」

　その自分の生徒達の前で、家鴨先生は不敵に笑う。

「だけど、それがどの程度の物なのか。それを知っておくのも大事だと、先生思うの」

　そう言って先生が自分の〝生徒手帳〟をかざし、タッチパネルに素す早ばやい動きで何かを書き込んで行く。その動きにあわせ、足あし下もとに光のラインが走り──魔ま法ほう陣じんが描えがかれていき……！

「迷宮に挑んでいけば、とんでもない事はいくらでも起きる。世界一リアルなファンタジー、それがどんな物なのか──言葉だけじゃなくて自分の体で体験してみよっか♪」

　──20代後半の女性が、にっこりと音おん符ぷマーク付きの笑え顔がおを浮うかべるのに対し。

「うわきつ」

　クラスの誰だれかがそうつぶやいた事が、あんな事になった原因だったんじゃないか──と後に犯人捜さがしの魔ま女じよ裁判が行われる事件が起きた。

　額に怒いかりマークを浮かべた家鴨先生は、その魔法陣を完成させると──最後の音声入力を行った。




「──『召しよう喚かん！　レッドドラゴン！』」




　その瞬間、魔法陣が一ひと際きわ強く輝き風が巻き起こる……！

　強きよう烈れつな風と光から俺はとっさに顔を庇かばう。それがおさまり、落ち着いた頃ころに俺達の前に立っていたのは──真っ赤な鱗うろこを持つ、四足歩行のドラゴンだった。

「……は？」

　一番前に立たされていた俺は『世界一リアルなファンタジー』を目の前に、思わず惚ぼけた声をぼろりとこぼしてしまった。

　２ｔトラックほどの体に、トカゲめいた顔と四本の足。そして太く長い尻尾しつぽは垂らされ、地面を擦こすっていた。

　グルルルルルルゥウウ……。

　ゆっくりと首を巡めぐらせ、は虫類めいた──しかし遥はるかに落ち着いたゆっくりとした動きを見せるドラゴン。その鼻からは冬の吐と息いきのように──炎ほのおがちろちろとこぼれていた。

「ああああああ、家鴨せんせ────!?　なんだよコレええええ───!?」

　クラスを代表して悲鳴を上げる俺。さっきまで先生の立っていた所にはドラゴンが居て、担任の姿は何処どこにも見えない。

「何ってゲームで言うところの……体験版？　大丈夫、そのうち出て来るモンスターだから」

　ひょこり、とドラゴンの向こうから顔を覗のぞかせる家鴨先生。

「何が大丈夫なのか欠片かけらもわかんねえよ！　チュートリアルとか操作説明とかどうしたんだよ！　そういうのあるだろ普通!?」

「ダメだよーそういう最近のゲームだけで考えちゃ。昔のゲームってそんな丁てい寧ねいな物無かったでしょ？」

「今ここは２０１０年代の現代だよ！」

「そうだとしても説明書くらい読んでおかないと──教科書だけど。あとそれはこれから授業でいくらでもやるから、ね？　その時でいいじゃん」

「良くはねえよ!?　明らかに負けイベントじゃねえか！」

「んー？　クラスが一丸となって、上手うまくやればギリギリ倒たおせるような気がしないでもないかな？　経験則上」

　そう言って家鴨先生は歩いて行くと、反対側にある木造の鉄の鋲びようが打たれたドアを開く。俺達はドラゴンがいる手前動くに動けず──それを見過ごしてしまった。

「じゃ、後は頑がん張ばって。ファイト♪」

　そしてパタン、とドアが閉まり──ガチャリと鍵かぎのかかる音が聞こえた。そこで皆みなが我に返る。

「「逃にげやがった─────!?」」

　──さて。大迷宮では基本的に１パーティ５人以下で探たん索さくを行う。

　ここには30人が集まっており、６パーティ分の戦力がある事になる。

「──その戦力でどうにかしろって事かね、これは。やれやれ」

　肩かたに剣けんをかつぎ、面倒そうな様子を見せながら新田が俺の側そばにやってくる。

「新田、お前会ったばかりの30人、連れん携けいとって戦えるような指示出せる？」

「まさか。そういうの、ゲーマーの方が得意なんじゃないの？　ほらゲームにあるだろ、戦争ゴッコのやつとか」

「そういうのこそ、打ち合わせとかセオリーとかが大事なんだよ……！」

　俺は当然そういったＰｖＰ──プレイヤー対プレイヤーであったりあるいはネットゲームにあるような多数のプレイヤーが一丸となって強敵に挑む大規模戦せん闘とうの経験もある。

　しかしいきなり集まったプレイヤーが最適解や連携を取れる訳が無いのは、それこそ経験上分かり切っていた。幸いな事に、ドラゴンの方はまだ様子を窺うかがっているだけで俺達Ａ組の方にいきなり襲おそい掛かかってくる事も無くその場にとどまっていた。

「なるほど、つまりアレを斬きってもいいんですねっ!!」

　──そして１人。目を輝かせ、この状じよう況きようを受け入れている女子がいた。言うまでもなく加藤椎奈だ。そしてやる気に満ちた加藤は剣を手にドラゴンの方に歩いて行こうとする。

「ストーップ！　加藤、待て、もうちょっと待て、覚えよう、集団行動！」

「よし良くやった赤坂、そのまま押さえてろ！　おい、そっち……えーと、堀井さん！」

「あ、ちょっと赤坂くん、なんでわたしを捕つかまえるんで……あ、待って、何処どこ触ってるんですかぁ……!!」

　急に腕うでを摑つかまれ暴れ出す加藤。しかしここで離はなせばドラゴンまで一直線に行って斬りかかるだろう。あとはなし崩くずしに戦闘開始になるのは目に見えている。そうなる前に俺は着火元こと加藤を捕まえた。そのファインプレイにクラスから賞賛の声がかかる。

　この際、捕まえた時にちょっと加藤の柔やわらかいというか、見た目と反して着やせするのか妙みようにボリュームのある胸むな元もととかを押さえてしまっても事故だ。故意じゃない、加藤が暴れるのが良くないのだ……！　と言い聞かせる。実際、苦戦していると新田も加藤を抑おさえるのを手伝ってくれながら、女子の方に声をかける。

「ちょっと──！　入り口しまってるんですけど───!?」

　いち早く動き出した例のアイドルの卵である堀井達は入り口を開けようとするけれど、さっきまで草苅先生が居た筈はずのそこは、鉄の重苦しい柵さくが下りて居た。

　学校の屋上にあるようなあんな柵ではなく、牢ろう屋やよりも太い鉄の棒で作られたその柵は馬車の突とつ進しんを受けても壊こわれそうに無い、城門に使われていそうな物だった。

　苛いら立だちをそのままに蹴けりつける堀井だが、カシャンという音すら立てない。他ほかの男子も駆かけつけ柵を押し上げようとするけれどビクともしない。

『知らなかったの？　イベント戦闘からは逃げられないのよ』

　どこからともなく家鴨先生の声が響ひびいて来る。

「逃げられないとか負けイベントじゃねーか！　あとそれ、大だい魔ま王おうの台詞せりふだからな！」

　何処にいるか分からない担任に悪態を吐つくけれど、事態は何も変わらない。

「ほら、ほら！　逃げられないならやっぱりやるしかないんですよ、男らしく腹くくりましょうよ、人間いつか死ぬんですから、早いか遅おそいかだけですよ！」

「お前と違ちがって俺はまだまだやりたい事がいっぱいあるんだよ、ゲームとか……あと、ゲームとか！」

「えええええ？　でもほら、ゲームの為なら死ねるんでしょう、ほらコレだってゲームみたいなものじゃないですか！」

「くっそ、負けイベントが最初で最後とか納なつ得とくできねえ……！」

「何でそこで納得しそうになってるのか理解に苦しむけど、実際どうにかしないとならないなら加藤さんに頼たよるしかないんじゃない？」

　どうやら逃げられる様子は無い。それを覚かく悟ごした新田が肩をすくめる。

「……なあ加藤、アレ倒せると思うか？」

「刃が通れば何とかなると思います。だから離してー！」

　暴れる加藤、腕が胸元をぐっと押さえている事に気付いてないのか。けれど俺も役得とか考える余よ裕ゆう無く、そうしなければ押さえきれない。

「分かった、分かったから暴れるな！　剣が危ない！」

　おそるおそる放すと、加藤は直ぐに駆け出さずに一息吐いて頰ほおを膨ふくらませながら服の乱れを直す。

「もー。折せつ角かく先生が用意してくれたんだから最初から斬れば良かったんですよー」

「加藤さんが膨れてる理由はそっちなんだね」

「何の事ですか、新田くん」

　新田は俺が捕まえてる時に腕で胸元とか腰こしとかがっつり押さえていたのに気付いてたらしい。流石さすがに手の平でわしづかみにはしてないけれど、そもそも気にしていないのか。

　そしてついに、ゆっくりとドラゴンが歩き出した。のしり、と動くその足の動きは映画に出て来る恐きよう竜りゆうみたいだった。

「よーし、ガンバルぞー！　やってやりますよー！」

　そして肩を回し、やる気満々でドラゴンに歩み寄る加藤。しかし途と中ちゆうから歩く速度が遅くなり、剣を軽く振ふり構えると──気配が変わった。例のアレだ。

　ドラゴンの動きはなんら変わらず、Ａ組の方に歩いてくる。アレが走りだしたらもう終わりだ、そんな絶望感を覚えさせる巨きよ体たいだけど、１人で出て来た加藤が気になっているようで、そっちに顔を向けていた。

「……ふぅ」

　加藤の方は剣を握にぎり直し──スイッチを切り替かえたのが分かった。

　後で加藤がこの時の事を話してくれた。──立ち合い、し合いではない。相手は大きなトカゲ、そうならばあれは獲え物ものだ。

　獲物はこちらに気付いている。そしておそらく襲い掛かってくる。罠わなは無い、銃じゆうも無い。あるのは頼り無い剣が一ひと振ふり。

　相手は熊くまよりも大きく、普ふ通つうに考えれば確実に殺されるだろう、と。

（──あははは、本当に……なんて良い所なんだろ！　こんな危険な相手と戦えて、負けても死なんなんて！）

　死なない事は大事だ。どんなときでも実力が出せる強さと、その元々の実力は別の物。そしてここならばその〝実力〟を思う存分試ためせる。それが楽しみでしょうがない、と。

　その緊きん張ちよう感かんは、離れて固かた唾ずを吞のんで見守る俺達Ａ組の一同にも伝わって来た。もしかしたら、そう期待させるだけのものがあった。

　この際、加藤が辻つじ斬ぎり予備軍であるとか、ここに何をしにきたとか俺達は全部考えない事にした。もしかしたらこの場をどうにかしてくれるかもしれない、その可能性に賭かけた。

　誰だれもが手に汗あせを握り、唾つばを飲む。

「加藤椎奈、行きます──！」

　距きよ離りを測っていた加藤が、一気に駆け出す。引かれ、放たれた矢のような勢いでドラゴンに迫せまり、その顔面に一ひと太刀たちを入れる。

　しかし、ドラゴンは首をひっこめその刃やいばを避よけてしまう。

「──な」

　ドラゴンの目を水平斬りで狙ねらったが刃は渡わたりが足りず微かすかに目の下を切り裂さいたにすぎなかった。まるで動きが読まれていた、そんな声を加藤は上げる。

　けれど、遠くから見ていた俺はそういう訳じゃないと気付いた。首を引いたドラゴンはその顎あごを開く。そのまま前へ首を伸のばせば加藤に嚙かみつく事が出来るだろう。だから加藤は口の内側に刃を滑すべり込ませるべく、即そく座ざにカウンターの構えを取った──のだけど。

「そうじゃない、加藤────！」




　次の瞬しゆん間かん。

　ドラゴンがゲップのように吐いた炎ほのおを真正面から浴びて、加藤は黒こげになった。




「……ええぇ？」

　目の前で起きた事を上手く飲み込めず、新田が声を漏もらしてしまった。

　加藤、というか人型で黒こげの何かは前のめりに倒れ、動かなくなる。

　そしてそのまま歩き出したドラゴンに「ぺしゃっ」と踏ふみつぶされた。

「きゃぁあああああ────！　加藤さ─────ん───!?」

　目の前で起きた惨さん劇げきに堀井が上げた悲鳴をきっかけに、皆がはっとする。

「みんな、落ち着いて聞け、入り口破るのとドラゴン倒すの。どっちが楽だと思う？」

　その新田の問いかけに、クラスメイトは入り口に向かって殺さつ到とうした。

「──よし新田、入り口の方任せた」

「任せたって赤坂、お前はどうするんだ」

　俺は鉄てつ柵さく、あるいは担任の消えた扉とびらを破ろうと向かう流れに逆らいその場にとどまっていた。

　──ドラゴンの暴ぼう威いを見た。あれは最初から加藤に炎を吐き付けるつもりで、偶ぐう然ぜんその動きで避けただけだろう。その炎は加藤を一撃で黒こげにして、踏みつぶした。その体の下で今、加藤がどうなっているのか分からない。

　正直、加藤の事は怖こわいし、訳が分からない。

　生き物を斬りたいという思考も、得体の知れないドラゴンにワクワクしながら立ち向かう無む鉄てつ砲ぽうさも、俺には理解出来ない。あれは女の姿をした自分とは違う生き物なんだ、と思っている。

　けれども──それでも。

「か、加藤ほっとけないだろ……？」

　情けない事に声も足も震ふるえていた。何が世界一リアルなファンタジーだ、リアル過ぎるだろう。映画の世界に放ほうり込まれたようなリアリティに、勝手に足がすくんでしまう。

　手に持っているのがせめて銃とかならまだやり方があったと思う。けれどもこんな銅の剣つるぎ１本きりでどうしろというのか。

　それでも。

「……じゃ、行って来るわ」

「──男の子だなー、お前」

「そんな理由……かもしれないけどな？」

　実際、目に眩まぶしい太ももとか胸の感かん触しよくとかを思い出してしまう。あいつスカート短い癖くせにその辺不用心で、ずっとソワソワしてしまっていた。

　結局ソレか、と自分でも呆あきれてしまうけれど新田が背中を叩たたいてきた。

「行ってこい、骨は……拾えたら拾ってやる」

「はは、骨を拾いにいって骨になるとか、笑えないな」

　そのまま俺は決心が鈍にぶらないうちに、一気にかけだした。

「あのメガネ、何してるのよっ!?」

「加藤を助けに行ったんだよ。ほら、僕らは出口だ」

　ドラゴンにつっこむ俺を見て信じられない、という声を上げる堀井をうながし新田は脱だつ出しゆつルートの用意にかかった。

　そして剣けんを片手に、俺は正面からつっこむような事はしない。なにより相手はこっちにつっこんで来ないでまだ様子を見ているようだった。

　隙すきは、動きの癖は、何か情報は無いか……！　一挙手一投足に気を配り、襲おそわれないような距離で、けれど注意を俺の方に向けるように大回りに動く。

　そうしていると、ドラゴンは不意に向きを変え別の方向にのしのしと歩き出し──担任が出て行った扉をこじ開けようとしているグループに襲い掛かかった。

「げぇえええ───、こっちくんなぁああ、うわらばっ!?」

　身を回し、丸太サイズの尻尾しつぽがしなると、そこに居た男子達をまとめて吹ふき飛ばす。

「げふぅっ!?」

「わ、我が生しよう涯がいに、一いつ片ぺんに悔くい──ぶはぁあっ!?」

　最後の１人は余裕がありそうだったけれど、結局まとめて吹っ飛ばされた。その間に悪いと思いつつ俺は倒たおれている加藤の所に駆けつけた。

「おい、生きてるか加藤……？」

　スプラッタな事になってたら、と不安に思いながらも近づけば、加藤は腕うでを支えに起き上がろうとしているくらいには元気だった。その体中からぼろぼろと消し炭のようなゴミをこぼすけれど本人は汚よごれているだけで、怪け我がらしい怪我は無い。

「そ、そうか。流石にゲームみたいになってるもんな……」

　ほっとしながら俺は加藤を助け起こそうとする。

「と、トカゲが火を吐くとか、聞いてませんよ……！　なに、あの変な生き物!?」

「え、えええええ!?　どう見ても、というか家鴨先生も言ってた通りレッドドラゴンだし、火くらい吐はくだろ!?」

　まさかそこまで意識と知識の差があると思わなかった──なんて言ってる余裕は無い。慌あわてて加藤を助け起こそうとして──。

「メガネの人、後ろ─────!?」

　堀井の大声に振り返ると、いつの間に戻もどって来たのかドラゴンが振り回した尻尾が迫っていた。

（ああ、こいつ結構尻尾攻こう撃げきが多いのか……）

　やけにスローで迫る尻尾。しかしだからといってジャンプで避けたりレバーを後ろに入れればガード出来るワケじゃない。

　──だから、俺は抱かかえていた加藤を脇わきにぽいっと投げ捨てた。

「べぶっ!?」

　体が動かせず、顔面から床ゆかに落ちる加藤。カエルのような悲鳴を上げるその上を通り、俺の目の前に鱗の壁が迫ってくる。

「赤坂ぁあああ─────!?」

　それ以上の抵てい抗こうを諦あきらめ尻尾の直ちよく撃げきを喰くらった俺は、当たり所が悪くほぼ真上に跳はね上げられてしまう。そのあまりに現実離ばなれした吹き飛び方をＡ組は皆みな揃そろって目もく撃げきしていた。

「ピッチャー、いやあれはセカンドフライ性の当たりね……」

　現実逃とう避ひした顔で堀井がつぶやく中。

（ああ、浮ういてる……）

　そのまま、俺は脳天から真っ直すぐ落下し動かなくなった。




　１年Ａ組の一同はその後、暴れ回るレッドドラゴンに蹂じゆう躙りんされ、吹き飛ばされ、踏みつけられ、ろくな抵抗も出来ぬままに全ぜん滅めつしたのだった。
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「あー、やっぱダメだったねー」

　その様子を、別の場所で缶かんビール片手にモニタで眺ながめて居た家鴨はそうつぶやいた。

「予想通りの結果だと思いますけど。大体どうやって勝てと」

　入り口を塞ふさいだ張本人である草苅であるけれど、全部家鴨の計画だ。従いはしたものの、正直呆れていた。

「上手うまく役割分担すれば何とかなったってば。加藤と……あと１人、司し令れい塔とうを最後まで生かすのが絶対条件だったと思うけど」

「その決定力がいきなり消し炭になりましたけど。それで先せん輩ぱい、気付いてますか？」

「……うん、気付いてる」

　決して後ろを振ふり向こうとしない２人。そこには。

「──草苅先生、家鴨先生。ちょっとお話があります」

　この迷めい宮きゆうのヌシでありこの場の絶対権力者である学園長が、とても、そう、とても良い笑え顔がおを浮かべて立って居たのだった。

























　──気がつくと俺は１人で、暗い場所を歩いていた。

　周りは天てん井じようまで石造りの壁で覆おおわれているような場所で、明かりは壁に並ぶ松明たいまつだけだった。その火の明るさはどこか頼たより無く、揺ゆれる度たびに影かげが動き、まるで地面が揺らいでいるようで不安になる。

「……あれ？　なんだ、ここ。大迷宮の中か？」

　確か入り口のゲートから、あの広場までの道がこんなもんだった。けれどどうして１人で歩いているのかさっぱり思い出せない。

　思い出せないけど、止まっている訳にもいかないので歩く。手の中には、一ひと振ふりの銅の剣。そして何処どこまでも続く通路を歩いて行くと、背後から地じ響ひびきが聞こえてきた。

　ずしん……ずしん……。

「……な、なんだ？」

　重い響きが後ろから少しずつ近づいている。見たくは無かったけれど振り返ると、その闇やみの向こうに「ちろり」と、バーナーのような炎がふたすじ上がっているのが見えた。

　──そして。




　グギャァァアアアアア─────!!




「うおぁああああああ!?」

　突とつ如じよ、真っ赤な鱗に覆われたドラゴンが、まるで猪いのししが突とつ進しんしてくるような速度でつっこんできた。当然、俺は直ぐに逃にげようとするけれど足が引っかかって進めない。

「な、何が、引っかかってんだよ……!?」

　俺の足に絡からまっているのは、加か藤とう椎しい奈なだった。

「うわぁああ、加藤……!?」

　加藤はぴくりともせず、しかしどうやっても足が離はなれない。そうこうしている間に迫せまり来るドラゴンが口を開き嚙かみついてくる。避よけられない。

「うわぁあああああっ！」

　そして、そのまま迫り来る牙きばに、嚙みつかれ、その身体からだは──。




「怜れい也や、おい……怜也っ」

「うわぁああああ……あ、あぁ？」

　俺が目を開けると、そこにはドラゴンの牙ではなくやたらと整った男の顔面がすぐ間近に迫っていた。

　まつげの数さえ数えられそうな距きよ離り。（ただし男相手）

　真っ直ぐに見つめてくる真しん剣けんな表情。（ただし男相手）

　そして、吐と息いきすら感じる触ふれあいそうなその──。（ただし男相手）

　俺のルームメイト、そして自分を名前で呼ぶように俺に言い聞かせた男、新につ田た丈じようだった。

「うわぁぁああああああ!?」

「落ち着けどうした！」

　丈を何とか押しのけようとするけれど、逆に全身で押し込まれてしまう。毛布越ごしに感じる男の重さと体温、正直身の危険しか感じない……！

「おおおお、おま、おま……！」

「だから落ち着け。お前、急に悲鳴上げて暴れ出したから驚おどろいたんだぞ」

　──丈が本当に心配そうに俺の方を見ている事に気付いた。抵抗をやめると、それ以上無理に押さえつけてくる事も無い。

「な、なな、何もしないんだな……？」

「よし、とりあえず落ち着いたみたいだな。全く、悪い夢でも見たか？」

　ゆっくりと俺の上からどくと、ベッドの脇に腰こし掛かけ、そして落ち着くようになのか寝ねているこっちの体を優やさしく子供をあやすように叩く。

「……夢、ああ……夢、なのかなあ、アレ……ううん？」

　枕まくら元もとのメガネをとってかけると、少し落ち着きが戻って来る。

「どんな夢見たんだ？」

「……ドラゴンに嚙みつかれて振り回されて放ほうり投げられる夢を見た」

　──ついでに、転がり動かなくなった加藤が足あし下もとに絡みついていて体の自由が無かった。ほとんどホラーの世界だった。

「……それはある意味現実だ。これから３年間、僕らはそういう場所で生きて行くんだ」

「そう、だな……」

　果たして大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、少なくとも昨日の体験はそう思うのに十分だった──。




　迷めい宮きゆう学園は基本的に全ぜん寮りよう制せいで、１人用の部屋は無い。

　同じ学年、同じクラスは同室になる事もあり、いざ寮に行ってみれば俺は新田丈とルームメイトだった。そして男子寮から学校に向かう途と中ちゆうで、女子達も同じ道に合流してくる。

「……何か、体いてぇ」

「ドラゴンの尾おで打ち上げられ、何階分かの高さから脳天落下して『何かいてぇ』で済んでる状じよう況きように僕は驚くね」

「そういうお前も吹っ飛ばされて踏ふみつけられてただろうが」

　あの後、俺は転がったままクラスが壊かい滅めつしていく様を見ていたのだ。

「いやあ、実際あそこまで行くと脳内物質どばどば出てて痛みとか分かんないもんだね」

　という訳で、２人とも一晩経たって後こう遺い症しようとも言うべき全身に走る関節痛だか成長痛のような痛みにさいなまれていた。

　俺はというと、さらに全身に筋肉痛が走って居て、時折足が生まれたての子こ鹿じかのように震ふるえる。しかし受けたダメージの違ちがいなのか、丈はそこまで酷ひどくはないようだった。

「しかし、まさか授業が始まる前に全滅を体験出来るとは思わなかったね……」

「なかなか強きよう烈れつな体験だったな、アレも……」

　迷宮内で設定された『ＨＰ』が０になったとしても、本当に死ぬ訳ではないし意識を失う訳でも無い。『戦せん闘とう不能』という状態になり、その戦闘中、迷宮内の物と相そう互ごに干かん渉しようが出来なくなる。つまりモンスターもそれ以上襲おそってくる事は無くなる。

　そして、戦闘が終わるとどこからともなく『死神』と呼ばれる黒ずくめのフードローブ姿が現れ、その『戦闘不能者』を死神用のルートを使い迷宮の外へと連れ出す。それが、この迷宮での『ＨＰ０・戦闘不能』の扱あつかいだった。

　当然、戦闘不能になった回数も成績に記録され、通知表にも残るマイナス評価になる。

「……怜也お前、もしかして教科書全部読み終わってるのか？」

「やらないゲームでも攻こう略りやく本ぼんだけ読んだりするだろ？」

「そういう文化で生きてなかったから分からないな」

　そして昨日は、Ａ組が全滅した後にドラゴンは何処へともなく去り、残されたＡ組一同は現れた『死神学園職員』によって外にある『復活の間』という全滅者の待機所とでも言うべき場所まで連れていかれた。ゲームで言えば『教会』や『王様の前』、あるいは『最後にセーブした場所』とかそんな感じの扱いだろう。そしてそこには、笑顔の担任が待っていて、入学初日にしてクラス内暴力が発生しかねない事態になったのだった。

「しかし、戦闘が終われば起き上がれるんだからサバイバルゲームとかそういう、ごっこ遊びというかルールのある競技めいた意識だったんだけどね、僕は」

　丈の言う事は分かる。ドッジボールで「アウト」になったら死ぬ訳ではなく場外に出る。そんな子供の頃ころの遊びと似た意識が、実際に体験するまで俺にもあった。

「吹ふき飛ばされてドラゴンが居なくなった後起き上がって、そこに黒フードが待ってたろ。手招きされてみんなで歩いてると、そのままあの世に行きそうな気分になったよ」

「みんなショックで黙だまり込んでたから尚なお更さらな」

　痛みだけではなく、昨日いきなり喰くらった全滅の事を思い出して顔をしかめてしまう。

　そんな俺達とは裏腹に。

「おはよーございまーす！」

　女子寮の方から、元気いっぱいに走って来る見知った顔がいた。加藤だった。

「あれ、なんか２人とも不景気そうな顔してる、ますね？　どうかしたんです？」

　あいかわらず時々つっかえる標準語らしき敬語。

「……別に訛なまっててもいいのになあ」

　その向こうから、俺程ではないけれどプルプルしながら堀ほり井いがやってくる。

「あんま言わないであげなさい、その子、頑がん張ばって訛らないようにしてるんだから……だけど、男子も辛つらそうでちょっとほっとしたわ……この子、なんともなさそうなんだもん……ほんとになんともないの？」

「そういえば全身がどうしてか海で一日中泳いだ後みたいにひりひりするんですよね」

「いやいや、間ま違ちがい無く昨日のアレが原因だ、全身焼かれたろ!?」

「何を言ってるんですか、赤あか坂さかくん。あれは作り物なんだしいくら本物に見えても実際に焼かれた訳じゃないんだから痛くなる訳ない──ですよ？」

「……なんだろう、この。正論なんだけどすごく腹立たしく感じるのは」

　確かに加藤の言う通り、あれは作り物だ。分かってはいるんだけどな……!?

「そこは怒おこっていいんじゃないのかしら？」

「お、怒られる理由が分からないですよ！　なんで!?」

　分かれ、と視線で語る堀井。しかし加藤は日焼け、俺は全身打ち身のような痛み──そう考えるととんでもない事だ。

「やられ方によって影えい響きようが違うとか凄すごいな……その辺実際どうなんだ、医者の息子むすこ」

「……ふむ。ウチは外げ科かだし僕もまだ勉強中だから何とも言えないけど。実際筋肉痛だけならあまりにリアルなあり得ない体験をしたから、体に余計な力が入って強こわばってるだけって見方も出来るんじゃないかな」

「うんうん、納なつ得とく出来る仮説ね」

　その丈の説明に肯うなずく堀井。俺もそこまでは納得出来たけれど、丈が言葉を濁にごしている理由にも思い当たっていた。

「……ただ、そんな事をまったく気にしてない加藤さんがよりによって『火で炙あぶられた』影響が出てるのが、ホントに何て言うか。無む茶ちや苦く茶ちやだと思ってる」

「私、背中を爪つめでやられた筈はずだったんだけど、痣あざも残ってないのよね……ただ、何か引きつるみたいに痛いけど」

「瑞みず樹きちゃん、綺き麗れいな背中でしたよ」

「男子の前であんまりそういう事言わないで」

　頰ほおを両手で潰つぶされて加藤が「むぎょー」とうめき声をこぼす。

「だけど赤坂君、キミ大丈夫なの？　目の下にくま出来てるわよ」

　そして加藤の顔を潰したまま、堀井がそんな事を言う。

「ちょっと、夢見と寝ね起おきが悪くてな……」

「折せつ角かくうなされてる怜也を僕が優しく起こしてやったっていうのに、酷いな」

「……なんでソコ、そんな意見が食い違ってんのよ」

「目を覚まして慣れない男の顔のアップがあったら驚くだろ」

（……顔のアップ？　一体、何が……!?）

　──一いつ瞬しゆん、堀井の何か良く無いスイッチが入った事に勘かんづいてしまった。

「あ、もしかして赤坂くんと新田くんも同じ部屋なんです？」

　何かを高速で妄もう想そうしている堀井の様子に気付いてない加藤。何を今考えてるのか、俺もあえて確かく認にんはしたく無い。

「どうやら基本的に同じクラスで寮室も割り振ふられてるみたいだな」

　寮は大だい迷めい宮きゆうを挟はさんで校舎の反対側にある。これから俺達は毎日、このそびえ立つ大迷宮を迂う回かいして登校しないとならないらしい。距離としては大した事は無いけれど、こうして[image: 100]ｍ以上もある建物が側そばにあると威い圧あつ感かんを覚えてしまい、どうにも落ち着かない。

「──だけど、何の為ためにこんな建物作ったのかしら」

　大迷宮を見上げ、堀井がぽつりとそんな事をつぶやく。

「だってそうでしょう？　学園長は自分で作って、それを自分で楽しむ訳じゃなくて私達に賞金まで用意して挑いどませる。何が目的なのか良く分からないわ」

「そりゃまあ、金持ちの趣しゆ味みを理解するのは難しいわな」

「そう言う割にお前は大体の理由が分かってるみたいじゃないか」

　俺にはさほど不思議な事じゃなかったけれど、丈や堀井はピンと来ていないようだった。

「趣味としては理解出来るからな。ゲームマスターやってるような楽しみ方だろ」

「げーむますたー……なんですか、ソレ」

　さっぱり分からない様子の加藤。丈も堀井もちゃんとは理解してないようだった。

「イベントの開かい催さい者しやで仕切りで進行って言えばいいかな。ざっくり言えば自分の作った迷めい路ろを楽しませたい事の延長線。金があって、技術があって出来るから用意しただけの〝ゲーム〟だろ、これ」

　ここまで利益を後回しにして趣味に走った物となると、それ以外に考えづらい。

「──はは、そうか趣味か。そうだよなあ、訳が分からなくても筋通してる人の趣味に文句つけちゃダメだよな」

「大体、俺からしてみれば将来が約束されてるのにこんな所に来たお前の方がよっぽど理解出来ないな」

「あー……そう言われてみればそうねー」

「そうですか？　来てみたかったと思ったんだから仕方ないんじゃないですかね」

「こっちは感情に素す直なおというか、何というか……」

「ま、大丈夫。僕、賞金に興味は無いけど手を抜ぬく気も無いよ」

「やる気が無いとは思ってないさ。けど丈はここ出たら医大入って医者になるんだろ？」

「そうだよ。そもそも親の指定した医大に一発合格するのがここに入る為の条件だったし」

「医大って……ここに居て出来るの？」

「出来るよ」

「……あ、この人も私と違う思考の生き物だったわ」

　あっさりと答える丈。俺はどちらかというと堀井の気持ちの方が理解出来る。

「まあ、何にしろ。こんなトコ来てモラトリアム過ごしてるやつが医者になったとしたら絶対にかかりたくねえ」

「おいおい、ここでの切った張ったの経験が外科医として役に立つかも知れないだろ？」

　そう言って肩かたを組んでくる。名前呼びを頼たのんできたりと結構馴なれ馴れしい。けれど今俺がうんざりしてるのはその態度に対してじゃない。

「だったら獣じゆう医いになれ」

　そしてべたべたする俺達を見て、堀井の何か変なゲージが高まる様子に気付いてしまう。加藤はそんな事が無さそうというかそもそも興味が無さそうで、大迷宮を見上げていた。

「……昨日、なんも出来んかったなあ」

　そしてぽつりと、そんな事をつぶやいているのが聞こえてしまった──。
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　迷宮学園は、大迷宮という大規模建造物を踏とう破はする技術を「学ぶ」為の専門知識を学ぶ──高等学校だ。

　高校として国の認可を受けている以上、当然通常の授業もあり、そしてまた迷宮探たん索さくおよびその為の技術を学ぶ事も授業としてカリキュラムに含ふくまれている。そして生徒達はそれぞれ自分の『職業』を選び、それぞれの学科での授業を受けるというシステムになっていた。

「普ふ通つうの学校だと理系とか文系とかに分かれるけど、この学校だとそれに加えて職業ごとに授業を分けるの」

　１限目、担任の家鴨あひる先生が正面のホワイトボードに書き込みながら説明を続ける。

　迷宮学園特有の学科は主に四つに分かれている──。





　戦士フアイター科・重装備が可能で、パーティの前に立ち敵の攻こう撃げきを受け止め、手に持った武器で直接攻撃を行う職業。パーティの剣けんであり盾たて。

　斥候スカウト科・重い装備は不可。罠わなの発見、解除能力があり、宝箱の罠を外したり、単独で行動し迷宮内の偵てい察さつを行う。パーティの目であり手。

　癒し手ヒーラー科・ＨＰを回復したり毒や麻ま痺ひなどのバッドステータスを回復する術を使う事が出来る。制限はあるが重装備も出来る。パーティの守り手。

　術師マジツクユーザー科・ここからそれぞれ使う魔ま術じゆつでさらに派生する。魔ま力りよくで様々な効果を引き起こす魔術師を筆頭に、精せい霊れいの力を借りる精霊術師、モンスターを召しよう喚かんする召喚術師等に分かれる。パーティの切り札。






「当然だけど、数学を選んだらそのコマを古文に変へん更こう出来ないようなもので、一度戦士になったら他ほかの職業に転職する事は出来ないからね」

「先生、魔ま法ほうを使う戦士みたいな職業は無いんですか？」

「そういうのは２年になったらね。──だけど基本職以外はイバラの道で辛いヨー」

　冗じよう談だんめかして言うけれど、家鴨先生の目は実感がこもっていて笑って居ない。

「今は自分が何に一番向いてるのか、それを考えないとダメ。で、これから一週間。全部の職業の学科を体験学習していくのね」

　ここで先生が数字を書き足して行く。

　１年の生徒は４クラスで１クラス約30人なので合計[image: 120]人。１パーティは大体５人。主な編成は戦士２、斥候１、癒し手１、術師１。一気に全員が同じ授業を受けられないので、体験学習もそれぞれのクラスが職業をずらし順じゆん繰ぐりに受けていくようになっていた。

「１年の各学科の先生はそれぞれのクラスの副担任の先生がやってるわ。うちのステラ──草くさ苅かり先生は戦士科の先生ね。だけどあの子、戦士というより女騎き士しみたいな見た目よね」

　言わんとする事は分かるけど、何かこう、もっと別のニュアンスを感じさせる物言いだった。女騎士と迷宮の組み合わせとか、色々危ない。

「……あ、あの、赤坂くん。戦士と斥候以外、何が出来るかさっぱり分からないんだけど」

　その俺の背中をつつき、小声で加藤がそんな事を言い出した。

「……そういえば加藤はゲームとかさっぱりなんだったな。まあ、授業受ければ分かるだろうし、そもそも戦士以外やるつもり無いだろ？」

「そ、それは、そうなんだけどー……赤坂くんは分かってるの？」

「馴な染じみもあるし、そもそも俺教科書読み終わってるから余よ裕ゆう」

「ふぉおおお……!?　な、何……暇ひまなん!?」

　小声で、しかし衝しよう撃げきのあまり標準語が崩くずれる加藤。俺からしてみれば、こんな学校の教科書なんていうのは、それこそ未知のゲームの説明書でしかなくご褒ほう美びでしかない。

「で、でも。わたし戦士になれなかったら……」

「いや、無いだろ」

「──はいそこ、今先生が話してるから静かに。ついでに言うと加藤が戦士になれない、って事は無いわ？　みんな入学試験の時に普通の学校と違ちがう色んなテスト受けたでしょ。それで基本的な職業の適性は出てるんだけど、やっぱり実際に触ふれてみて自分のやりたい事、出来る事を確認するのが今回の体験授業の目的なの」

　入学初日に生徒を迷宮に連れ込みドラゴンをけしかけた人間と同じ口から出ている事なのかと疑う程ほどに真っ当な話だった。

「余程の事情と才能が無い限り、一度選んだら他の職業には変えられなくなるから。みんなきちんと向き合ってから決めた方がいいわ」




　そして俺達は皆みな体操着に着き替がえると、最初の体験授業である『斥候科』の教室に集まっていた。

「──体操着のデザインは男女でそんな変わらないんだな」

　柔やわらかいシャツとジャージの上下。下は夏用にハーフパンツとインナーも用意されていた。学校指定であれば好きに組み合わせて良いらしい。

「何を期待したのよ、このヘンタイメガネ」

「誤解だ。そういう堀井こそ何を想像してたんだ」

「ゲームだと、昔のブルマとかそういうの多いんじゃないの？」

「うちの辺りはまだそうでしたよ？　なんか、いけない事なんです？」

　きょとんとする加藤。ここまで無む垢くだと俺も堀井も何がいけないのか話すのは辛つらい。

「結局は何でも見る側の気持ち次し第だいだろ？」

　丈がそう取りなし、俺達はこの場はお互たがいの言いたい事を飲み込む。

「そういうわけでぇ。他の職業に比べて斥候はこの『生徒手帳』に使われないで、自分で使う事が大事になる訳ねー……」

　タレ目の眠ねむそうな顔をした斥候科の女教師、霧きり咲さきが自分の手帳を手に持ち掲かかげて見せる。

　ただ、ほぼ全すべての男子が──そして一部女子もその手帳よりも教師の胸むな元もとに注目してしまっていた。別にエロ根こん性じように限らず、あそこまで大きいと興味が行ってしまうのは不ふ可か抗こう力りよくだと思う。

　──基本的に、この学校の実技の教師はここの卒業生が担当している。草苅先生も10年前は迷宮に挑む戦士だったし、今授業をやっている霧咲先生も斥候だったのだろう。

　……あんなでかい胸でも斥候が出来るのか？

　アメリカンサイズだった、いやそれを超こえていた。きっと普通のＹシャツだとボタンが飛ぶんじゃないか。マンガでしか見た事が無いような事が起こりうると想像されるサイズのせいなのか、薄うす手でのセーターだった。それもぴっちり体に貼はり付き完全にラインが出てしまっているし、動く度たびに揺ゆれるし、潰つぶれる。そんなの無視しろというのは無理だ。

「……男って、ほんとしょうもな」

　堀井が冷たく吐はき捨てるのも、しょうがない。俺以外もみんな、出来るだけ気にしないようにしながらも気になってしまっているのが見え見えだった。余裕がありそうな男子は丈くらいだった。

　ちなみに堀井の胸元は若じやつ干かん控ひかえめだった。無い訳じゃない。

「うーん、別に大きくても良い事無いし動きづらいだけですけどねー。あ、だけどあれだけのサイズで動けるのは逆にコツを聞いてみたいですよ」

　その加藤の言葉に、俺はついその胸元を見てしまう。真横からの堀井の視線がさらに冷たくなってしまったけれど後の祭りだ。そして加藤の方は制服の上からだと微び妙みように分かりづらいけれど、そういえば昨日押さえつけた時にかなり感かん触しよくがあった気がする。

「──男ってほんっと、しょうもな」

「……すまんな」

　誤解とは言えない、俺は目を逸そらし謝る。

「はぁい、そういう訳でぇ……。この生徒手帳のカメラをどう扱あつかうか、それが一番大事な職業が斥候なのよ」

　手帳、と言っているのは電子手帳というより小型のコンピューター。ＰＤＡや大きめのスマートフォンとでも言うべきものだった。

　そして実技棟とうである斥候の教室は工作室のようにもなっていて、広く大きい教きよう卓たくの上には、これまた海かい賊ぞく船にありそうな古めかしい鉄てつ枠わくに木がはめられた宝箱が載のっていた。

　その宝箱を生徒手帳のカメラ越ごしに見ると、それは何と淡あわく赤い光を放って見えた。

「この赤いのは罠があるって意味ねぇ。ただ、何処どこに罠があるかは分からないから、その罠の部分に当たりをつけて『写真』を撮とるの。上手うまく撮れたら、今度はカメラに罠も写るようになるわぁ」

「宝箱全体を写したらダメなんですか？」

「その時点で罠が作動して、中身が取り出せなくなるのぉ。だから必ず斥候は宝箱の罠だけを撮さつ影えい出来る程に近づかないとならないわぁ」

「……つまり、罠が動いた時に逃にげづらい距きよ離りに行かないとならないのか」

　カメラにズーム機能は無い。手の届く、その『罠』だけを撮影しようとすれば、それなりの距離に近づく事になる。

「斥候や技能の『レベル』によってはそもそもこの赤い光が写らない事もあるけどぉ、罠をきちんと撮影すれば、解除に挑ちよう戦せんは出来るようになるわ」

「なら怪あやしい場合は撮影しまくればいいんじゃないですか？」

　手を挙げて聞く堀井だけど、そうも行かない。

「いや、ダメなんだ。迷めい宮きゆうの中で斥候が『撮影』出来る枚数は限られてる。レベルとかで増えて行くけど、そうそう無む駄だ遣づかい出来ないようになってるんだ」

　そして撮影に成功しなければ罠の解除を試みる事も出来ない仕組みだ。

「今ぁ、メガネの彼が言った通りよぉ。その辺の勘かんと判断力も大事だから、こういう機械だけに頼たよらない力が斥候には必要になるのぉ。それが、道具に使われないのが大事って言った理由ねぇ」

「なるほど。手帳はあくまでサポートで、結局はその本人の能力が大事っていうのは本当みたいだな」

　丈がカメラ越しに赤くぼんやり光る宝箱を見て頷うなずく横、加藤が頭の上にいくつもの？を浮うかべて、てんやわんやになっていた。

「か、カメラ……撮影？」

「……ちょっと貸してみろ。ここ、裏にレンズがある。これがカメラな？」

　流石さすがに見かねて、加藤の手帳を手に取り説明を始める。先生もこれは注意せず、私語を見み逃のがしてくれた。

　自じ慢まんじゃないけれど、俺はこういうものの扱いに慣れている。道具だけじゃなくて、ゲーマーとして初心者にそのシステムを教える事も慣れてるつもりだった。こういうのは「自分が分かってるから、ぱぱっとやる」と失敗する。一つ一つ、加藤にも分かるように言葉を選んでいかないとならない。

「ふん、ふんふん。お、おおー……なるほどぉー……」

　そして何とか加藤の手帳のパネルに赤く光る宝箱が写り、撮影ボタンを押せるところまでこぎ着けた。

「一度じゃ覚えきれないだろうから、必要なら教科書見なおしとけよ」

「あははは、わたしに斥せつ候こうは無理っぽいし覚えなくてもいいんじゃないですかねえ？」

「そうかしらぁ？」

　それに異を唱えたのは霧咲先生だった。

「確かに専門的な事が出来る必要はないけどぉ。仲間が何をしているか、それを理解出来ていることはとっても大切なの。話を聞いてなければ、宝箱の写真を撮り始めたら遊んでると思っちゃうかもしれないでしょぉ？」

「ふむ。だから、全部の授業を最初に受けるようになってるんだな」

「そういう事よぉ。やる気が無いから覚えなくていいや、なんて言うんじゃ直ぐにうまくいかなくなるわぁ」

　それが大事だ、と言われて加藤は肯うなずいていた。

「確かに、意思の疎そ通つうは大事ですね。山とかでも１人の行動で大事になる場合もあるし」

　山？　いや、うん。加藤なりに何が大事か分かったならそれで良かった。けれどそれはそれとして斥候のやる事をここで覚えられるかどうかというと別の話だ。両手で手帳を持ち、そのまま固まってしまう。

「……何度かやれば覚える」

「赤坂くん？」

「携帯とかと一いつ緒しよだ。説明書は分厚くて良く分からなくても、触さわってれば自分の使う機能なんて覚えられる」

「……わたし、携けい帯たい電でん話わ持ってないです」

　流石にそれ以上フォローも出来ず、俺はそっと目を逸らしたのだった。




　手帳で見る事が出来る罠わなは何も宝箱だけではない。通路の壁かべや床ゆか、天てん井じように仕し掛かけられた罠もカメラ越しに見れば罠を見つけられる「可能性」があると説明される。

「上手く見つけられるかは、カメラのピントとあとは斥候のレベルと、罠のレベルの差が関係してくるけどぉ。そもそも何処が怪しいかは、自分で気付かないとダメなのねぇ。だからみんな勘と観察力を磨みがいていくのよぉ」

　寝ねぼけた様子でそう言う巨きよ乳にゆう教師。ここで実技の教員をやっているのは皆ここの卒業生で現げん役えきの時に優ゆう秀しゆうだった人を集めた──と聞いてたんだけど、とてもそうは見えない。

「──罠の解除も、このタッチパネルでやるんだっけ？」

　丈が画面をいじりながら俺にそう聞くと、先生の方から頷きが返ってくる。

「そうよぉ。罠をきちんと見つけられて、うっかり変な触り方して発動させなかったら次は解除。今回は遠くても大だい丈じよう夫ぶなようにしたから──はい、撮影して」

　教室内に一いつ斉せいに電子的なカメラのシャッター音が響ひびく。

「ちなみにこの音ぉ、消せないから気を付けてねぇ」

「……盗ぬすみ撮どりは出来ないって事ね」

　卵とはいえアイドルらしい発想の堀井だけど、それだけじゃない。

「迷宮内の話で言えば、耳の良いモンスターとかが居たら寄ってくるって事だろ」

　おおー、といちいち感心する加藤と、怪け訝げんそうな表情の堀井。

「……なるほど、って思っちゃったけど。赤坂君、あなたなんでそういう事がぽんぽん出てくるの？」

「そういうゲームは幾いくらでもあるからな、別に俺の頭が良くてぽんぽん思いついてる訳じゃない」

　大体の事は、既すでにある。それをいかに知り、そして必要な時に思い出せるか。それが色んなゲームの攻こう略りやく法だと思っていた。

　そして撮影された画面を見ると表示がすっかり変わっていた。

「──今回は、こっちで用意したデータになってるけど。罠によっては撮影の精度によって難易度が変わったり、あるいはダミーの罠が写ったりする事もあるわぁ」

　そう説明される皆みなの手元に写っていたのは、どこからどう見てもパズルだった。

　流石に「オチ物」や「五目並べ」では無かったものの、タッチパネルの中にはドミノやシーソー、ワイヤーやつるべ落としなどが絡からみ合っており、どこかを弄いじれば他ほかの所が勝手に動いてしまいそうな、ピタゴラス的装置ともいえるカラクリ仕掛けのパズルだった。

「先生、コレが罠ですか？」

「そうよぉ。『罠』を動かさないで全部解けば成功、失敗したら今回は音が出る程度で済むけど、迷宮だとそれが命取りにもなるから──頑がん張ばってね」

　気を付けてね、ではない事が何となく想像出来た。罠を解くのをガンバルのではなく、罠が動くときは動くから頑張れという意味なんだろう。けれどしかし、こうして落ち着いて眺ながめて居ればそのパズルの解除はそれほど難しい物じゃ無かった。

「──ま、迷宮の中では落ち着いて考えられない事もあるだろうけど」

　そんな事を言いつつ、俺はひょいひょいとパズルを解いていく。頭から解くのではなく、終わりから逆算。頭の中でシミュレートしてＯＫならあとは手を動かすだけだ。

「はい終わり、と」

「え、ええええ!?　うっそ!?」

　まだ画面とにらめっこをしていた加藤が声を上げる。俺は『解除成功』の文字が写っている自分の手帳を見せてやる。

「おぉー。早いわねぇ」

「現場でやれって言われたら分かりませんけど」

　落ち着いたトコでやるゲームと、大会でやるゲームが全く別物なのと同じ事だろう。環かん境きようが変わっても、いつもの成果を出す。それも斥候に大事な事なんじゃないか。

「それを守るのが仲間の仕事で、解除するかしないか判断するのが斥候のお仕事かしらぁ」

「なるほど、罠を解く安全を確保するのも大事──と。僕も出来た」

「わ、私も……出来た。よかったぁ」

　次々と成功、あるいはチープなけたたましい電子音を鳴らし失敗していく中。加藤は集中して画面を見ていた。あまりに動かないんで、仕方なく最初の一手だけ教えてしまう。

「加藤、ここから見てみ」

「こ、ここ……？」

　けれど直ぐにそのまま余計な所を触ってビープ音を鳴らしてしまう。

「わ、わわわわわわっ!?」

　手の中で取り落としそうになる手帳。何となくそうなる予想もあったので、俺は空中で受け取り、加藤に手て渡わたした。

「最初はうまく行ってたじゃないか」

「……こんな絵の中じゃ良く分からないんですってば。本物だったらもう少し上手く外せましたよー!?」

「そ、そうか……本物？」

　本物の罠とか、いつ何処で触るんだろうか。刀、小こ柄がらな見た目、罠……まさか、ニンジャや必殺なんとか人の末まつ裔えいか何かなのではなかろうか……!?

「何ですか、その顔は。もしかして信じてないんですか!?」

「信じるも何も、普ふ通つうは罠とか触った事無いからな？」

　その間、俺達をよそに丈と堀井が解いたパズルを弄っていた。

「ふむ。実際、罠の解除がこういうパズルだったり、あるいは経験則で探すものなら怜也は向いてるのかもな」

「ああ、確かに。ゲームとかのパターン知ってるなら役に立つかも知れないわね。私はこういうのあんまり得意じゃないけど」

　２人は俺が斥候に向いてるんじゃないか、と言っているけれど正直乗り気じゃなかった。

「斥候なあ……まあ、こういう細々したのは得意だからそれはいいんだけど、あんまりやる気にならな──」

「なんでわたしを見るんですか！　大ざっぱな事しか出来ないとかバカにしてますっ!?」

「違ちがう、って言いたかったけど罠の解除に関しては否定出来ないだろ、お前」

　ついつい正直に言ってしまうと、加藤は頰ほおを膨ふくらませる。

「な、なあー!?　ちょっと物知ってるからって！」

「まー加藤よりは物知りだろうな」

　なにおう、と加藤が睨にらんで来るけれど事実は事実だ。

「はぁい、斥候のお仕事の一つは分かったかしらぁ。宝箱じゃなくて、通路に仕掛けられた罠とかは解除出来ない物も多いからぁ。そういう時は、どういう仕組みでどうやったら避さけられるか。そういう事を考えるのもお仕事だしぃ──」

　そう言って、外の様子を気にする。その動きで身がよじれ、たゆんと主張する部分がイヤでも強調されてしまい、また見てしまう事に敗北感を味わった。

「──もう一つ、重要なお仕事の勉強もしましょうねぇ？」

　首だけで振ふり向く仕草は、自分の見た目を理解しきっているのかしてないのか分からないけれど、思わず唾つばを飲んでしまう程ほどに色気が溢あふれていた。

「……俺、斥候やろうかな」

　そんな声が、クラス中から漏もれては近くにいる女子に睨まれる男子が大量発生するのだった。




　場所を変え、霧咲先生についてＡ組一同が外に出るとそこは障害物が用意されたアスレチックフィールドだった。この為に体操着に着き替がえたんだろう。

　壁はクライミングが出来るようになっていたりと、平へい坦たんな運動場では出来ない練習用の設備が揃そろっている。

「──斥候のお仕事は、やっぱり『偵てい察さつ』なのね。モンスターを探して、道の安全を確保して、罠を見切ってぇ……そういうみんなの安全の為ために働くのが斥候なの。罠を外すだけなら鍵かぎ係とか、そういう名前でもいいでしょう？」

　そう言う霧咲先生の側そばには、彼女の助手の男女が準備を終わらせて居た。

　１人はまるでラグビー選手のようにガタイのいい男性。もう１人は霧咲先生程ではないけれども、やはりスタイルの良い女性だった。

　２人ともスポーツウェアを着て、なにやら砂場で準備をしていた。

「と、いう訳で──これから『偵察』の訓練をするわぁ」

　偵察の訓練とは、単純に言えばビーチフラッグ＋鬼おにごっこだった。鬼の所に挿さしてある旗を取り、捕つかまらないように逃にげ切ればＯＫ。相手は俺達にあわせて手加減をするので、これが出来れば斥候は合格、そういった試験だった。

「試験、なんですか？」

「試験よぉ。捕まったら、斥候は諦あきらめた方がいいわねぇ」

　体験授業が試験になった事で、Ａ組にざわめきが走る。ただ、それ以上の爆ばく弾だんを堀井がしれっと投下していった。

「……そういえばお兄ちゃ──兄さんが、男子寮りようの管理人の中にマッチョのホモがいるって言ってたような」

　その時、Ａ組男子に怖おぞ気けが走った。あの助手のマッチョマンは男子寮の管理人として昨日紹しよう介かいされていたのだ……！

「……え、あの。堀井？」

「あ、私の兄さん、ここの３年生なんです。入学する前にそんな話を聞いたなーと」

　そのヒソヒソ声は当然のように斥候の教師側３人にも聞こえていた。

「──あんな事言われてるケド？」

「ハハハ。ま、オレが言う程性別にこだわらないのは事実だからね」

　男子の間で怖気は一いつ瞬しゆんにして悪お寒かんに変わった。

「いや、まさか。そうやって俺達を脅おどして本気で逃げさせようっていう演技か何かじゃないのか？」

　俺のつぶやきに、何処どこからも否定も肯こう定ていも返って来ない。

「逃げなきゃ」

　誰だれかのつぶやきに、男子一同は深く肯うなずいた。




　Ａ組・斥候体験授業・結果。




　新田丈の場合──楽々クリア。

　加藤椎奈の場合──鬼に攻こう撃げきを入れその隙すきにクリア。普通に走っても余よ裕ゆうだった模様。

　堀井瑞樹の場合──。

「あら、堀井君の妹さんで、アイドルっていうのは貴方あなたね──」

　その時、堀井は何か悪寒を感じて居た。女子を担当する助手の人の舌なめずりをするような視線は、今までも危ない気配があった。加藤が思わず攻撃を入れてから逃げたのも分からなくも無い。そして、堀井はあっさり捕まった。

「あら、意外と控ひかえめなのね」

　──捕まった挙げ句、脇わきの下から手を回され両手で胸をわしづかみにされていた。

「……っ!?　きゃぁああああああ────!?」

　手をふりほどこうとしたけれどもうまく行かず、それどころか砂地に引きずり倒たおされる。

「や、ちょっと何処さわって……!?」

「うーん、お兄さんに比べて随ずい分ぶん細いのネエ。ちゃんと脂し肪ぼうも体に残すようにしないとダメよ？　特に迷めい宮きゆうの中なんて体力勝負なんだから」

「す、好きで胸が無い訳じゃないわよっ！　私だって残せるものなら残したいわっ！」

　公然とセクハラが始まり、止めるかどうか皆が迷う。そのねちっこい触さわり方のせいで、堀井の大きいとは言えない胸の形が体操着の上から分かるような状じよう況きように男子は前まえ屈かがみになりかける。

「──あ、あの。捕まってるんだから、終わりなんじゃないんですかね？」

　加藤の当たり前の言葉にはっとし、何人かのクラスメイトが助手を引きはがそうとする堀井自身の動きのせいでヘソまで見えてしまっている絡み合いを解きに行こうとした時だった。




　赤坂怜也の場合──。

「ぎゃぁあああ────!?」

「はっはっは、ちゃんと食べてるか少年。ほら、太ももの筋肉が足りていないからこんな簡単に追いつかれるんだぞ」

　反対側、男子の方では俺がマッチョマンに捕まり押し倒されていた。正直、いくら見たくても俺に堀井の方なんて見てる余裕は無い。

「は、はなせ……っ！　あ、ちょっとまて、何処触ってんだよっ!?　他ほかのヤツにこんな事してなかっただろ」

　何故なぜ、尻しりから太ももにかけて俺はわしづかみにされているのか……！　朝以上の危険を感じてふりほどこうとするも、全然離れない。

「──悪ふざけがすぎるわぁ」

　突とつ如じよ、ガチンと石同士をぶつけたような音が響ひびき、双そう方ほうの鬼がのけぞりかえる。その隙に俺と堀井は抜ぬけだし、それぞれ乱れかけた服装を直す。

　霧咲先生が鬼に向かって投げたのは、金属製のベーゴマだった。見ればその手にはビー玉、パチンコ玉といった固くて投げられそうな物がじゃらじゃらと握にぎられていた。

　それぞれ『お仕置き』のランクにあわせて投げる物と威い力りよくを変える、という事を知ったのは後の話だけど。その痛みにもだえる様子を見て、Ａ組の主に男子一同は、たとえのんびりしていて、何か隙だらけでちょっと手を伸のばせば触さわれそうでもあの胸に手を出すのはやめようと心に誓ちかった──との事だった。

　俺達にその余裕は無かった。

　……怖こわかった。
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「……あれから、寮の管理人とすれ違う度たびに熱っぽい視線を向けられるんだが」

　翌日、そう言うと丈は俺にかける言葉が見つからないのかそっと視線を逸そらしやがった。

　なお男子の間では加藤に続き、管理人に対しても何かあったら俺を人ひと身み御ご供くうに捧ささげる協定が結ばれたらしい。許すまじ、何かあったら絶対誰か巻き込んでやる。

「だけど赤坂くんは下半身の筋肉がひんじゃくなので、言う通りだと思いますよ？」

「加藤、そういう話じゃないからな？」

　体験授業２日目。俺達Ａ組は『癒し手ヒーラー』の授業に向かう。斥候のような運動場で無く、机と椅い子すの並ぶ視し聴ちよう覚かく室で待機しながら、何故か加藤はおにぎりをもぐもぐ食べていた。

「……朝飯食ってないのか？」

「食べたんですけど足りなくて。食堂に持って行って良いおにぎりがあったから貰もらって来ました。──あ、赤坂くんの分は無いですよ？」

「俺はちゃんと朝飯食ったから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　問題はというと、男子寮食堂の担当が例のマッチョマンだという事だ。流石さすがに一服盛られる事は無いだろうけれど、かなりの高確率で顔を合わせる。

「──おはよう。皆みな揃そろっているな」

　癒し手の教室に入ってきたのは、今までの教師陣じんとはうってかわって真ま面じ目めそうな長身の男性だった。

　──術師、あるいは癒し手を目指す俺にとってはここからの授業が本番だ。スポーツが出来る訳でもない、昨日斥候の試験に落ちたように足が速い訳でもない。

　俺に何が向いているかというと、いわゆる魔ま法ほう使つかいしか無いだろうし、そもそもそのつもりでここに来ていた。先生がクラス全体を眺ながめ回す中、頰ほお袋ぶくろに餌えさをため込むように慌あわてておにぎりをほおばる加藤を一いち瞥べつするが表情一つ変えない。

「次からはきちんと食べ終えておくように。さて、私は迷宮学園２期生として卒業した谷や目めだ。これから君達の学年の癒し手の学科を担当する事になった」

　薄うすい眉まゆ、広い額。しかしそれは酷こく薄はくそうな印象よりも、むしろお坊ぼうさんのようだった。癒し手という仕事からしても、その方がしっくりくる。

　ただ、迷宮学園２期生という事は30歳前の筈はずだ。つまり家鴨先生や草苅先生、昨日の霧咲先生と歳としの差がない事になる。

（（……みえねえ））

　何処からどう見ても30代、場合によっては40代でも通用しそうな程の落ち着きと貫かん禄ろくを備えている谷目先生だった。

「さて、癒し手というのは簡単に言えば回復魔法を使う職業だ。ゲームとかではよく僧そう侶りよ、プリーストという職業になっている、そう言えば役割が分かる者もいるだろう」

　谷目先生はそのお坊さんめいた外見とは裏腹に、てきぱきと慣れた動きで手元のコンピューターの画面を前面のモニタに映し解説を続ける。

「ではなぜ僧侶ではないか、というとゲームの場合は神に祈いのりその加護として怪け我がや毒を治ち療りようし呪のろいをはねのけているからだ。しかしこの学校は宗教法人でも無ければ、この大迷宮に祈るべき神もいない──頼たのむ相手としてはシステムを取り仕切っている学園長相手になるが、実際に生きている学園長を神と崇あがめ奇き跡せきを願うのは教育機関として実に望ましく無い事から『癒し手』という職業になった。ここまでは良いな？」

　その説明は俺にとって実に納なつ得とく出来るものだった。何故、ゲームでおなじみの僧侶やプリーストではないのか、確かに言われてみればその通りだ。

「そういった経けい緯いがあるので、自分で癒やすという自覚を持った上で『癒し手』として臨のぞんで欲しい。何、やることはゲームのそういった回復役とは何も変わりはしない」

　そしてモニタには主な回復魔法の種類と説明が表示されていく。それは俺にとって既すでに予習した内容ばかりだったけれど、横から加藤につんつんと突つかれた。

「あ、あの。赤坂くん、いいですか？　分からない事があるんだけど」

「ああ、何だ？」

　授業の最中に話しかけられても今いま更さら怒おこるような事でも無いし、既に予習は出来ている。大丈夫だ、むしろ焦あせる方が良くないと気持ちを落ち着けて向き直る。

「……あの。えいちぴーって何ですか？」

　──小声だったけれど、聞こえてしまった周囲が一瞬静まりかえる。この２０１０年代の女子高生、しかもこんなゲームみたいな事をする学校に来ておいてそれが分からないとは思わなかった……！

「……怪我とかに耐たえられる限度を数字であらわした物だ。０になると戦う力を失った状態になったり、ゲームによってはそこで死んだりする」

　俺は出来るだけ冷静に、加藤にそう伝えた。

「……それはわざわざ数字にしなければならない物なんですか？」

「必要だ、むしろこの学校、大迷宮において不要だと言うのならば不勉強だな。丁度良い、癒し手の役割と心がけの説明にもなるから話しておこう」

　先生に不勉強、と言われ加藤は視線を落とす。自分が物を知らない自覚はあるがそれでもはっきり言われるとショックだったみたいだ。

「あ、赤坂くんは、分かってるん？」

「説明聞いてみないと分からないけど、多分」

「そっかぁ……」

　その返事に、加藤はますますしょんぼりする。

「まず、迷宮で……ああ、君達は家鴨先生のクラスか、例の騒そう動どうは聞いた。ならば攻撃を受けるとどうなるかは皆みな分かっているだろう──痛いのだ」

「はい、先生。みんな一いち撃げきでやられたんで、痛いと思う前に戦せん闘とう不能になってます」

　そうそう、と肯く面子めんつも多い。実際ドラゴンに殴なぐられた時には痛みより先に戦闘不能判定が出ていた。ゲームで言えば即そく死しだったんだろう。

「む、そうか。なら心がけておくといい、大体１点のダメージを受けるとタンスの角に足の小指をぶつける程度には痛い」

　想像してしまい、皆がざわめきを起こすけれど谷目先生は話を続ける。

「しかし逆に言えばその程度だ。君達のＨＰは大体10から20の範はん囲いで収まる、これはレベルが上がっても増える事は無い──その上で、だ。痛みはその場限り、ダメージもシステム上の物で体に大きな傷が残ったり、抉えぐれたりする物ではない。では加藤、その場合人はどうやって自分の怪我の程度を判別する？」

「え、ええと……それは……」

「大迷宮の中でのダメージは現実の物ではない。つまり、本来人間に備わっている怪我の程度を推おし量るようには行かないのだ。だからこそＨＰは重要な意味を持つ──ここまでは良いな」

　ダメージであり、あるいは活動の余よ裕ゆうをあらわすのがこの学園大迷宮におけるＨＰの役割だ。だがしかし、怪我の程度は見ても分からないし、そのＨＰもゲームのように頭の上や脇にそのＨＰ表示が出る訳ではない。

「既に他の授業で習っただろうが、その把は握あくにもこの生徒手帳を使う。カメラで写せば画面には相手の『状態』が表示される。ＨＰや毒などのバッドステータス、それを確かく認にんするには手帳越ごしにしか出来ない。当然自身の詳しよう細さいな数字も手帳に表示されるだけだ」

　画面には、実際に迷めい宮きゆう内で撮さつ影えいしたらしい画像が映っていた。普ふ通つうに立っている写真は映画か何かの撮影のようだったが、手帳のカメラ越しの一枚はそこに名前やＨＰ等がずらりと表示され、一気にゲームの画面らしくなっていた。

「細かな確認も手段の一つではあるが、そのパーティのＨＰ管理というものが癒し手の大きな仕事の一つになる。実際、そのＨＰに対応出来る手段を持つのが癒し手なのだからその役割を受け持つのは妥だ当とうだと言わざるを得ない」

「……自分のＨＰが分からないで人任せにするのは不安だな」

　戦士志望らしいクラスメイトがそんな事をつぶやく。

「その気持ちも分かる。だからこそ戦士はその場で受ける信号としての『痛み』からの自分のＨＰ管理を覚えなければならず、その上で癒し手を信用すること、つまりパーティプレイを覚えなければならない」

　それは、誰だれにとっても、百ひやく戦せん錬れん磨まのゲーマーである俺にとっても未知の領域だった。

　迷宮の中の仕組みは、俺が思っていた以上にゲーム的だった。だけど、実際にゲーム画面が目の前にある訳じゃない。そこがとにかく大きな違ちがいだった。

　──ゲーム、ＲＰＧでは大体の場合ＨＰを始め多くの情報が表示されていて、それを俯ふ瞰かんあるいは主観で見たままにコントローラーで操作する。しかし迷宮では、リアルタイムで進む状じよう況きようの中で、片手を使って「ステータス画面」を開かなければ残りＨＰが分からない。当然、そうやって確認してる間に敵も状況も待ってはくれないだろう。

　調子良くつっこんで行ったら、いつの間にかＨＰが０だったり毒にやられていたりする可能性も十二分にあるのは簡単に想像出来る。

「仲間の命を預かる役割って訳ね。思った以上に厳しそうじゃないの」

「──堀井はもしかして、癒し手を目指してるのか？」

「そうよ。アイドルなんだし、まさか武器持って敵に殴りかかったり殴られたりとか出来ないじゃない。斥せつ候こうもちょっとイメージ悪いしね？」

　確かに斥候とは言うけれどゲームで言えば『盗とう賊ぞく』とも言われる事が多いポジションだ。堀井はどこまで分かっているかはともかく、イメージが悪いのも納得できる。

「確かにスタンドプレイも多くなりそうだし、そもそも罠わなを外してたりするところは絵にしても地味だよな」

「そういう事。それに人の命を預かって、怪我を治す役目とか──美味おいしいじゃない？　イメージっていうものもあるし」

「堀井の場合、どっちかっていうとヒーラーより魔ま女じよとかの方が似合うんじゃないか？　魔法で敵を焼き払はらったり、鞭むちとか振ふり回したり」

　うっかり本音を言ってしまうと、笑え顔がおの堀井に無言で頰ほおをつねられた。

　他ほかの所でも職業に対し思い思いの雑談が始まるけれど、谷目先生はそれを止めない。

（──そう。そうやって職業に対して考える事が大事だ。その想像が何よりの成長になる）

　俺達のその様子を先生はしばらく、黙だまって眺めて居た。

「──さて。１パーティは５人編成が上限で、その内訳は戦士２、癒し手、斥候、術師それぞれ１となる。この中で絶対に前に出る事が出来ないのが術師で、宝箱の対処などを行う場合は斥候も自由に動けなくなる」

　そして新たに装備品をいくつか表示させる。一目見ていわゆる戦士的な板金鎧よろいや両手持ちの大たい剣けんなどは無いが、鉄の先せん端たんを持つメイスや、鎖くさり帷子かたびら、円形の盾たてなどそれなりに重い装備が並んでいる。

「これが癒し手が扱あつかう事の出来る装備だ。癒し手は術を使う事が出来るが、分類で言えば前衛寄りの中衛を務められる。当然装備と、本人の訓練が必要だがやる気がある者は戦士との合同訓練を行う事も可能だ」

「堀井──」

「ぜっったいイヤ！　私はみんなに優やさしい頼たよられる癒いやし系で売っていく予定なの！」

　俺が何か言う前に激しく嫌いやがられた。それはアイドルとしての方向性やこだわりなのか。

「しかし必ずしも前に出る必要がある訳ではない。斥候も中衛ではあるし、何より癒し手の本業は回復の術を使う事だ。それに特化し『癒しの術師』として完全後衛に就つく場合もある、この辺りはやはり本人の素質とパーティでの役割次し第だいだな」

「ほら、ほら！　やっぱりそういうのでもいいのよ！」

「分かった、分かったから。別に無理に殴れとか言いやしないし、そもそも鎖帷子とか可愛かわいく無いもんな」

「なんだ、ちゃんと分かってるじゃない」

「でもでも、瑞樹ちゃんも自分で敵と戦えるようにしておいた方が安心しませんか？」

「いいの、誰かが守ってくれるっていうなら素す直なおに守られておくのが女の子ってものよ」

　ふん、と腕うでを組む堀井。どうしても譲ゆずるつもりは無いようだった。

「──このような特性から、癒し手はオールラウンダーになりうる素質がある。本来の仕事をおろそかにする訳にはいかないが仲間に分担する事も出来る。例えば手帳のカメラを使ったＨＰの把握というものは後衛としては斥候や術師に任せる事も出来る。パーティは総合力だ、全体で最低限の物が調ととのっていれば誰が何をするかにこだわる必要はなく、その上でそれぞれの『強さ』を持っていくようにすれば良い」

　癒し手はそういった意味ではオールラウンダーだからこそバランサーなのかもしれない、と俺は改めて思った。ゲームと違い、１人１人が個人だから自由にメイキングや成長が出来るワケでもないし、１人がコントローラーで全員を操作する訳でもない。

　さらに言えば、俺や丈や加藤だけではなく、堀井にも足の速さでは敵かなわないように『ステータス』も自由に変へん更こう出来るワケではない。その上で、それぞれの足りない所を埋うめあうような『理想的なパーティ』なんて物を作れるのか……？

　いや、最初からは無理だ。振り直し無しのメイキングで作られた30人を理想的な配分にするなんて、できっこ無い。ただ、毎年酷ひどく職業が偏かたよる、という話も聞いたことが無い。もしかしたら入学時点でその枠わくは調整されているのかもしれない。

「──そうか。癒し手っていうのは丈向きなのか」

　何でも出来るオールラウンダーだからこそ、基き礎そ力の高い丈に向いていそうだった。

「お医者さんの息子むすこですしね」

　そういう加藤の見方もあるけれど、この授業が始まってからどうにも丈は乗り気ではない様子を見せていた。

「確かに、向いてる向いてないで言えば僕は向いてると思うよ。だけど個人的にはやる気が出ない。元々僕は医者になる前に全然関係無い所に行きたかったんだ、今から予行演習みたいな事はしたくない」

「……新田くんは、お医者さんになりたくないんですか？」

「いいや？　将来性とか抜ぬきにして医い療りようの現場っていうのはやりがいのある、人の助けになる立派な仕事だとは思ってるさ」

　それもウソではないんだろ。けれど最後の青春時代を将来の準備で費ついやしたくないということなんだろうか。

「私は癒し手の枠が埋まらなくて助かるけど」

　堀井も俺と同じく、その職業毎ごとの枠というのは既すでに意識しているようで才能や希望だけではままならない状況になる事が分かっているようだった。

「そういう加藤は？　剣が使えて回復魔ま法ほうも使えるとか主人公っぽくて良いな、とか思わないかしら」

「堀井、癒し手は装備制限があるからほとんどの剣を使えないみたいだぞ」

「ああ、その辺の制限はゲームの聖職者基準になってるんだな……」

　丈の横、堀井は納なつ得とくがいかないという顔をした。

「あれ、だけど兄さん、回復魔法使いながらばんばん剣使ってるって聞いたんだけど」

「ああ３年の堀井の事か。２年生からは『上級職』と『派生職』という物が出て来るが、今は考えないように。どのみち最初の職業選せん択たく以上に重要な物は無い──と言うか聞いていないのか……ああ、いや、あの人は話さんな」

「先生。１人で納得されても分からないんですけど」

　ただ、その「あの人」というのが家鴨先生の事じゃないかというのは分かってしまった。

「職業選択と素質を間ま違ちがえるとどうなるか、という例だ。君達の担任は結果として召しよう喚かん術師として一流にはなったが──」

　そこまで谷目先生が話したところで、動きを止め横を向く。そこには戸をわずかにスライドさせ様子を窺うかがっているうちの担任の姿があった。

「谷目先生ー、今何か余計な事を言おうとしませんでしたかあー？」

「……人に話されるのが嫌なら、自分で話して下さい。あなたは色々と有名なんですから、そのうち誰かが話しますよ」

　この真ま面じ目めそうで、なおかつ実直そうな谷目先生が家鴨先生に遠えん慮りよしている様子に、多少の違い和わ感かんがある。

「……まさか谷目先生、うちの担任に脅おどされてるんじゃ？」

「というか、２期生ってまさか──谷目先生の方が、としした──うぼぁっ!?」

　余計な事を言ってしまった俺に、家鴨先生が指し弾だんで飛ばしたらしき十円玉がヒットする。

　──後に、霧咲先生に投とう擲てきのコツを教えたのが家鴨先生だという事を知るのだが、それはまた別の話。その十円玉は、十円らしからぬ音を立て俺の額を打ち据すえると、目の奥に火花が散るような痛みが走った。

「あ、赤坂くん、大だい丈じよう夫ぶですか!?　何か石に石をぶつけたような音がしたけど！」

「……家鴨先生、そんな事をしているから〝また〟交際を断られるんですよ」

　今度は谷目先生の額からすごい音がしたのだった。
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「わけがわからないよ」

　虚うつろな遠い目をした加藤がおやつに確保していたおにぎりをもぎゅもぎゅする。

「そこはわかれよ」

　今は休み時間中だ。加藤は女子寮りようの食堂で可愛がられているらしく、こうしておやつ用のおにぎりやらなにやらを貰もらっているという。

「……加藤、そんなに食べて太らないの？」

「大丈夫です瑞樹ちゃん。朝の練習もあるから、むしろ足りません」

　間食とかに気をつかってそうな堀井は、女子として心配そうな顔をしていた。

「食った分を運動で消費してるなら問題ないって事か……」

「私だってそれなりにちゃんとやってるわ。この子と一いつ緒しよにしないで」

　自じ販はん機きで売っているパックの紅茶を手に、堀井は文句を言う。実際、この面子めんつの中で一番不健康な体をしているのは恐おそらく俺だった。もっとも、普ふ段だんからゲームばかりのインドア派ではあるけれど、適度な運動は欠かさないようにしていたし、ある程度の距きよ離りなら愛用の自転車を使うように心がけていた。

「で、加藤さんは何がそんなにわからないんだ？」

　丈の質問に対して加藤は指の米こめ粒つぶをなめとると、そっと机に置いたままの生徒手帳を指差す。ソレがまるで怖こわい物か何かのように、自分で触さわろうとしない。

「わたしは、術っていうものを使えるように、ならないとおもいます」

　さっきの授業の締しめは、迷めい宮きゆう内での癒しの術の使い方だった。

「……なんか難しい事あった？」

　俺は自分の手帳を取りだし、さっき授業で貰った術式用のアプリを立ち上げる。授業中、その段階で加藤はもうてんやわんやで俺がほとんどつきっきりになった。

　アプリが起動したらカメラを向けてターゲットを画面に映す。そこから術をかけたい相手をタッチパネルで選び、そして各術ごとの『記号』を指で書くだけだ。

　難しい術になればなるほど、その記号の手順が複雑化して長いものになっていくというから、それがどうなるかわからないけれど今はそんな問題じゃない。

　俺は加藤を選び、さらりと『小しよう治ち癒ゆ』の記号を書き込む。

『──小治癒を発動します』

　音声が流れて『小治癒』は成功した事が分かる。これは練習用ソフトなので、それ以上の事は起きないけれど迷宮の中で同じ手順を踏ふめば、俺の『ＭＰマインドポイント』を消費して加藤のＨＰが回復する、それだけだ。授業中は色んな制限が無かったので、俺は音ゲー感覚で次々と癒しの術の起動を試ためしていた。

「実際、迷宮の中で両手を使ってやる余よ裕ゆうが無いといけないから戦せん闘とう中とかは特に難しそうなんだよな」

「というか、さっき癒し手の装備に杖つえとかあったけど杖と手帳持ったら操作出来ないよね、その辺どうするのよ？」

「杖と手帳が連動するんだって。だからカメラで映したあと杖で空中に記号を書けば発動するとか教科書に書いてあったのは読んだ」

「結局対象の選択はカメラが必要なのか──加藤さん？」

　スマートフォンやタッチパネル式のゲーム機に慣れていれば何も難しい事は無い。けれど逆に、携けい帯たい電でん話わの電波すら届かぬ山で育ってきた加藤にとって、もはや未知のアイテムなんだろう。さっきまで平気で鞄かばんに入れていたそれを今は、漢和辞典や英語の教科書を押しつけられた子供のように、扱あつかいかねているようだった。

「ま、まあ。わたしが斥せつ候こうや癒し手、術じゆつ師しにならなければいいだけの話ですよね。そうすれば手帳なんて使わなくても──」

「──時間割りとか、学校からの連れん絡らくとかも全部この手帳に来るからな。手帳同士ならメールも出来るし、どのみちある程度使えないと学校生活がままならないぞ」

　加藤にとって厳しい現実を突つきつける。これは大迷宮の中でのツールとしてだけではなく、この学校で生活する為ために必要な物でもあった。おにぎりを食べ終え、これ以上現実逃とう避ひする先も無く『ソレ』を突きつけられた加藤がぷるぷると震ふるえる。

「ああ────！　もうやだ─────！　訳わからんっどうにかせえ───！」

「ちょ、ばっ、まっ……くる、しっ……！　たすけっ」

　憤いきどおりに突き動かされたのか俺の襟えり首くびを摑つかみがくがくと前後に激しく揺ゆする。たまらず助けを求めるけれど、丈も堀井も見ないふりをする。

「赤坂はもうちょっと加藤にやさしくしなさい」

「今、最後に追い詰つめたのは怜也だからな、自じ業ごう自じ得とくだ」

　口は禍わざわいのもと。

「ほら───！　詳くわしいんやろ───！　なんとかしてみせ───！」

　何処どこの物か分からないけれど、加藤ってテンション上がったり困り果てると国の言葉が出るよなあ──なんて、揺さぶられ酔よいそうになる視界の中で現実逃避にそんな事を考えてしまった。
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『術』を使うという事もあり、癒し手と『術師』の体験授業は一日にまとめられていた。

　──術師。それが俺の目指す本命とも言える職業だった。さっきの癒し手の授業で手て応ごたえはあったし、ある程度体を動かすようにしてると言ってもその程度だ。そっちで俺が活かつ躍やく出来るような気はしてない。

「はい、それじゃあ今回はわたしが──あ、ちょっと!?」

　何故なぜか教きよう卓たくに立って居て、そこまで言ったところで家鴨先生が廊ろう下かに連れ去られ、本来の担当である猿さる山やま先生が何事も無かったかのように授業を始めた。

「……あの、先生。今、うちの担任が」

「──この教科の担当はわたしです」

「あっはい」

　そう言う猿山先生も、かつてはこの学園で術師をやってた筈はずだ。けれどぱっと見て術師らしいかというとそうではなかった。短く刈かり込んだ短たん髪ぱつと、鍛きたえられた身体からだはツナギや工具が似合いそうだった。しいて言えば、目がくぼみ陰いん鬱うつそうに見える事は術師のイメージに近いかもしれないけれど、大工だと言われた方がしっくり来る。

「術の仕組みについては谷目先生の授業を受けたので分かりますね？　術師は出来る事が多すぎて決まった役割は無いので、もっと大きな括くくりの話をしていこうとおもいます」

　──斥候はパーティの手であり目。

　癒し手はＨＰの管理、守り手。

　同じように術師にも「これ」という役割がある──訳では無いのだ。

「まず、何故出来る事が多すぎるかというと、術師というのはまとまった呼び方で、ここからまた使う術によっていくつもの職業に分かれて行くからです」

　教室も癒し手の時と同じだったので、教室前面のモニタにその情報が表示されていく。

「まずは、いわゆるスタンダードと言われる『魔術師』。これは魔ま力りよくという良く分からない力を物理的に作用させる事が出来ます」

『魔術師』が使える、初期魔ま法ほうがツリー状になって表示される。

「直接ダメージを与あたえる『魔力の矢』と、生物に分類されるモンスターを眠ねむらせる『眠りの霧きり』。攻こう撃げきも補助も出来るし、癖くせが無い。どんな場合でも役に立たない事は無いという意味では本当に強い職業です」

「先生、そこまで言うならもう術師は魔術師だけでいいんじゃないですか？」

　丈が手を挙げ、そんな質問をする。

「はい、それでも問題は無いと思います。実際、他ほかの術師は後から用意されたもので僕達が学生の時はありませんでした」

　しかし迷宮学園が始まってから10年。そのスタンダードかつ大安定の『魔術師』が居たとしても大迷宮はクリアされていないのも事実だ。

「当然、術師特有の物だけではなく魔術師だからこその欠点はあります。まず第一に、効果がはっきりしている事もあり、応用がききません。結果をはっきりと出すからですね。安定しているからこその欠点なので、欠点とも言えませんが。面おも白しろみが無いという言い方もできますが、大迷宮はロマンでクリア出来るものでもありません。術師をやるにあたって、特にこれというこだわりが無ければ魔術師を選ぶ事を強くオススメします」

　この辺りで、俺を含ふくむＡ組の一同はほっとしていた。なにしろ自分の所の担任が召しよう喚かん術師、つまり術師の１人であり、既すでに散々な目に遭あわされていた。そして斥候の教師陣じんも、普ふ通つうとはいい難がたく、やはり癖のある人間ばかりなのか、そう疑って居たところで谷目先生、そして猿山先生の授業を受けそのまともさにほっとしていた。

　特に俺なんて術師か癒し手になる気だったから、先生が真っ当というのは本当にほっとする。その猿山先生が次に指し示した項こう目もくは『精せい霊れい術師』だった。

「精霊──ゲームとかで聞いた事があるだろう火、水、風、土という四大属性を主しゆ軸じくに据えつつ雷かみなりや氷、光や闇やみ。場合によっては植物なども含まれる、いわゆる『属性』を扱う術になります。その時にそれぞれ術師毎ごとに『精霊』と契けい約やくするんですが──」

　そう話す猿山先生の声が徐じよ々じよに速く、饒じよう舌ぜつになっていく。その熱を帯びていく様子の変化に、なんかとても嫌いやな予感がする。

「──やはりね、その精霊が大変愛らしい！　最近トカゲをペットにする人も増えましたがそういう人は是ぜ非ひとも火の精霊である『火ひ蜥蜴とかげ』を選ぶべきですね、表情が無いようでこうくりくりとこっちを窺うかがう瞳ひとみが大変可愛らしいです、落ち着いた相手が欲しい場合は土の精霊である『土つち木霊こだま』なんてどうでしょうかねいついかなる時もマイペースな様子は心が落ち着きますああしかしやはりパートナーが欲しい場合は風精霊である『風かぜ妖よう精せい』か水の精霊である『水人魚』でしょうどちらも可愛かわいらしい女の子の姿で性格はそれぞれ違ちがうんですが。ほら、見て下さいよこの愛らしさ！　やはりファンタジーの相棒といったら──あ、ちょっと？」

　そこまで一息で話したところで、さっき家鴨先生を連れて行った術師科の助手が無言で猿山先生の腕うでを摑み廊下に連れて行ってしまう。

　──そして教室の中には俺達生徒だけが残された。

「……あの、赤坂くん、術師っていうのは性格に難が無いとつとまらないんですか？」

「…………今のところ、否定出来ないのが嫌だな」

　癒し手の谷目先生は恐ろしくマトモだった。少なくともこの学園に来て出会った教師の中では一番まともだった。しかし術師は２人ともちょっとアレな性格だ。

「術師っていうのは、そういう性格のどこか飛んだ所が無いと大成しないのかね？」

「それ、自分のルームメイトが術師志望だって分かってて言ってるかしら？」

「ああ、怜也も術師として頼たよりになりそうじゃないか」

「……それ、褒ほめてないよな？」

「何言ってるんだ褒めてるぞ？」

　本気で言っている様子のルームメイトに、俺は何も言えなかった。




　──そしてその後に事件は起きた。

　本来の教師である猿山先生、そして家鴨先生はそもそも術師の教師として役に立たない事もあり、なんだかんだで３年生が呼ばれそれぞれの術師として、希望者に自分の職業の説明をする事になった。この術師の教室は、簡易的に迷めい宮きゆう内を再現しており斥候の教室で罠わな付き宝箱を扱ったように、見た目だけであれば術を再現する事が出来るのだ。

　そしてそれぞれグループに分かれ術を見せて貰もらっている中。

「……あれ？」

　その術師用のツールとも言える『魔術師の杖（練習用）』を俺に渡わたした時に、先せん輩ぱいが首をかしげた。エラーが出たのか、どうにも思った通りに動かないらしい。そして２度、３度。手順を確かく認にんしながら動かそうとしても動かない。

「なんだなんだ？　どうかしたのか怜也」

　そして先輩達が集まり、俺の事で相談を始めたのを見て丈がこっちにやってくる。

「いや、俺もさっぱり」

「もしかして赤坂くん、壊こわしたんですか？」

　元より興味も無く、端はじの方で床ゆかにぺたんとすわりおやつに持ち込んだバランス栄養食をもぐもぐ食べている加藤が少し嬉うれしそうにそんな事を言ってくる。

「お前じゃあるまいし、そんな事するか」

「わ、わたしだってむやみに物を壊したりしませんよ！　抗こう議ぎです抗議！」

　ぶーぶーと文句を言う加藤を尻しり目めに、先輩がなにやら改めて術師の助手の人を呼んできたらしく、俺にそっちに行くように言って来る。

「え、あの？　俺、何かマズイ事でも」

「……うーん、もしかしたらそうかも」

　困り果てた様子の先輩、何か嫌な予感がしながら俺は……準備室の方につれて行かれたのだった。




　──十数分後。

　教室の隅すみっこで加藤はペタンと床に座ったまま、賑にぎやかな術師の教室内を見回している。

　そしてその横で──俺は、ＫＯ負けしたキャラのようにボロクズ同然に倒たおれ込んでいた。

「──赤坂くん、わたしの膝ひざで良ければ貸しましょうか？」

「……情けは受けん」

　それは完全に加藤なりの武士の情けだった。

「でもあっち、本当は交ざりたかったんでしょう」

「……そうだよ」

　向こうは皆みな、術を見せて貰って楽しそうだった。手の平で舞まい踊おどる炎ほのお、杖つえの先に灯ともる光、それは映画やアニメのような魔法の世界だった。

「わたし、術はやっぱり良く分かりません。剣けんなら、分かるけどね。ずっと剣を握にぎってたし、山とか川に入って暮らしてたからかな。何か、良く分かんない事は分かんないし、みんなみたいに楽しめそうもありません」

「……加藤」

「必要なら剣を使えばいいって思っちゃいますから」

　そして新たにポケットから取り出したカロリースティックをぽりぽりと食べ出す。

「……俺は、ワクワクしたかったよ」

「うん、分かりますよ」

　本来なら向こうでワクワクしたかった。はしゃぎたかった。術師の教科書なんて何度も読み返したし、習うまでも無く手順だって予習してた。当然、術師になるつもりだった。俺だって自分の分は弁わきまえてる、剣を振ふるってかっこよく敵を倒しお姫ひめ様さまを助ける剣けん士しになんてなれっこない。そうじゃなくて、そんな仲間を支える魔ま法ほう使つかいにならなれるんじゃないか、そう憧あこがれていた。

　知ち謀ぼうと魔力を武器にする。実にかっこいいじゃないか。だというのに──。

「そこのメガネは何で転がってるの。加藤のスカートにでも顔擦こすり付けたいの？」

「膝を貸してあげようか、って言ったんだけどそれどころじゃないって」

　俺は加藤に背を向けてるから、実際スカートに顔を押しつけるどころじゃないのだけど、隅っこに転がるクラスメイトは不気味なのか、堀井が怪け訝げんそうな様子で近づいて来る。あっちも癒し手に目標を絞しぼっているので術師の方は切り上げてきたんだろう。

「そんな寝ねっ転がって。一体何があったのよ」

　ショックが大きく、もう一度は話せそうに無かった。そんな俺の代わりに、加藤が説明してくれる。




「──赤坂くん、術が使えないそうです」




「……は？　さっきは出来てたじゃない。むしろ使えないのは加藤でしょ」

「そうじゃなくて。先天的に、その。魔力？　ですか。それが無いんだそうです」

　──ステータス、という物がある。

　器用・敏びん捷しよう・知力・筋力・体力・精神力・魔力という全７項目があり、これはゲーム的な物ではなく、現実の本人の能力を大迷宮の基準でＡ～Ｅの５段階であらわしていた。

　この職業体験授業もパラメータの算出の為ための一いつ環かんで、これを終えて１年生は自分のステータスという物を知る事が出来る。

　──だが、何事にも例外というものはある。

　皆の生徒手帳に表示されるステータスはまだ全すべて『／』表記になっているのだが、俺の魔力は今、『[image: ]』という表示になっていた。いくらＭＰがあっても、魔力が無ければ──魔法を覚える事が出来ないというのだ。

「あれ、何か私のと表示が違う……」

「それ、ホントに珍めずらしいんだけどねー」

　さっき連れ去られた筈はずの家鴨先生が戻もどって来ていて、ひょこっと話に加わってきた。

「[image: 300]人に１人くらいかな？　先天的に迷宮中で術がつかえない人がいるんだよね」

「あの、先生。それって後から訓練とかで何とか出来ないんですか？」

「無理ねー。ホントに先天的な物だから、学園長でもどうにも出来ないんじゃないかな？」

　その家鴨先生の言葉に、俺はまた打ちのめされ動けなくなってしまう。

「……あれ？」

　そこで堀井が、もう一つの事実に気付いてしまった。

「どうかした、瑞樹ちゃん？」

「うん、いや……その、ね？　赤坂は術が使えないって事は癒し手にもなれないのよね」

「そう、ですね？　えーと、そうだと思います？」

　術に関しては自信のない加藤。堀井はそれにつっこむ余よ裕ゆうも無く、俺が突つっ伏ぷして動けない理由に気付いてしまっていた。

「え、えっと。赤坂くん、さっき癒し手の授業……出来てました、よね？」

「あー、あれは見学者とかに出す用のアプリだから。誰だれでもできんのよねー」

「……あの、家鴨先生。この学校って確か、入学決まった時に最低限なんらかの職業は出来るって話は本当ですか？」

「うん、ホントだよ」

　家鴨先生も堀井が気付いた事は恐おそらく分かっているだろう。けれど俺を気づかう様子も無く、当たり前のように答えた。

「赤坂……昨日、斥候の試験落ちた、わよね？」

　──俺は、斥候にもなれない。

　あの旗取りで、完かん膚ぷ無なきまでにとっつかまって体を散々まさぐられた俺と堀井は、斥候にはなれないのだ。そして術師にもなれない。だがしかし、この学校に入学した以上は〝就つける職業がある〟のだ。

　それは、つまり。

「赤坂……あんた、推すい薦せん入学なのに……」

「……うん、堀井。俺もな、気付いてるんだ。もうそれしかないんだって」

　俺は、術師になれない、斥候も無理。そうなると４職は残り一つしか無い。

「赤坂くんは、わたしと違って迷宮の事も調べて来てるし、生徒手帳だってちゃんと使えるよね、だけど……やりたかった事が、出来ないんだよね」

「……そうだよ」

　──加藤は、後で堀井にこう言ったそうだ。

　正直、赤坂くんそのものが良く分からなかった。きっと良い人なんだというのは分かる、少なくとも駅で迷って居た自分に声をかけてくれるような人だ。けれど普ふ段だん話している事も分からないし、まるで外国人のようだ、という不安もあった。その分からない人が、大事にしていた価値観から裏切られ、転がっている。だからこそ──。

「赤坂くん。膝ひざ枕まくら、本当にしなくてもいいんですか？」

[image: ]

　──ちょっと、泣かせて。

　俺はそう言いかけて、ぐっと我が慢まんして体を丸めた。意地だけは、張りたかった。ここで加藤の膝枕にすがったら、泣いてしまいそうだった。
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　Ａ組最後の体験授業は、戦士フアイターだった。担当は俺達の副担任の草苅ステラ。

　場所は、戦士の為の教室兼訓練所ではなく校庭の一角。

　まだ肌はだ寒ざむさのある春の校外。けれど正直、今の俺はそんな気温差を感じる余裕が無くなっていた。必死にならなければならなかった。

「──戦士について、教える事は沢たく山さんあるけど今ここで言ってどうなるものでもないわ」

　ジャージ姿で立つ草苅先生はざっと皆を見回す。

「戦士は体力と精神力が無ければつとまらないわ。それを身を以もつて知って貰もらう為に──今日は長ちよう距きよ離り走をするわよ」

　その言葉に、がっかりした空気が広がる。初日、銅の剣つるぎを握りしめドラゴンに蹴け散ちらされた、それは実にファンタジーらしい経験だったと思う。

　罠わなの解除を学び、術の使い方を知り、その術を目まの当たりにした。

　次は戦士。子供の頃ころにチャンバラをやったような気持ちがよみがえり、楽しみにしていた男子は多かった。しかしやる事は走る事だ、と言う。

「──この程度も出来ないなら戦士は無理よ。チャンバラがやりたいなら、剣を振り回してみたいなら戦士になりなさい」

「……なるほどね、本人がどこまで意識してるか分からないけど、ご褒ほう美びって訳か」

「……そうかもな」

　いつにも増して余よ裕ゆう綽しやく々しやくの丈と、切せつ羽ぱ詰つまって余裕の無い俺。その余裕に対し良くないと分かっていても苛いら立だってしまう。そんな自分が嫌いやになる。その様子を、堀井はやきもきしながら見ていた。なんだかんだで心配してくれているのかもしれない。

　それに対し、加藤はいつも通りだった。

「加藤……あ、ううん。何でも無いわ」

「そうですか？」

（そんなに気にしてもしょうがないし、赤坂１人を気にしてるなんて噂うわさもされたくないしね……。私はアイドル、ちゃんとやらないとダメなのよ）

　それ以上何も言わない堀井に、加藤も気にした様子は無い。

「ルールは簡単よ。これから学校の外周を──下校時刻まで走って貰うわ」

　──その言葉に、俺は耳を疑った。

「……あの、草苅先生。下校時刻って言いました？」

　ちなみに、今は午後最初の授業で、午前は一いつ般ぱん科目だった。それだけなら午後に体育をやっている普ふ通つうの学校と変わらない、ような気がしないでもない。

「そうよ、ゆくゆくは一日中動けるようにしたいけれど、新入生だしこの程度にしておいてあげるわ」

　現在は５限目が始まったところで１時過ぎ。そして下校時刻というのは６限が終わった時間ではなく、学校舎を閉める６時の事だった。

　約５時間、走り続けろ。そう言われて動どう揺ようしていないのは、それこそ加藤くらいだった。

「その間、私が後ろから追いかけるけれど、授業の間の休み時間はその場で止まるわ。追い抜ぬかれたらそこで終しゆう了りよう、終わりにしていいけれどその場合は戦士は諦あきらめなさい。斥候をやりたい場合も、出来ればゴールする事が望ましいわね」

　その言葉に術師志望のクラスメイトが幾いく人かほっと息を漏もらす。しかし後のない俺は、ますます表情を強こわばらせてしまう。一いつ瞬しゆん先生は俺を見て、けれど何も言わなかった。

「私は、そんなに速く走る訳じゃないわ、ペース配分を考えて自分の体力と相談すれば多分思っているよりも楽な試験になると思うわよ」

　そして、体験授業最後の一つ、戦士科の試験が始まった。




　いざ始まると、草苅先生は宣言通り決して走らなかった。多少速いかな、というペースで歩き続けるだけだ。

　しかしペースを緩ゆるめず、淡たん々たんと歩き続ける。休み時間以外止まる事は本当に無かった。

　──俺は、決してゲームだけしかしていない訳ではない。この学校への入学を決める前から、ある事情から健康だけは維い持じしようと心がけていたし、自転車での通学や移動を習慣化させていた。毎年の体力測定でも決して平均以下になった事は無い、ゲーマーはひ弱だなんて笑われたくないなんて理由もあったけれど、俺はそれなりに鍛きたえていた。

　しかし、５時間楽に走り続けられるかといえば当然そんな訳は無い。歩く速度では追いつかれる、けれど走るにしても時間は長い。１時間が過ぎた頃、すっかり俺の息は上がり、２時間、３時間と過ぎるに従ってギリギリ先生の前を行くような時間が続いていた。

　──こんな所で……終わって、たまるか……！

　俺は、まだ……何もしちゃいないんだぞ!?

　そんな事を自分に言い聞かせながら、立ち止まらずに足を進める。

　体験版で全ぜん滅めつしてゲームが終わりなんて、耐たえられなかった。

　──けれど息は上がって喉のどはカラカラ。休み時間に上手うまく水道のある所にたどり着けていなかった。

　[image: 300]人に１人のハンデのせいで、癒し手や術師にはなれない。

　──心臓はずっとバクバクいっているし、破は裂れつするんじゃないかと思う程ほどだった。

　足が遅おそいから斥候にもなれない。

　──その足がもつれそうになる。今止まれば、今度こそ動けなくなりそうだった。

　俺に残った道は『戦士』しか無い。

　だったら、その残された手札で、いくら弱キャラでもそれで戦うしか無い。諦めるなんて、以もつての外だった。

「はぁ……はぁ……」

　ここで誰かに泣きつくつもりは無い。丈も、加藤も堀井も皆みな、俺より先に行っていた。むしろ付き合わせるつもりは無かった。

　２限分が過ぎ、一日の授業が終わる頃に脱だつ落らく者しやが出始めていた。学校の外周はマラソンコースのようになっていて、その脇わきにクラスメイトが座り込んでいる姿をちらほら見かけ、その横を去って行った。

　お互たがい、何も言わない。俺の後ろには、草苅先生がいる。

　本当に手加減も何も無く機械のように一定のペースで追いかけて来ながら、途と中ちゆうで脱落した生徒を見つける度たびに手に持ったボードに印をつけていたのが見えた。

　そして、休み時間のチャイムが鳴った瞬しゆん間かん。

「くぁっ……！」

　俺は、足をもつれさせて倒たおれてしまった。滑すべるように倒れ、腕うでと顔を擦こすった痛みはあるけれど、焦あせりに突き動かされ俺は何とか立ち上がろうとする。けれども震ふるえる足は動かず、四つん這ばいになるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「怜也!?」

　先の方に行っていた筈はずの丈の声が聞こえる。顔を上げると、待って居たのか俺の様子を見ると駆かけ寄ってくる。

「──赤坂」

　後ろから先生が声をかけてくるけれど、俺は返事が出来ない。余よ裕ゆうが、無い。

　息を整え、そして深く大きく深呼吸をして。気力を振ふり絞しぼって立ち上がると、何とか速足のような速度で走り始める。

　俺にとってかなりキツイ状じよう況きようなのは、言うまでもない。けれど先生は誰だれに対しても諦めろとか、そこまでにしろとか言わなかった。ギブアップも全部俺達の意思に任されていた。それなら、続けるしかない。俺は、推薦だろうが特待生だろうが、そんな理由じゃなくて。この学校でやる事があった。

　目の前に、３年間を賭かけて挑いどむゲームがあった。けれどこんなキャラメイクすら終わらずリセットだなんて耐えられなかった。

「うらぁっ……！」

　自分に気合いを入れ、止めるか迷っている様子の丈の手を振り払はらい俺は決して速くは無いだろうけれど、足を進め続けた。




　──そして、下校時刻のチャイムが鳴れば、その時がゴールだった。

「……はぁ、はぁ」

　草苅先生のペースが変わらない以上、最後の方になれば安全なラインという物は分かってくる。ここには戦士を目指して来た体力自じ慢まんであっても、５時間も追われ続けるというのは楽な事ではなく疲つかれを隠かくせないのか、ある程度差を付けたら座り込み休むヤツも多かった。中にはそこから動き出せず、先生に追い抜かれてしまうヤツも見て来た。

　思い思いに走り、または地面に座り込む中。

　俺はまだ止まらず、ギリギリのラインではあるけれど、進み続けていた。校舎であったり、所々に時計は見える。終わりが近い事は分かっているけれど、それで気を抜けばそのまま倒れて二度と立ち上がれなくなってしまいそうだった。

　背後に先生の足音が聞こえる。それを安全圏けんから丈、堀井、そして一周差をつけた加藤が見ていた。

「赤坂……！」

　加藤や堀井は時折待って居てこうして様子を見に来ていた。ゴール間近になって、丈と一いつ緒しよに堀井は俺の側そばに来てくれていた。正直、俺の限界なんてとっくに来ていた。自分で限界だと思うラインを越こえて、無む理り矢や理りに動いていたのが分かった。

　今、精神力で動いている自覚がある中──下校のチャイムが鳴った。

　その瞬間、張って居た気持ちの糸がぶつりと切れたのが分かった。俺の足は勝手にもつれ、そのままさっきより無様に倒れ込んでしまう。

「は、ぁ──」

　そのまま、踏ふん張る事も出来ない。倒れる、そう思った時に堀井と加藤が支えようと腕を伸のばすのが見えた。

「──っと。良く頑がん張ばったな」

　しかしいち早く動いた丈のたくましい腕に支えられ、何とか地面にまた顔をこすりつけないで済んだ。その横を草苅先生が通過する。まだチャイムは鳴り続けていた。

「……あのさ、ここはせめて……女子じゃないのか？」

　息も整わず、自分の足でも立てないのにそんな憎にくまれ口を叩たたいてしまう。

「はは、余裕あるじゃないか」

　そのまま丈は俺に肩かたを貸してくる。

「──あの、先生。赤坂は」

　チャイムが鳴っている間に、俺は倒れ丈に助けられた上、草苅先生に抜かれている。まさか、という不安があった。

「私は下校時刻『まで』って言ったでしょう。チャイムが鳴った時点で終わりよ」

「それ、じゃあ……俺は……！」

　先生は静かに肯うなずいた。

「合格よ」




　赤坂怜也──職業『戦士』……決定。

























「……ここに来てから、筋肉痛で苦しんでる事が増えてる気がする」

「大だい丈じよう夫ぶだ、気のせいじゃないから」

　戦士の体験授業という地じ獄ごくの５時間走の翌日。正直なところ全身が引きつるように痛かったし、休むか休まないかギリギリだったけれど、俺は何とか授業に出席していた。

「何でお前達は余裕そうなんだ……」

　机に突つっ伏ぷしたままの顔だけ動かして、丈じようの方に唸うなりを上げる。

「こっちだって余裕がある訳じゃない。僕だってそれなりに疲れてるからな？」

「私は結構きついわよ……？」

　なんだかんだで俺より余裕を持って終わらせて居た堀ほり井いは、確かに表情に余裕が無く厳しい、普段以上にシャープな表情のままだった。クラスの中も似たような状況で、空席だったり、俺同様ボロボロだったりするクラスメイトも多い。

「わたしは、山歩きで慣れてますから……」

「……本当に？　元気無さそうじゃない」

　昨日、走っていた時は一周差を付けて草くさ苅かり先生の少し後ろを歩いていた加か藤とうだけど、一日経たって表情に暗い影かげが落ちていた。

　……ああ、やっぱりあの５時間はコイツでもきつかったんだな。辛つらそうな表情の加藤を見て、俺はその人間らしさに密ひそかにほっとしてしまう。

「だって今日から……数学始まるんですよね？」

「ん？　え、そこかよ!?　それが理由でそんな憂ゆう鬱うつな顔してたのかお前!?」

「数学なんて出来なくても大丈夫ですよー……算数で何とかなりますよー……」

「あの、昨日の疲れとかは？」

「そんなもの無いですよ？」

　しおしおとしおれる加藤。やっぱりこいつは同じ人間じゃないかもしれない。そう思った時に数学の先生が入ってきた。

「──静かに」

　教きよう卓たくから鋭するどい視線を投げかける。良く通る声に、かすかに残ってたざわめきは一気に静かになる。

「……ふむ、よろしい。どうやらＡ組は最低限の規律は守れているようだな」

　細い、エンピツのような初老の数学教師はいかにも神経質そうだった。実際、規律以前に昨日の疲ひ労ろうが残っていて騒さわぐ余裕が無い生徒が多かったのだけど、気付く様子は無い。

　そして授業が始まる事や、教師が気むずかしそうだと気づき、グッタリしていたクラスメイト達も体を起こしていく。

「日直、号令を」

「──はい。起立」

　日直なんて決まって居なかった。しかし丈は何食わぬ顔で立ち上がり、それを務める。その様子に満足そうに頷うなずく。

「よろしい。どうやらＡ組は今年の１年の中では一番真っ当なようだ、担任に毒されず是ぜ非ひとも社会性と秩ちつ序じよを守って欲しい」

　あ、やっぱり家鴨あひる先生ってそういう評価なんだ……。

　たとえ担任を悪く言われても、初日にやられた事がやられた事だし、なにより皆の中では笑え顔がおでダブルピースを決める姿しか想像出来ない以上、反論も出来なかった。

「さて、これから数学の授業を始める前に諸君に断っておく事と言わなければならない事がある。まず、私はあの大だい迷めい宮きゆうなる探たん索さくは徒労であり博打ばくちの類たぐいだと思っている」

　ここはその大迷宮を探索する為ための学校だというのに、そこに勤める教師がまさかそう言い切るとは思ってなかった。

「諸君らはその博打に失敗した後の事を考えているだろうか。世間から見ればこの学校に集まる者は総じて博打打ちであり、無ぶ頼らいの者と思われている自覚はあるだろうか」

　それは、決して大げさな言葉ではなく世間の評価としては一いつ般ぱん的てきな物だった。当然だ、この学校で教える専門分野は『迷宮、特にこの学園に存在する大迷宮を攻こう略りやくする為の専門知識』であり、それが卒業後どう役に立つのかというと難しい部分もあった。

「迷宮に挑み、何が得られるか。たとえ賞金を手にする事が出来ずとも体が鍛きたえられ、強い精神力を持つ事が出来る──そんなもの、野球をやっていても鍛えられる。何もこの学校が特別なのではない事をまずは肝きもに銘めいずるのだ」

　ここで３年を過ごせば体力は付く、チームプレイも学べるし、逆境での判断力や胆たん力りよくも鍛えられる──が、それはスポーツでも学べる。それに俺達は反論は出来ない。

「詰つまるところ、ここを卒業した時に諸君は３年の間、ただ将来直接役に立つ事の無い技術を学んで居た。そう思われるのだ──しかし、それでは学校としての意味が無い。諸君を３年間、親おや御ごさんから預かる我々にも責任はある」

　そこで教科書を取り出す。専門学校ではその専せん攻こうとする分野以外の教科書は必要最低限の薄うすい物だとも聞く。けれどここ迷めい宮きゆう学園において一般科目の教科書はごく普ふ通つう、あるいは少し分厚い程ほどの物だった。

「良いか？　確かに高校の数学で学んだ内容が直接将来に役に立つ事は少ない。大体の場合は義務教育である中学の内容で十分だ、だがしかし。この数学は諸君らが挑むあの迷めい路ろに圧あつ倒とう的てきにまさる部分がある、分かるか？　日直の──新につ田た」

　突とつ然ぜん指名されるが、こういう時に丈は全く慌あわてない。

「世間の評価、そして判断の基準でしょうか。大迷宮は仮に踏とう破はしたところで関係者にしかその成果は理解できません。けれど数学および一般科目であれば、多くの人からどれだけ真ま面じ目めに勉学に取り組めるか、取り組んできた人間かというのを理解して貰もらえます」

「よろしい、その通りだ。諸君がいかに化け物を剣けんで斬きり倒たおそうがしょせんは遊園地のアトラクションがどれだけ上手うまく遊べるか、という程度の自慢にしかならん。だからこそ、我々が担当する一般科目では卒業した時に恥はずかしく無い程度の教育を行う」

　──そう。迷宮学園は、いわゆる受験でも指針とされる高校偏へん差さ値ちが低くは無い。

　卒業後、迷宮踏破が達成できなかったとしても意味が無かったと思われない為の処置、その一つだった。そういう背景もあり、意外にこの学校の入学は容易ではなく世間から「底辺」などの不ふ名めい誉よな評価を受けてはいない。

　もっとも、変わり者の集まりである事はなんら否定出来ない。

「──既すでに聞いているかもしれないが、この一般科目で単位を落とした場合は迷宮探索にも制限がかかる。これは学園長にも納なつ得とくしていただいている事だ」

「え？　せ、先生それ初耳です!?」

　衝しよう撃げきの事実に加藤が慌て出す。

「そうか、だが事実だ。まずは何よりも補習が優先される。そして補習の後の追試が行われ、それにも失敗した場合には教科にもよるが、中心となる一般科目の場合は迷宮探索という学科からの落第にもなる、覚えておくように」

　その発言に、流石さすがにクラス内にざわめきが広がって行く。

「当然だろう、ここは学校で諸君は教育を受けに来たのだ。国の基準である最低限の一般科目を優先するべきなのは言うまでも無い」

　その話を聞き、丈は別段ショックを受けてはなかった。むしろ医大合格を前提にすればこの迷宮学園の勉強のペースは遅おそく、ここで落第を考えるようでは話にならないだろう。俺も特別待たい遇ぐう入学とはいえ、元より教科を問わず実技以外の成績は良い方だ。

「……私は真面目にやらないとまずい──あれ、加藤？」

　入学時、さほど余よ裕ゆうは無かったという堀井がそう言う横で加藤が顔を青くして震ふるえ出す。

「我々も諸君を落第させたい訳ではない。授業を真面目に受け、課題をきちんとこなしていれば落第するような事は無いだろう。その為にまずはテストを行う、これは私と諸君がそれぞれの学力を把は握あくする為の物で今回は評価の対象にはならない。芳かんばしく無かった者は、以後励はげむように」

　そうして数学の最初の授業はテストになった。抜ぬき打ちではあったけれど内容は義務教育までの範はん囲いで、言葉の通り意地の悪い問題や、先に踏み込んだような内容は無かった。

　詰まるところ、この学校に入学出来るだけの学力があれば何とかなるレベルのテストだったと俺は思う。

「──簡単だったな」

　数学が終わった休み時間、テストを片手に丈はいつもの調子でそう言いきった。

「そりゃ学年１位から見れば簡単だろうさ」

　Ａ組が最後だった事もあり、テストにはご丁てい寧ねいに学年での順位も書いてある。丈は[image: 100]点で文句なしの学年トップだった。

　丈に皮肉を返したものの、俺の点数も88点。順位で言っても学年の上位だった。

「……赤あか坂さかはイメージ通りだし、新田はもうそういう何か別の生き物だと思ってるからいいけどさ」

　堀井はどうやら平均点ぎりぎり。油断をすればそこから落ちかねない位置だった。しかし問題はそこじゃない──。

「…………あ、あの。どうしましょう？」

　一ひと桁けた点の答案用紙を手に、震える加藤の姿がそこにはあった。

「──中学までの数学が出来なくても、算数で何とかなるんでしたっけ、加藤サン？」

　俺がついつい、そう皮肉を言うのにも意味がある。あんな事を言っていた加藤はその小中学校の範囲でも見事に玉ぎよく砕さいし、恐おそらく学年最下位であろう辺りをさまよっていた。

「赤坂、そういう事を言わない」

　堀井にたしなめられるけれど、丈は不思議そうに加藤を見る。

「だけど本当に良く入学出来たね？　一般科目の試験もあったろ」

　重ねて言うけれど迷宮学園の偏差値は低く無い。全国的に見て平均か、その少し上くらいにはあり、一般科目の試験だってあった。

「……じ、実技の点数が、高かったみたい、で？」

　──実際のところ。加藤は試験の結果、受験生の中でもっとも戦士としての成績が良く、他ほかの成績に目を瞑つぶり特別に入学が許可されていた。

　流石に他の真っ当に試験を受けて入学した生徒達もいる中で学校側もそれをおおっぴらにする事は無く、加藤もそれとなくしか聞いていなかった事を、後で家鴨先生がさらりと教えてくれた。

　けれどそれは入学までの話だ。入ってしまえば推すい薦せんだろうが、特別入学だろうが落第すればそれまでだ。

「ど、どうしましょう!?　数学で落ちたら迷宮もダメとか聞いてなかったですよ!?」

「……どうって加藤、勉強すればいいんじゃないのか？」

「そ、それで解決出来たら苦労はしません！　そ、そもそも、わたし、地元ではこれでも普通だったんよ、普通！」

　それは受験勉強という概がい念ねんの無い地方で時折起こりうる現実だった……。

　学校にきちんと出席し、授業を受け、問題を起こさなければ公立の高校にまでは行けるようなところはまだまだある。そこから大学や、他の都市の高校に行こうとすると大変な目にあうのだが加藤は元々、地元から出るつもりは無かったんだろう。

　──そんな事情があったとしても、それは個人の事情だ。今の問題は加藤の数学（だけではなく理系全ぜん般ぱん）がボロボロで、このままならば落第しそうだ、という事だ。

「……お前は、ほんとに……もう……」

　──訳が分からない相手だった。積極的に関かかわるのは怖こわかった。こうして普ふ段だん話している分には、多少図太いだけに見えるけれど、一度スイッチが入る度たびに背筋が凍こおる緊きん張ちよう感かんが走るような相手は、いくら同い年の女の子だとはいえ一いつ緒しよに居たいとは思えなかった。

　いつ、どんなタイミングで──自分の理解出来ない理り屈くつと理論、もしくはそんな物は関係無い独自の感性でその凍り付くような視線を向けられるか分からない。

　──そんな風に思っている。それは何も変わらないのに。

「やる気があるなら、多少は教えてやってもいい」

「赤坂くん!?　ほ、ほんとうですか!?　わたし、こんな点数取ってるんですよ！」

「だからやる気があるなら、って言ってるだろ。イヤイヤやるならこっちだってやりたくは無いよ」

「や、やります！　ここで、落第なんてしたら来た意味が無いんです──」

　来た意味。

　それは迷宮の中で生き物をばったばったと斬り倒したい──という目的には目を瞑る。

　昨日それを自分に散々問いかけてきたからこそ、その重みを感じてしまっていた。

「分かった、じゃあある程度は面めん倒どう見てやるけど、自分でもがんばるんだぞ」

　幸いというべきかどうか、俺は学校での勉強を人に教えるのに慣れていた。元々の出来の差はあるけれど、落第を避さけるくらいなら何とかなるだろう……と、思う。

「──なるほど、女子と２人きりで勉強出来るとか、ロマンだな？　ま、見た目だけで言えば文句は無いもんな」

　丈がそんな事を耳打ちしてくる。その距きよ離りの近さとささやく仕草に、堀井が餌えさに気付いた猫ねこみたいな表情を浮うかべる。

「そ、そんなんじゃない！　勘かん違ちがいするなよ、こんな迷めい宮きゆうの外でなんて落第されたら、ただ単にコイツがバカってだけで終わるだろ！　そういうのじゃない、俺は、こいつと、きちんと迷宮の中で決着をつけないとならないんだ！」

「……決着？　何の話ですか」

　きょとんとした表情の加藤。丈にも堀井にも言った事の無い話だった。

　ついでだ、俺はメガネの位置を直し向き直る。

「常々思ってたんだ。俺はゲーマーだ、知識で勝負する。こいつは、何か良く分からないけど剣で生き物を斬きり倒したい……武ぶ闘とう派はだ。当然、その力で大迷宮に挑いどむんだろう」

　ここまでの付き合いで、俺だって気付いていた。加藤は単なる刃は物ものフェチで、とにかく生き物を斬りたいだけの危険思想の持ち主じゃない。実際に何らかの訓練をうけていて、腕うでに自信があるからここに実じつ践せんしにやってきた、迷宮の外に居た頃ころからの『戦士』だろう。

「加藤、お前。俺の事を甘いと思ってるだろう？」

　ここ数日、感じて居た懸け念ねんを初めて口にする。

「──うん、そう思ってます」

　そして加藤もそれを否定しない。元々その意識はあったし、昨日の長ちよう距きよ離り走での態度でそれを確信した。

　──今まで、山を駆かけ回り生きて来た加藤椎しい奈なだからこそ、都会で暮らしゲームに浸つかっていた赤坂怜れい也やを──探たん索さく者しやとして評価していない。

　それをこいつは誤ご魔ま化かす事は無かった。素す直なおに言われた事は、嬉うれしかった。下手へたに誤魔化されていたら、ここで関係を終わらせようと思っていた。

「俺は、迷宮の中でゲーマーとしてコイツを見返してやらなきゃ気がすまないんだ。言葉じゃなく行動でだ。だからこそ、こいつにドロップアウトなんかされちゃたまんないんだ」

　俺のその宣戦布告を、加藤はどう受け止めればいいのか分からないようだった。

　──そもそも、勝負にならないと思っている様子だった。無理も無い、他の分野ならまだしも、俺は『戦士』をやるんだ。だったら一体、加藤は何故なぜ自分に勝てる、見返す事が出来ると考えるのかと、そう思っている事には気付いている。

　だからこその宣戦布告なのだ。

「……楽しみに、してます」

　その認にん識しきをぶち壊こわしてやる。俺の決意は固まっていた。
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「男ってほんとバカ」

　自身の職業のクラスに向かう道で、怜也の意地を、堀井瑞みず樹きは一言で切り捨てた。

「本人のいない所で言うんだな？」

　同じ方向にある教室に向かいながら、丈はいつも通り──慣れてみると余裕なのではなく、面おも白しろがってるようにも見える顔で相づちを打つ。

「いても言うわ。何あれ、照れ隠かくしか何か？」

「それもあっただろうけど、多分怜也にとって譲ゆずれない部分なんだ。ま、人から見れば馬ば鹿か馬ば鹿かしい理由かもしれないけどね」

「そういう新田はどう思ってるの」

「僕？　んーそうだなあ。理解は出来るけど、共感は出来ない。ただ、加藤が怜也を甘く見て──まあ、戦士として歯し牙がにもかけてないのは事実だし、男としてそれに我が慢まん出来ないのは、分かる」

「プライドの問題？」

「そう、プライド。怜也は自分が〝出来る〟って思ってるんだ」

「……出来るわけ無いじゃない。何言ってるのよ」

　術師としてなら、分からなくも無い。斥候でもいい、頭の方で勝負する職業ならきっと怜也は頼たよりになっただろう、と瑞樹も思う。

　だけど怜也はその素質が無く、椎奈と同じ土俵で戦わなければならないのだ。

「人の落第の心配する前に、自分が戦士として落第しないかどうか心配するべきなのよ」

「ああ、確かに。それは心配だな」

　──ほんと、あいつら正反対で似たもの同士だな。

　そんな事を丈は密ひそかに思い、ふっと笑う。その様子を眺ながめて居た瑞樹は目を奪うばわれる。

「ん、どうかしたか？」

「──新田は、今までどれだけの女の子を泣かせてきたのかって思ったのよ」

「……そういうの、面倒だから苦手なんだよね」

　本当に面倒そうな様子に、怒おこるべきなのか。けれどもプレイボーイとしてあちこち手を出す方がよほど面倒だ。

「ま、いいけど。それで新田はどうして精せい霊れい術師を選んだの？」

　瑞樹は本来の予定通り癒し手に。そして丈は全すべての職業に高い適性を出しておきながら、精霊術師を選んだ。

「──風の精霊がすごく可愛かわいかったからね」

　微笑ほほえみと共にそう言う丈に対して。

（ん？　今、なーんか妙みような感じが）

　何か、気付いてはいけない事がある、とオンナの勘かんが伝えてくるのだった。

　その勘は当たっていたのだけど、それは後の話。
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　１年生それぞれの職業とステータスが決定され、授業が始まっていた頃、俺は一体どうなっていたかというと。

「へぶぅっ!?」

　いわゆる『スライム』つまりゲームにおける最弱モンスターと激げき闘とうを繰くり広げていた。

　場所は迷宮の１階の片かた隅すみで、例の広場から少し入った場所だった。

「あの長距離走で、ここにいる皆みなは戦士として最低限の体力がある事は分かった。次はどの程度出来るのかを確かめるわ」

　戦士科の教師である草くさ苅かり先生曰いわく、個人ごとの強さとやる気が分からないと指導のしようもない、という話だった。

　そしてぴかぴかの成り立て新人戦士のうち１／４程ほどを連れ出し、迷宮に適当に放ほうり込んでいた。１人、また１人と迷宮に置き去りにし、自力で帰って来られるかどうか。そんな授業が始まり、俺も１人で置き去りにされた。

　３Ｄダンジョンは慣れている。手帳にオートマッピング機能が無くても、マップを描かく方眼紙ソフトはあった。それにある程度の距離なら覚えられるし、実際帰り道と今いる大体の場所、位置関係は分かっていた。なら後は帰るだけだったのだけど、流石さすがにそこは大迷宮。ただの迷めい路ろ探索で済む訳が無く、俺はモンスターに襲おそわれていた。

　相手は『しらたま』と名付けられたモンスターだ。バスケットボール程の大きさで白い半はん透とう明めいの姿は和わ菓が子しの白玉っぽくもある。それが自在に跳はね、俺に襲い掛かかってくる。

　手持ちの武器は、いつかも渡わたされた『銅の剣つるぎ』１本。それを握にぎりしめ、戦いに挑み──ぼっこぼこにされていた。

「げふっ！　が、ごほっ！　が、ぐぁっ！　いてぇっ!?」

　１ダメージというのは、タンスの角に足の小指をぶつける程度の痛さだという。あるいは草苅先生は骨が１本折れる程度だとさっき言っていた。その『１ダメージ』を何度も何度も喰くらいながら、俺は必死にがむしゃらに反はん撃げきしていく。

　剣の握りもなっていなければ、腰こしも入っていないへっぴり腰ごし。自分でも呆あきれる程の泥どろ仕じ合あいオブ泥仕合の結果──。

「キュゥー……」

「ぜー、はー……ぜー、はー……か、勝った……」

　落書きのような顔の目をばってんにして、地面に溶とけて広がるしらたま。俺は全身をぼろぼろにし、途と中ちゆうでもうダメージを防ぐ事を考えず、とにかくしらたまを殴なぐる事だけに集中し、気合いと根こん性じようと我慢で勝ち取った勝利だった。

　もう一度言うけれど、しらたまはこの大迷宮における最弱のモンスターだ。

「……も、もう一回、なんかに襲われたら、終わりだな」

　そうすれば戦せん闘とう不能になり自分１人なのでそこで全ぜん滅めつ。恐おそらくは『死神』がやってきて回収されるだろう。戦闘中の「痛み」は確かにきついけれど、いつまでも長引くものじゃない。歯を食いしばれば耐たえられるし、そこに関しては何とかなる。

　何ともならないのは俺の残りＨＰだ。

「……２しかねえ」

　俺の最大ＨＰは14。つまりこの１戦でしらたまに12もダメージを喰らった事になる。

　そしてもう一つの問題は、俺は足が遅おそい。しらたまは最初に出会ったモンスターだし、最弱だと聞いて居た事もあって正面から殴り合ってみたけれど、自在に跳ね回るその素す早ばやさを考えると、もし逃にげたとしても俺が逃げられるとはとても思えなかった。

　モンスターに出会う。
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「だめだ、これ。ははは」

　つまり出会った時点で終わりだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ。出口までの道は分かってる」

　途中に回転床ゆかみたいな方向を狂くるわせる仕組みが無い限り、この程度は問題無い。薄うす暗ぐらい壁かべにかけられた松明たいまつ風の照明の光を頼りに、ゆっくり周囲に注意を払はらいながら歩いて行く。

　そして１人、警けい戒かいを始めると……途と端たんに心細くなってきた。

　石造りの迷宮の中に、剣を手に持った自分１人。明かりは電灯みたいに明るく無い、松明の揺ゆれる炎ほのおの光。そして襲われたら『戦闘不能』になる。

　不安に震ふるえ、手て汗あせがべたべたになる中、ふと耳に入ってくる音があった。

　──ぼきっ。ぺちゅ、くちゃ……。ごりっ……。

（ひぃいいっ……!?）

　足音とも、しらたまの跳ねる音とも違ちがう水音に、思わず声を上げそうになる。とっさに口を押さえ、そして音の方向をゆっくりとのぞき込む。

　角の先、松明の下に何かがうずくまっていた。

　──ごりっ、くちゅ、ぶちゅっ……ぐちゅっ……。

　かがみ込んだ影かげは、脇わきに転がる何かを漁あさっているようだった。その度たびに、生々しい水音が、静かな迷めい宮きゆう内に反はん響きようしていく。

　いかん、アレなんだ。いや、やばすぎるだろ……!?

　転がっているのは明らかにモンスターの体で、その脇にいるのは真っ赤な血染めの服を着た何かだった。そもそもモンスター同士で争ってるなんて聞いた事が無い。こんな迷宮内で生態系が再現されている訳は無いのだ。

　──逃げよう。

　気付かれないうちにここから去ろう、幸い近くを通らなくても出口にはいける。

　そう判断した俺が後ずさりをした時、何かを踏ふみつけ足がぬるりと滑すべった。そしてそのまま極度の緊きん張ちようから手が震えて、剣が壁に当たってしまう。

　カツン、と石を金属で叩たたく甲かん高だかい音が響ひびき、その赤い血染めが振ふり返った。

「うわぁああっ!?」

　もうやるしかないのか。さっきのしらたまなら殴られて終わりだけど、あんなのと戦って負けたらどうなるのか、死神は直ぐ来てくれるのか、そんな不安を抱かかえつつも剣を相手に向けた時だった。

「──あれ？　赤坂くんじゃなか……ないですか？」

　その声も訛なまりかける様子も聞き覚えがあった、というか良く知っていた。

「……か、加藤？」

　すくっと立ち上がると、それは頭から血を被かぶったように制服だけではなく顔まで真っ赤に染めた加藤椎奈だった。いや『加藤椎奈？』くらいだった。

「あれ。もしかして化け物と間ま違ちがえたんですか？　おっちょこちょいですね、もー」

「……お前、鏡見てから言え。それと、何してたんだ」

　おそるおそる聞いてみるけれど、加藤はいつも通りだった。しかし血染めでいつも通りの態度というのは、急にサイコホラー感がマシマシになる。

「何って、化け物の体を解体してたんですよ。ほらほら、見て下さい凄すごいんですよ！」

　そこには、転がされ解体された毛皮があったらしいモンスターの体があった。

「首を飛ばした時にもしかしたら、って思ったんですけど、ほらほら、ちゃんと骨と筋があって、血管が通ってて臓器に繫つながってるんですよ、これはつまりちゃんと急所を狙ねらえばそれで仕留められるって事だとおもうんです！」

　嬉うれしそうに語る加藤に「お、おう」と生返事しか出来ない。

　──薄暗くて気付かなかったけれど、見ればその解体済みの物だけではなく、何匹ひきもの倒たおされたモンスターの体が転がっていた。しかし、時間の経過と共に端はしの方からまるで霧きりになるかのように溶けて消えて行く。

　見れば俺が踏んづけたのも倒された『しらたま』で、足の下で消えて行った。

「ああ、どうも時間が経たつと勝手に溶けちゃうんですよね。やっぱり作り物だから──あれ、赤坂くん？　どうかしたんですか、顔色が悪いですよ」

「……お前、平気なのか。その、死体に何かするのはマナーが悪いんじゃ」

　──俺は、実のところスプラッタが苦手だった。

　ホラーゲームという分野もあり、グロい描びよう写しやの物も中にはあった。そして相棒がそういうものが得意でやっていたが、自分から好んでプレイしようとは思わなかった。

「何を言ってるんですか。殺したからこそ、きちんとしないと逆に申し訳無いでしょ」

　本当に何を言っているのか、とナイフのように銅の剣を手に持ちながら言う加藤。

「それより、いつまで人に剣を向けてるんですか？　そっちのがどうかと思いますよ」

「あ、あああ!?　悪い──」

　慌あわてて剣を押さえようとしたけれど、腕うでが強こわばっていて自分で下ろせず、逆の手で無む理り矢や理り押さえ込まなければならなかった。

「……そんなんで、大丈夫？」

　心配そうな様子で見上げてくる加藤。血まみれなのに、手に刃は物ものを持ってるのに一いつ瞬しゆんドキリ、としてしまう。言われなくても、そう答えようとした瞬しゆん間かんだった。

　──グルルルルォォオオオォォォ……。

「……何の、音だ」

　風の音なのか、迷宮のどこかからか低い犬のうなり声のような音が響いてきた。その声を聞いた瞬間、加藤の放つ気配が鋭するどくなり辺りに気を向ける。

　──突とつ如じよ張り詰つめる緊きん張ちよう感かん。

　しらたま相手に散々ボコボコにされ、痛みを感じ、薄暗い中で血を頭から被ったようなクラスメイトに出会い、彼女がまた〝何かを斬きる〟つもりの気配を放つ。

　その状じよう況きように、情けないかな。俺は耐えられなくなった。

「──加藤、行こう」

　逃げ出す事も、叫さけび声を上げる事もしない。そうしたい衝しよう動どうを腹の底にねじ伏ふせて、剣を持ってない方の手を加藤にさしだした。

「今日の授業はここから帰る事だ。お前が倒したモンスターも大体消えたし、もう良いだろ」

　一度聞こえたうなり声はそれ以上響いてこない。加藤は俺の言う事と、さっきの声のどちらを優先するべきか悩なやんでいるようだった。けれど俺に１人で帰れとは言わなかった。

「そう、だね。今日はここから出られるかどうか、そういう話をしてたし」

　殺気をおさえ、こっちを見る加藤にほっとする。

「行こう、出口なら分かる」

「それならわたしも分かってますよー」

　そして２人で一いつ緒しよに出口に向かって歩き出す。




　闇やみの中。

　その様子を眺ながめている影がいる事に──加藤だけは、気付いていたのだった。
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「……ここに来てから、筋肉痛で苦しんでる事が増えてる気がする」

「大丈夫だ、気のせいじゃないから」

　そして俺は寮りようの自室、二段ベッドの下の段に転がり全身に走る筋肉痛に耐えていた。

「あちこちの筋肉が強ばってんな。ぶつかる時に余計な力入れすぎてるんじゃないか」

　しらたまにボコボコにされた体は実際に怪け我がをしている訳ではないけれど、緊張と「殴なぐられる」という未知の経験に強ばり、もともと疲ひ労ろうが抜ぬけきっていなかったこともあって悲鳴を上げたのだ、と丈は言う。

　背中に湿しつ布ぷ薬を塗ぬり込まれるのは気持ち良かった。手慣れすぎていた。その気持ちよさと気の緩ゆるみと、そして──ふとした懸け念ねんと噂うわさ話ばなしが気になって、俺は言葉を我が慢まん出来ずに口から垂れ流してしまった。

「──一応聞いておくけど、お前ホモじゃないよな、あだだだだだだだだ！」

　そのまま背中をアイアンクローでわしづかみにされ、一気に激痛が走る。

「待て待て待て！　分かってる、というか本気でそう思ってたらこんな時に聞くか！」

　ふん、と一息吐はくと俺の背中から手を離はなす。

「全く、下らない事を言うなよな」

「そうは言うけど、周りが誤解するだけの理由があるのも分かってるか？　俺だけじゃなくて、お前男子には馴なれ馴れしい癖くせに女子にはちょっと壁作ってるだろ」

　俺だけに対してではなく男子に対しては馴れ馴れしい部分があった。女子相手だと加藤や堀井はともかく、あまり面識の無い相手には冷たいとも言える様子を見せる事が多い。

「……はぁー。お前だから茶ちや化かしたりしないと思って言うけどな」

　観念した丈は、ため息を吐つくと起き上がってシャツを着る俺に向き直る。

「──モテるのが、面めん倒どうなんだ」

「よっし、そこで正座して待て。ちょっと戦士科の教室から木刀借りて来るから」

「待て待て待て待て！　少しくらいは僕の言い分も聞け！」

「……話だけは聞いてやる。ありがたく思えよ？」

「お、おう。ありがとうな？　ともかく冗じよう談だんとか自じ慢まん抜ぬきで──僕ってモテるだろ」

「……そうっすね？」

　半目の俺に、憂うれいを帯びた表情でふっと笑う丈。こういう所も女殺しだと思う。

「あのな。自慢じゃなくて実際に、僕は見た目は整ってる方だろうし背だって高い。勉強もスポーツも出来るし、それを理由に偉えらぶってるつもりも無い。違うか？」

「お前以外のヤツが同じ事言ったら今度こそ撲ぼく殺さつ用の鈍どん器きを借りに行くところだな」

「そう思われるのも分かってる。ついでに言うと家は金持ちだし、将来的に僕がそれをある程度は継つぐ事になる──」

　ただ、そう言う丈はそれが誇ほこらしそうでは無かった。

「……はぁ。言わんとする事は分かるよ。何だ。まだガキの頃ころに美人の女医とか看護師とイケナイ時間を過ごしてトラウマにでもなって──丈───!?」

　一気に顔の影かげを濃こくして真っ白になってうつむく丈。名前が同じボクシング漫まん画がの最終回みたいになっていた。

「……実際、近い事はあってさ？　僕が何もしてなくても女の人は寄ってくるし、そうなるとやっかみも受ける。正直──モテるのが面倒だってそういう事だよ」

「あー、すまん。何て言うか俺みたいな庶しよ民みんの凡ぼん人じんには想像も付かない次元の苦労だっていう部分は理解した」

「僕だって贅ぜい沢たくな不満だって自覚はあるよ」

「まあ。正直男として妬ねたましい部分も無くは無いけど、お前はそれが〝面倒〟なんだろ？　相手が勝手に寄ってくるんだから好きにしても良いとは思ってないならまだマシだ」

「まあね。元よりその辺、今のトコあんまり興味無いし」

　何処どこかバツが悪そうに首元を押さえる丈。「イケメンって何でみんな首痛めてるの？」といういつか見た話題を思い出すポーズだった。

「食い飽あきたからどうでもいい、とかじゃなくて？」

「そうじゃない。確かにその辺のしがらみが無いから男の方が付き合いやすいし、女相手に距きよ離りおいてるトコはある。ただそれは別として、なんだろうな」

　バツが悪いだけではなく、少し照れくさそうな顔をする。

「まだ、男だけでバカやってる方が気楽だし楽しいんだよ」

「なるほどなるほど。モテるが故ゆえの苦しみというやつだな？」

　全く共感は出来ないけれど、そういった苦労もあるだろうという想像は俺にだって出来る。整った容姿、それを鼻にかけない性格、約束された将来。これほどまでに優良な物件があるだろうか、いや無い。──その上で、だ。

「よし、情状酌しやく量りようの余地ありで私し刑けいの後に死し刑けいだな」

「おい、酌量の余地どこいった!?」

「うるせー！　うらやましいかうらやましく無いかで言えばうらやましいに決まってんだろうが！　このモテ野や郎ろうが！」

「いやあ悪いねえ、色々と恵めぐまれちゃっててさあ！」




　ただ今、男２人が組んずほぐれつとっくみあいをしてじゃれております。

　少々お待ち下さい。




　終わる頃、俺は床ゆかに転がり荒あらい息を吐いて居た。

「あまり無む駄だな体力を使わせないで欲しいな」

「お、男として立ち向かうべき、ただ受け入れる訳にはいかない事があるんだよ……」

　のろのろと起き上がる俺。押し倒たおされた方が戦士で押し倒した方は術師だと思うと悲しくなる。これなら丈も迷めい宮きゆう内で武器を持って殴った方が強いのでは、と思いがちだがそこは流石さすがに職業毎ごとに『補正』がかかる。ダメージ、被ひダメージ、そして装備品が主な補正だ。

　それがあるからいざ迷宮に入れば丈よりも俺の方が硬かたく、敵を殴った場合にもダメージを出せる。

「くっそ。その腕わん力りよく分けろよな」

「ま、僕は戦士もそれなりに出来たと思うよ」

　そこで改めて俺は今日、丈に聞こうと思っていた事を思い出す。

「……で、なんで精せい霊れい術師なんだ？　術師にも色々あったろ」

　その言葉に対し、丈は曇くもりの無い目で。

「風の精霊が凄すごく可愛かわいかったからな──」

　──ん、あれ？

　その時、俺は「何か」を感じ取ってしまった。今まで誰だれ相手にも見せていない、うっとりとしたような目をする丈。業ごうの深いだろうその趣味モンスター娘大好きを掘ほり返さぬよう、俺はその時はそっと見ない事にした。




　さて。迷宮探たん索さくの為ためには当然『装備』が無ければ話にならない。

　流石にいわゆる『全ぜん裸ら』で放ほうり込まれる訳も無く、教科書や体操着と同じように、必要最低限の装備は、学校側から用意されていた。もっともそれは必要最低限、旅人の服と銅の剣つるぎを渡わたされるようなものなので、いつまでもそれで戦っていける訳ではない。

　また、ゲームでは渡された剣や鎧よろいをそのまま使う事が出来るが、本来は身体的な個人差がある。そういった訳で、それぞれ職業の決まった１年生は、順番に装備品を取り扱あつかっている「購こう買ばい」に向かい、各おの々おのの体に装備を調整するデータを作りに行く必要があった。

「──何で、授業で用意しないのかしら」

　こういうデータ勝負の時になら役に立つだろう、と堀井に捕つかまった俺は、加藤と丈も一緒になって購買にやってきていた。

「それは、だって。購買がどんな所で何を売ってるのか俺達に教える為だろ……！」

　購買はいわゆる普ふ通つうの学校の購買と同様に文ぶん房ぼう具ぐや菓か子しパン、飲み物やおかしといったスペースの他ほかに、この迷宮学園特有の──俺にとっては夢のような空間が広がっていた。

　鉄の槍やり、鋼はがねの剣、銀のレイピアといった武器だけではなく、革かわのマントや鱗うろこ張ばりの盾たてなど、ゲームで名前を聞いたことのあるような武器防具がそれぞれ並んでいる。

「……なんか、赤坂のメガネがキラキラしてるんだけど」

　多少引き気味の堀井は無視。俺は売っている商品サンプルを前に、子供の頃のような感動を取り戻もどしていた。サンプルの『鋼の剣』を両手で持てば、その重さと実感にどうしたってうっとりしてしまう。

「……鋼の剣を手に入れた瞬しゆん間かん、冒ぼう険けんも本番だって感じだよな」

「さっぱり分からないわ。そもそも鋼と鉄って何が違ちがうのよ」

　そんな俺のロマンを全く理解しない堀井。加藤はというと日本刀のコーナーに行ったきりそこから出て来る様子が無い。

　丈は、一足先にデータ作りの為に裏に行き、今はいない。既すでに採寸は入学式の段階で済んでいるので、実際ここでは剣であればグリップの材質だとか、本人が振ふるえる重さや長さを決めるのだ。

「でも新田が精霊術師なんてね、てっきり戦士やるかと思ってたのに。赤坂はなんでそれにしたか聞いてる？」

　どうして精霊術師なのかという事に懸念を持っている、単にもったい無いというのではないその微かすかなニュアンスに俺は気付いてしまった。それは、後から考えてみれば同じ懸念を持っている仲間同士のシンパシーだったのかもしれない。

「……風かぜ妖よう精せいが超ちよう可愛いから選んだ、みたいな事言ってたぞ」

　その俺の言葉に、堀井も何かに気付いてしまったというか確信してしまっていた。

「……そう。風妖精って半はん裸らの女の子、よね。新田って普ふ段だん興味無いようなそぶりして、実はむっつりのスケベだったとかそういう事？」

「いや、何か下心の多い女が多くて、そういう相手にモテるの面倒って実感たっぷりに言ってたな……」

　それは堀井にも理解出来たようだった。下心とは違うけれど、見た目が整うとどうしても面倒な相手がちゃらちゃらと寄ってくるのだ、と。

「……つまり、それは。下心の無い女の子ならＯＫって事？」

「まあ、そういう純じゆん粋すいな感じなら、問題無かったと思うんだけど」

　堀井の懸念は、それならまさか幼い方に走るのではという物だった。実際、風妖精はスタイルは極きわめて良いものの顔立ちや頭身は幼い印象がある。

　対する俺の懸け念ねんは、人外に走ってしまったのではないかという物だった。実際、次に好きなのは水人魚だとか言っていたけど、下半身魚はちょっと業が深くなってくる。

「……あんた、見張っておきなさいよ。ルームメイトなんでしょ？」

「人に迷めい惑わくかけなければ個人の趣しゆ味み嗜し好こうは守られるべき物だと思うぞ……？」

　しかし懸念は消えず、俺達２人は顔を見合わせて思わず薄うすら笑いを浮うかべてしまう。

「──お、何だ。仲良さそうだな？」

　丁度、奥から丈が戻って来て話して居た俺達２人を見ると茶化してくる。

「安心しろ、お前の話をしてただけだから」

「ふむ、何か面おも白しろい話題でもあったのか？」

　──まさか、女性の趣味がマズイ方向に転がり始めてるんじゃないか、とはどちらも言えず適当に言葉を濁にごす。

「それより向こう、面白い物があったぞ。防具含ふくめて試着出来るんだ」

「防具って、インナー着ないと駄だ目めなんじゃなかったか？」

　システム上、迷宮に潜もぐる時は服の下に学校指定のインナーを着る事になっていた。そのおかげで迷宮内のゲーム的な再現が可能になっている。

「ここでは何とかなるんだろ。行ってみるか？」

　ここにかけられているレプリカは流石に刃はも潰つぶれているし抜ぬく事も出来ない。鋼の剣を装備したい俺は、一も二もなくうなずいた。




　そうして丈に連れられて来てみると、本当にショップの試着室のようになっていた。実際に服を脱ぬいで着き替がえる訳ではないのだが、デザイン上人に見られたく無い装備というのはあり、まずは１人で確かめられるようカーテンが引かれていた。

「先生、つれて来ましたよ」

　そこに居たのは、この試着室の店番をやらされていた家鴨先生だった。

「なんで先生がここに？」

「入学式の時、みんなにドラゴンをけしかけた罰ばつとしてタダで働かされてるの……」

　それは全く同情出来ない、むしろきちんと罪を労働で償つぐなって欲しいと思う。

「それで、誰が試ためしてみるの？」

「はい、はい！　俺、俺！」

「赤坂くん、珍めずらしく積極的ですね」

「ロマンが、夢が現実になるんだぞ！　我が慢まんできるか！」

　ここはどうしても譲ゆずれない……！

　鼻息も荒くなるし、目だってさぞキラキラしてるだろう。流石にそんな俺を抑おさえるのも面めん倒どうだ、と順番を譲って貰もらい早さつ速そく装備を試してみるのだった。

　──そして３分後。

　そこには、不動の姿勢で動けなくなった俺の姿が！

「……先生、あの……コレ……」

『鋼の剣』『鉄の鎧よろい兜かぶと』『鉄の盾』その全すべてを装備した俺は、鎧の置物と化し動けなくなっていた。動こうと思えば動けるのだけど、一度バランスを崩くずせばそのまま止まれずに倒れる未来しか見えないせいで、微び動どうだに出来ない。

「はい、そういう訳で。極きよく端たんな例だけど。たとえ職業で装備出来ても個人的には使えない物っていっぱいあるから、試着して自分で使える物を知るのが大事ってお話でした」

「先生、さては分かってて選んだな……？」

「何のことかしら♪」

　全く悪びれた様子も無い家鴨先生。実際、俺が装備するには重い物を選び重じゆう装そう甲こうにしたのは疑いようも無い。本来ならここからパーツを調整して減らしたりしていくらしい。

「赤坂くん、どうしたんですか？　もう脱いでいいんですよ」

　そしてぷるぷる震ふるえたまま動かない俺の兜かぶとの隙すき間まから加藤が顔をのぞき込む。陰かげになっているものの、さっき加藤が食べて居たチョコの匂においが漂ただよってきて、ドキリとしてしまう。

「……動けなくて、装備解除が出来ない」

　試着室にセットした手帳まで手を伸のばせないし、視界がせばまっていて操作もろくにできない。仕方なく丈に装備を解除してもらい、制服姿に戻った俺はそのまま膝ひざから地面にくずおれてしまった。

「はぁ、はぁ。あんなの着て、迷宮なんて探索出来るワケねーだろ……」

　膝に手を当てて耐たえる俺をのぞき込むようにしゃがむ加藤。スカートだからかなりきわどいというか、もの凄く見えそうで見えない。それに気付いてしまい、誤ご魔ま化かすようにそんな事を早口で言って、目を逸そらす。

「あんなの着てる人いるんですか？」

「いるよー？　まあ流石にもうちょっと軽くしてるけど」

　加藤が家鴨先生の方を向いたところで、俺はそっと離はなれる。

「……あの子、無防備だから時々困るでしょ」

　すると俺の男の葛かつ藤とうに気付いて居た堀井が、優やさしげにうなずいた。あそこで欲よく望ぼうに負けてのぞき込もうとしなくて良かった……。

「ああ凄い、困る」

　まさか自分の事を話されていると思ってない加藤は、丈と家鴨先生を交え俺の手帳を弄いじっていた。

「そもそも、赤坂くんは剣を使えませんから、もっと扱いやすい物の方がいいと思います」

「刃を立てるのが結構難しいんだっけ？」

「そうです。慣れないと自分を斬きりかねないし、だからいっそこっちの方が──」

「そうだねー。格好いいからとか、ゲームでそうだからって剣を使う子は多いけど正直１年生は棍こん棒ぼうとか鈍どん器きの方が扱い簡単で強いんだよねえ」

　どうやら３人は俺の装備のコーディネイトをしているらしい。２人だけならともかく、家鴨先生もいる以上はひとまず任せてみる事にした。

「体力がある訳でもないし、とりあえずは軽い装備の方がいいんじゃないか？」

「小さい盾とかあってもいいかな。あるのと無いのじゃ大おお違ちがいだし」

「盾は使った事無いけど、斬る側からするとあると厄やつ介かいなんですよねえ」

　あれやこれや、と話は進み、とりあえず支給品の次に揃そろえる装備──という感じで一ひと揃そろいしたのか待って居た俺が呼ばれた。

　──心得が無くても使いやすい武器、動きやすく軽い防具、慣れる為ために扱あつかいやすい小さめの盾。その全てを装備した俺は。

「おい、どこからどう見ても蛮ばん族ぞくじゃねーか!?」

　木の棍棒、毛皮の肩かた掛かけ、木で出来た粗そ雑ざつな盾。しかもご丁てい寧ねいに毛皮の下は裸はだかになっていて、メガネ以外はマンガで見る原始人のような姿になっていた。

「ぶはははははは！　なにそれ、あはははは！　マンモスでも狩かりにいくの!?」

　まさかカーテンの向こうからメガネをかけた原始人が出て来るとは思わず、爆ばく笑しようする堀井。毛皮のアームカバーとルーズレツグソックスウオーマーまであるせいで余計に原始感があった。

「ええい、こんな装備でうろつけるか！」

「だけど、怜也。ほらこれ見てみろよ──」

　その一式を装備した攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力を見せられる。そして実際に今身につけてみている動きやすさを実感し、俺は文句を一いつ旦たん飲み込まざるを得なかった。

「先生ね、正直１年の男子が目指す最初に買う装備一式としてコレを普ふ及きゆうさせても良いと思ってるんだよねー。あ、写真撮とっていい？　みんなに配るプリントにするから」

「良いわけあるか！　せめてもっとガタイの良いヤツにやらせろ！」

　もっと筋肉質な例えば男子寮りようのマッチョ管理人であれば似合うだろうけれど、俺じゃコスプレのようにしか見えない。そのまま俺は試着をやめて元の制服姿に戻もどる。

「……俺ばっかりじゃなくて、お前等は試さないのか？」

「何、私達の着替えたところが見たいの？」

「そりゃ加藤や堀井なら何着ても似合うだろうけどな、そういう意味で言ってない」

　堀井は俺をからかいに来たんだろうけれど、悲しい事にそういうのには慣れてしまっていた。人間素す直なおが一番なのだ。

「防具とかも大事だけど、私の場合は武器が先ね。信じられる？　癒し手の最初の武器って棍棒なのよ……流石さすがに、ちょっとこのままって訳にはいかないわ」

「え、棍棒？　俺がさっき持ってた？」

「棍棒」（深く肯うなずく）

「……確かに、アイドル活動するのに棍棒はなあ」

　頑がん張ばってる感は出るけれど、それがアイドルらしいかどうかというと話は別だ。そして銅の剣つるぎじゃないのは、癒し手が『刃のついている武器』を装備出来ないという職業だからだ。その辺りは、ゲームでの聖職者と扱いが一いつ緒しよらしい。

　そして２人で装備のカタログに目を通していく。

「なんか、あんまり可愛かわいいの無いのね」

「可愛い武器って殴なぐる方も殴られる方も困るだろ。堀井お前、クマとか兎うさぎのステッキでぶん殴る気か？」

「……確かに、ちょっとそういうのは考えるけど。あ、これ綺き麗れい」

　それは銀の棒の先せん端たんに球体がついているもので、棍棒には違ちがい無いものの、表面にはハートと翼つばさのような模様が彫ちよう刻こくされていて、確かに綺麗だった。

「──高いんじゃないのか？」

「……ホーリーバッシュ棒。値段は、１５００Ｇ円ね」

「鋼はがねの剣と同じじゃないか……」

　ちなみにＧ円とは、この学園で使える仮想通貨であり『学園円』の略だった。

　そして１年生が最初から持っているのは50Ｇ円。食堂や購こう買ばいでも使えるのだけど、日本円からの両りよう替がえは不可能だった。

「Ｇ円はテストで上位に入ったりしても貰えるわよー？　中間テストの上じよう位い陣じんがここで一気に装備調ととのえたりとか、１年の風物詩ね」

「……あの、先生。アイドルは課外活動として何か待たい遇ぐうが良くなったりはしません？」

「しないなー。ああ、でも部活で結果だしたらやっぱりＧ円とか特別なアイテムとか学校から出るわよ」

「この学校、まさかの部活必ひつ須すなんだよな……」

　迷めい宮きゆう攻こう略りやくで忙いそがしいのに、部活動は必須だった。そして当然というべきか運動部は全国大会に出たりとそこそこの成績を残している。

「──あれ、加藤は？」

　静かだと思ったら姿が無い。

「加藤の番が来たから向こうに行って初期装備の調整中。何か剣けんのバランスが決まらないとかで時間かかるってさ」

　グリップと刀身の振ふりやすいバランスが全然決まらず難航しているらしい。加藤が慣れ親しんだ日本刀と、この学園の初期装備である鋳い型がたの剣はそもそもバランスが違うので、その辺りで時間がかかるんだとかなんとか。

「ところで先生、購買で売ってる武器防具はここのリストで全部ですか？」

「そうだよー？」

　そこに載のっている武器の中ではさっき俺が憧あこがれた『鋼の剣』や、堀井が欲しがった『ホーリーバッシュ棒』がほぼ最高額だった。今、50Ｇ円しか持って居ない身からすれば１５００Ｇ円は高級品だけど、これは中間テストで良い結果を出せば買える程度でもある。

「あれ、さっき向こうに何か竜りゆうの骨の剣とか、火ネズミの手て袋ぶくろとかケースに入れておいてあったわよね？」

　堀井の言葉に一覧を改めて見返すが、そういったファンタジーめいた素材の装備はなかった。載っているのは鋼や銀といった材質も製法も中世にあるような物ばかりだ。

「あの辺は売り物じゃなくてサンプル。迷宮のモンスターの中には『素材』を落とすのがいるから、そういうのを集めてきたら装備に加工してもらえるわ。Ｇ円はかかるけどね」

「……なるほど、金だけ集めてても装備は強くならないのか」

「モンスターの中には装備をそのまま落としたり、あるいは特別な倒たおし方しないと素材を落とさないのもいるから、その辺も頑張ってみるといいんじゃない？」

　なるほどなー、と思いつつ透とう明めいなケースの中にディスプレイされ触ふれられない装備を見ていく。

　確かに生き物の素材を使ったような武器が多く、『精せい霊れい銀』『雷らい獣じゆうの皮』等の現代には無い物質が材料になっていた。そうやって眺ながめていくと、マネキンに着せられたある装備の前で俺達３人の足が止まった。

　──そこにあったのはまさかのビキニアーマーだった。

「……何、コレ。ビキニじゃない」

「いや堀井、ビキニとビキニアーマーは似てるけど、違う」

　まさか高校生が集まる所にこんな装備があるとは思わず、俺と堀井が固まる。

「あ、でも。確かに何かやたら露ろ出しゆつ高い鎧よろい着てる人を番組で観みた事があるような……」

　実際、素材が希少だったり、それでも有効なパラメータを持つ装備はあり上級生になると水着のようなデザインの装備品もそこそこ多くなる──という。

「これは、本当に見た目だけで防御力も最初の装備と大差ないみたいだな」

「というか、普ふ通つうに鉄と布で出来てるし……」

　防御力が低い上に、見た目もきわどい。胸と肩かた当あて、そして腰こしの前後を隠かくすプレートがあるだけで本当にビキニを金属で補強しただけという物だった。

「先生……コレ、どういう意味があるんですか？」

　完全に「無い」顔をした堀井だが、家鴨先生は笑って答える。

「防御力、実は最初に支給されるアーマーと全然変わらないのに、それだけだからすっごい動きやすいって昔ステラが言ってた──」

　その瞬しゆん間かん、何処どこからか現れた草苅先生が家鴨先生を捕つかまえて去っていった。

「きゃぁあああ───、ホントじゃない────！」

　声がドップラー効果で遠ざかっていくのを俺達３人は黙だまって見送る。……そうかー、若い頃ころの草苅先生がビキニアーマー着てたかー。

　しかしとりあえずあの２人は見なかった事にしてビキニアーマーの方を向く。

「堀井、何考えてるんだ」

　すると堀井が何か、挑いどむような顔で悩なやんで居た。

「……デザインは、意外と悪く無いから。水着だって割り切れば、ビジュアルとしては、有り、いや……そんな、最初から、コレは……」

「……あのさ。あんまりアイドル詳くわしく無いけど、最初からビキニアーマーの女子高生は、その。どうかと思うぞ」

「……そうよ、ね。そうよね？」

　何か大事な物を天てん秤びんに載せて悩む堀井。流石に友人として止めたけれど、正直なところ堀井のビキニアーマーはちょっと見たい。見たいからこそ止めた方が良い気がしている。

「──怜也、個人的にこういうのは好きなのか、嫌きらいなのか？」

「……ゲームとかでは、そりゃ、好きだよ。男だもの」

　素直に答えると、そうかそうかと肯く丈の横にはいつの間にか戻って来た加藤が居て、何とも言えぬ視線を向けていた。

「……いや、無いですよ。これ、実際に着るんですか？　ほとんど下着じゃないですか」

　その、今までマンガやアニメ文化に触れてこなかった加藤が、完全に引く様子を見て俺も堀井も「やっぱ無いよね」と常識を取り戻すのだった。


































　何故なぜ、１パーティが５人までなのか。

　それは賞金の分け前が減るから──ではなくそれが迷宮の中のルールだからだ。

　６人以上のパーティが一緒に行動していると、モンスターが活性化し本来以上に凶きよう暴ぼうになって暴れ回る。だからこそ、１パーティは５人まで、そのメンバーの中で上手うまくやりくりしなければならないのだ。




　それはそれとして。堀ほり井い瑞みず樹きは、アイドルである。

　自じ称しようでも、個人活動でもなく、きちんと中ちゆう堅けんとも言える事務所に所属しており、先せん輩ぱいにはテレビ等で活動している有名なタレントや役者も在ざい籍せきしている。

　そして新人タレント、新人アイドルとしての堀井瑞樹に、事務所は近年流行の『迷宮探たん索さく系』というキャラクターを付ける事にしたのだった。

「……無む茶ちや苦く茶ちやだと思わなかったんですか？」

　女子更こう衣い室で改めてそれを聞き、呆あきれた様子で問いかける椎しい奈な。

「私も最初、本気だと思わなかったのよね。確かに、お兄ちゃんはここで何か上手くやってて、特番とかにも出たりしてたけど……」

　迷めい宮きゆうに入る前、その準備をしながら瑞樹は遠い目をする。

　補助用に作られた水着のようないくつか種類のあるインナーを着なければ迷宮には入れない規則になっている。入学式の時は、家鴨あひるが何か特別な動かし方をしたらしい。

　瑞樹はレオタード型、椎奈は動きやすさからビキニタイプのインナーを選んでいた。

「その迷宮探索系アイドルって、どういう物なんですか？」

「ここから芸能界にデビューした先輩がそこそこいるんだけど、加か藤とうは知らないの？　テレビとか出てるしネットでも見られるんだけど」

「ネットも無いしテレビのチャンネルも少ない場所で暮らしてましたから」

　良くこの学校を知る事が出来たな、と瑞樹は思うが今はそういう話じゃない。

「この学校の迷宮探索って特番になってテレビでも放送されてるのよね。10年間もやってて、これがまた結構な視し聴ちよう率りつでさ。そこから可愛かわいかったり美形だったり、あとはキャラが濃こかったりしたのがスカウトされて芸能界に入ったり」

　この学校の経験を生かした卒業生としてはかなり良い稼かせぎの仕事に就ついている。

「ふむ。ですがその映像はどうやって録画しているんですか？　カメラマンの人が一いつ緒しよに来る訳じゃないんですよね？」

「迷宮の中、カメラがあるのよ。安全の為ためとか、あとは色んな理由の為に」

　安全管理と、あとは監かん視し。それを理由に迷宮内のほぼ全すべてはカメラで監視されていた。

「あれだけ大きな建物の中に……カメラ？」

　流石さすがにハンドサイズの小型カメラくらいは椎奈も知っているし家にもあった。しかしあの大迷宮を網もう羅らするようなシステムとなると、どれほどのものか想像もつかない。

「なんかそういうのまとめて管理するシステムがあるんだって。で、そのシステムを運用してる人達が特番の為に番組を作って、テレビ局で放送してるの」

　迷めい宮きゆう学園で作った映像をテレビ局が買う。大まかにはそういった流れになっていると瑞樹は聞いて居た。この辺りは流石に怜れい也やよりも瑞樹の方が詳しい。

「つまり、その番組に出演する形になるんですね……あれ、瑞樹ちゃん？」

「……いいえ、そうじゃないんですよ、これがね」

「え。てっきり事務所と学校でその辺の話が通ってるんじゃないん、ですか……？」

　瑞樹はうつむき、目を逸そらす。

「私を特別扱あつかいするのはムリだったってマネージャーが言ってました……」

　事務所も真ま面じ目めに交こう渉しように及およんだが失敗していた。
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「え？　じゃあ、どうするん、ですか。迷宮探索でアイドル活動するって言っても、どうやってそれを外に見せるの？」

　そこで瑞樹がすっと取り出したのは、小型サイズのビデオカメラだった。

　──学園の迷宮探索の映像は、何もその特番だけで世に出ているワケではない。

　学校の作る番組だけではなく審しん査さ、許可を得て学生達が画像や動画をブログであったり、動画共有サイトに上げる事が出来るのだ。それで小こ銭ぜにを稼いでいる学生もいる事を怜也は知っていたし、入学前にそこで事前に情報を収集したりもしていた。タイミングが合えば自分もやってみても良いかと思っていた。

「まさか……自分で撮とるんじゃ!?」

「はい……。自分で撮って、事務所公こう認にんで私のブログにアップしていく形に……」

「うわぁ、え、ほんとに……？」

「ほんとなのよね、これが……」

　どうしてそんな事に。どれもこれも事務所の交渉が芳かんばしく無かった事、そして失敗する頃には瑞樹が既すでに迷宮学園に合格していた事、プロジェクトが動いてしまい引くに引けなかった事。色んな要因が重なった苦肉の策だった。

「なるほど、瑞樹ちゃんも事情があるん、ですねえ？」

「い、一緒に入る直前になってこんな事言って、ごめんね……」

　カメラマンが付いてくるワケではない。自分で映像を撮らなくてはならない。当然、それは迷宮探索に役立つかというと、そういうワケでもない。なにせ情報や記録の為ではなく、瑞樹というアイドルを撮る事が目的なのだ。

「ところで、そうだとしたら気になる事があるんだけど」

「な、何かな？」

　インナーの上から制服を着て、準備を終える椎奈。同室の瑞樹は知っていたが、元々動きやすいように押さえているのもあって椎奈は極きよく端たんに着やせする。Ｃ寄りのＢカップを自称する椎奈としては、それだけで「畜ちく生しよう」と言いたくなるが今はそんな話ではなく。

「誰だれが、瑞樹ちゃんを撮るんです？」

　それに対し瑞樹は、カメラを片手に答えられず固まっていた。
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「元々、５人には１人足りないんだよな」

「足りないな」

　という訳で、４人ではあったけれど俺が罠わなくらいは解除出来るだろう、という事で俺達は解放日に一度、とりあえず迷宮に入ってみようという話になっていた。

　そしていざ迷宮に潜もぐる時になって堀井からまさかの自分でカメラを構えて行く事を伝えられたのだった。

「──１人足りないのに、さらにカメラマンまで用意しろと？　んん堀井さん？」

「は、いや。あのね、だいじょうぶ。カメラは、私が持つから……その」

　俺は自分の言葉に嫌いやみが混ざっている事は分かってはいたが、言っておかないとならないだろうし、堀井も言われる自覚はあるんだろう。

「というか、わたし無理ですし。両手で使う剣けんを選んだんで」

「僕も無理だよ、そもそも精せい霊れい術は両手使うからね」

　両手剣用の柄つかをかかげる加藤と、同じように杖つえを見せる丈じよう。そこからの流れは俺だって分かって居た。だからこその嫌みだ。

「……しょうがねーな、ほら堀井。貸し一つな」

　堀井のカメラを取り上げ、軽く動作を確認する。

「……え、いいの？」

「良いも何も、自撮りする気か？　出来る訳無いだろ。それに、俺がいない分、モンスターが後列につっこんできたらそれは自分で何とかしろよ」

　戦士の役割は、モンスターを殴なぐり倒たおす事だけじゃない。装備、そして防具の弱い後列にいる術師達を守る事も大きな役目なのは言うまでもない。

「だから、貸し一つ。俺だけじゃなくてみんなにな。次からは何か考えておけよ」

　うなだれる堀井の肩かたを一つ叩たたき、俺はとっとと迷宮に入る用意を始める。

　仕方なさそうに肩をすくめる丈と、肯うなずく加藤に堀井は深く頭を下げた。




「じゃ、カメラ回すぞ」

　カメラ用に無線マイクをしっかりと服に固定した堀井が、大きく深呼吸をする。

　俺達がやってきたのは迷宮に入ってすぐの例の広場だった。

　ついさっきまで学校の校舎の中に居たのに、何分も歩かないうちに中世ファンタジーな迷宮の中にいる事に、改めて不思議な感覚がある。

　そこには同じように準備を終えて、早さつ速そく挑ちよう戦せんに来た他はかの１年パーティの姿もいくつかあった。その中で流石にカメラまで構えている俺達は遠巻きに注目されていた。

　──そして。

「はい！　迷宮探索系アイドルのニューフェイス！　みんなの心の薬箱、新人『癒し手』のホリイ・ミズキです♪」

　びしっとポーズまで決める堀井を前に、ギャラリーを含ふくめた皆みながあっけにとられる。なんだこの切り替かえの速さ。

「これから私、初めてダンジョンアタックをおこないます！　偉い大だいな先輩達に負けないように、今日、ここからクリア目指してがんばりますので、応おう援えんよろしくおねがいいたします♪」

（瑞樹ちゃん、生き生きしてんねー。すごいなー流石、アイドルなんねー）

（やー、普ふ段だんは愛あい想そ悪い所もあるしと思ってたけど……プロだね）

（……持ってるのが棍こん棒ぼうじゃなければな）

　堀井がポーズと共に掲かかげているのは、木を握にぎりやすいように削けずって握り手を作っただけの、正しよう真しん正しよう銘めい、ただの棍棒だった。そのアンバランスさに、妙みような魅み力りよくがあるとは思うけれど果たしてアイドルとしてそれでいいのか。

　──そして照明があたっている訳でもなく、当然周囲は薄うす暗ぐらく天てん井じようは高く明かりが無いからどこまで広がっているのか分からない。

　堀井は明るく振ふる舞まっているけれどすでに迷宮の中なのだ。加藤は剣を肩にかつぎ、いつでも振り抜ぬけるようにして警けい戒かいしているのが分かる。丈も俺と堀井がこんな事をしているせいか、周囲に気を配っているのが分かった。

「ではでは、みんなの協力で記念すべき一歩を記録できた事を喜びつつ！　私、ミズキは迷めい宮きゆうの奥へと進んでいきたいとおもいます！」

　びしっとカメラの方に向けてポーズを取る。記録、そしてカメラの向こうに向けた物だと分かって居ても、俺はうっかり笑え顔がおに見とれてしまいそうになる。

「──赤あか坂さかくん」

「お、おう!?　何だ!?」

　てっきり堀井に見とれていた事を加藤に見られたのかと思って慌あわてた時だった。ぽたり、とその堀井の肩かた口ぐちに何か雨あま漏もりのような物が垂れてきた。

「ひゃっ!?　え、何コレ──」

　しかしそれは雨あま粒つぶというには生ぬるく、むしろ湯気すら立てていた。




　グルルルルルルルゥウウ…………。




　聞いた事のあるようなうなり声に、俺達の間に緊きん張ちようが走る。他のパーティの面子めんつは、風の音か何かだと思っているのか──ここにＡ組の生徒はいないようで、気付いていない。

　加藤が静かに剣を抜き、丈が杖と手帳を構える。急に戦せん闘とう態勢に入った俺達に気付いてもカメラがあるせいで撮さつ影えいとしか思われていないようだった。

　その時だった。俺も、その唐とう突とつな状じよう況きように動けなかった。

「危ないっ……!!」

　唯ゆい一いつ、動きに気付いた加藤が堀井を押し飛ばした。

「きゃぁああ!?」




　グギャァァアアアアアアアアア[image: !!!]




　間かん髪はつ容いれず、天井から真っ赤な鱗うろこに覆おおわれた巨きよ体たいが俺達の前に落下してきた。

「あの目の下の傷、加藤がつけたやつじゃねえか……！」

　赤い鱗、太い四し肢し、トカゲのような顔──その鼻から呼吸にあわせて噴ふき出す炎ほのお。間ま違ちがい無く、入学式の日に俺達を襲おそったドラゴンだった。

「あの時の！　今度こそ、お前を狩かってやる……！」

　誰も止める間も無く、ドラゴンに向かいつっこんでいく加藤。

「バカ、むやみにつっこむなっ。少しは様子を──」

　俺の声も聞いちゃいない。そのまま加藤はドラゴンと目を合わせ──あのドラゴンが笑ったように見えた。生憎あいにくは虫類やドラゴンの表情は分からないけれど、そう思った。そして次の瞬しゆん間かん、ドラゴンが口を開け、喉のどの奥に熱気が渦うず巻まいていた。

「加藤、また同じ事になるってば！」

「ううん、こんどこそ大だい丈じよう夫ぶ！」

　堀井の予想通りにはならなかった。一度正面から喰くらった事もあり、加藤も流石さすがにブレスには警戒していた。その炎の兆候が見えた瞬間、姿勢を低くし潜り込もうとした。

　行けるか──そう思わせるだけの速さがある。

　この状況に、他のパーティも誰も動けずそれを見ている中。

「ダメだ、間に合わない」

　俺は、あの時の事を思いだし格かく闘とうゲームの時のように意識を集中させフレーム単位のカウントを始めていた。

　溜ためからのブレス、動作開始から照らし合わせてみれば──どうしても間に合わない。

　そしてドラゴンは火か炎えんを放射すると首を曲げ、舐なめるように加藤を炙あぶった。

　しかし加藤も今回はタダでは終わらなかった。その踏ふみ込みは無む駄だにはならず──燃える身を押して、一度は届かなかったドラゴンの目にその両手剣の刃やいばを叩き込んだ。
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「……はは、まだ……甘い」

　それは、果たしてドラゴンに言った言葉なのだろうか。どこか自じ嘲ちよう気味な言葉を残し、黒こげになった加藤はその場に倒れた。

　以前とは違ちがい、炎を吐はく事を知っていた。そのタイミングも加藤は分かっていた、そして短い片手剣ではなく、使い慣れた長さの両手剣を持って居た。

　それでも、片目に刃を入れるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　目に傷を負い、沸わき立つ程熱い血を[image: ]ほとばしらせながら、ドラゴンがのたうち回る。

　──この時、後から考えてこうすれば良かった、ああすれば良かったとはいくらでも言えた。しかし突とつ如じよ天井から落ちてきたドラゴンと、それに立ち向かい裂れつ帛ぱくの気合いをもって挑いどんだ加藤が黒こげにされた。さらには傷つけられ大暴れする相手に、俺達は迷い、何をすれば良いか分からなくなっていた。

　本当なら逃にげれば良かったと後で言うだろう。しかし加藤が立ち向かってしまった以上、他のパーティも「戦わねばならない」と思ったのか、武器を構えてしまう。

　それじゃ、ダメだ……！

「逃げ──」

　その言葉はそこで止まる。振り回されたドラゴンの尻尾しつぽが袈け裟さ懸がけに俺を殴り飛ばした。

「怜也────!?」

　吹ふき飛び、地面を転がるせいで視界がぐるぐると回る。

「く、ぁ……っ！」

　全身に走り抜ける痛みを堪こらえ、うつぶせから起き上がろうとするけれどうまくいかない。向こうでは倒れた加藤に堀井が回復の術をかけようとして、しかしドラゴンが暴れているせいで逃げ回るハメになり、上手く出来ていなかった。

　術師１人、丈が何を出来るわけでも無い。

　──そして、他のパーティを巻き込んだ事で戦闘に入った人数が６人を超こえてしまい今度こそドラゴンがその凶きよう暴ぼう性を剝むき出しにした。

「……入学式の時は、その辺はリミットかけられてたんだな」

　背後から現れた死神に、肩を叩かれ。

　──俺は落とさずに持っていたカメラを床ゆかに置いたままその場を後にした。
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　ダンジョン初挑戦。

　成果：入り口にてドラゴンに遭そう遇ぐう。全ぜん滅めつ。






　迷宮に入ることが許される探たん索さく日、探索時間、探索可能範はん囲いというものは学年毎ごとに異なる。１年と２年が体育を同じ時間に同じ校庭で行わないようなものだ。

　そして１年生が大迷宮に挑む時に限り──１階に、そのドラゴンが現れるようになった。

　加藤椎奈が左目につけた傷が残っている事から、同一個体と思われるソレは開けた場所に唐突に現れ、１年生達を蹂じゆう躙りん、壊かい滅めつさせていく。

『謎なぞのドラゴン』出現で１年の探索は一気に苦境に追い込まれる事になったのだった。
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　俺達は、あの後回収された堀井のビデオを確かく認にんしていた。

　堀井メインの楽しげな画面から、したたり落ちてくるよだれ。不ふ穏おんな様子に警戒する一同と、その様子に気付いて居ない他の１年生。

　──そして、上から落下してくるは虫類めいた巨きよ大だいなモンスター。立ち向かう加藤が焼き払はらわれ、くずおれる。

　逃げろ、という悲鳴。散り散りになるが蹴け散ちらされていく１年生達、地面に落ちてもそれを録画し続けるカメラ。

　画面の向こうで上がる悲鳴、時折映る赤い巨大な影かげ、そして静かになる空間。




「うわあ、これは……」

　見てるのはカメラの小さな画面だ。俺が持つそれを堀井と加藤がのぞき込んで来るから、女の子の顔が近くてどぎまぎする──よりも、その画面の中身は衝しよう撃げき的てきだった。

「……自分で言うのもなんだけど、アイドルのチャレンジ動画じゃなくて、モンスター系のパニックホラー以外の何物でもないわね」

「さ、最初！　最初の瑞樹ちゃんは凄すごいアイドルっぽかったですよ！」

「それ、最初何十秒かだけで１分も無いじゃない！」

　加藤に八つ当たりをし、肩かたを摑つかんで前後にがくがくとゆさぶる。加藤は「おおおおおおお？」と戸と惑まどうが、なすがままにされている。

「やたら私のスカートまくれてるし！　インナーなのに、何か全然そう見えないし！」

「画質はともかく、暗いからなあ……」

　実際、インナーは水着やレオタードのような物でそのまま見れば下着らしくは無い。しかし薄暗い場所でハンドカメラをつかっていると画像が粗あらいせいで、下着にしか見えない。

「あーもう、何これ。この無駄なエロ要素！　ますますパニックホラーじゃない！　赤坂も何度も巻き戻もどすな！」

「いや、だってここが大事なんだって──」

　その堀井が映っている部分を俺は何度も巻き戻し、カメラの小さい画面で見直していた。

「赤坂。むしろ集中しすぎてて目が怖こわい、というかヤバイ」

　堀井が顔を赤くして俺からビデオカメラを取り上げる。

「ああっ！」

「……赤坂くん、そういうのに素す直なおすぎるのは、どうなんですか？」

「え、いや。だって何度も見ないと分からんだろ」

「分かるまで見るなって言ってんのよ！」

　そんな話を放課後、学食でしていると丈が面めん倒どうそうな表情を隠かくそうともせずにやってきて俺達と合流する。

「丈、そっちはどうだったんだ？」

　何故なぜ、女子２人が俺にそんな冷たい目を向けてくるのかも良く分からない。そして疲つかれた様子の丈が飲み物片手に腰こしを下ろす。

「どうもこうも、そりゃ大おお荒あれだったよ」

　突とつ如じよ現れたドラゴンはばらばらで戦ってもどうにもならないと早急に判断し、１年の各クラスの代表達が集まって話し合いが開かれ丈はそれに駆かり出されていた。

「結局、あの赤トカゲはなんだったの？」

「何って家鴨先生が入学式の日に呼んだヤツだよ。加藤が斬きった傷が残ってただろ」

「だけど丈、おかしい話じゃないか。召しよう喚かん系のモンスターっていうのは戦せん闘とうが終わるか、術師が迷めい宮きゆうから出る時に消える筈はずだろ？　少なくとも教科書にはそう書いてあったぞ」

「ああ、なんでもな、学園長が『おもしろそうだから』って残す事にしたんだって」

　うんざりした顔の丈。話し合いの場には丈が参考人として捕つかまえていった家鴨先生がいて、その経けい緯いを説明したという。

　何でも、あの後学園長に見つかり草くさ苅かり先生共々怒おこられたが、いきなり１階にドラゴンが徘はい徊かいしているというのは面おも白しろいので、今年最初のイベントとして残したというのだ。

「よ、余計な事を……！」

「それで、まあ。Ａ組が悪者にされてなあ。僕らで責任取れだとさ」

「何でそうなったのよ。悪いのは家鴨先生でしょ!?」

「だからあの先生のせいだってば。その場にいたんだぞ？」

　詳くわしい事情は分からないがそうなったのならばそうなのだろう。

「だけど、アレ倒たおすって言われてもね。どうすればいいのよ……」

「とりあえず今のところ、それぞれのクラスから強いヤツ集めてぶつけてみようって話になってるんだ──というわけで、加藤。行けるか？」

「ふぁい？　わたしですか？」

　丁度、おやつのホットケーキを頰ほお張ばったところだった加藤が驚おどろいて顔を上げる。

「そう、わたし。あのドラゴンに傷をつけたのは加藤だけだからな。そういう訳で声がかかってる。無理に、とは言わないけどね」

　ドラゴンと斬り合う。今まで良い所無しで一方的に燃やされているんだ。リベンジの機会としては良いと思ったのかもしれない。

　ただ、加藤はその丈の話よりも状じよう況きようが変わった俺の方を見ていた。

（赤坂くん、弱い癖くせになんだかんだでいつも心配してわたしが燃やされる度たびに、様子を、見……に……？）

　──その加藤の視線の先では、俺が堀井に土下座していた。

「な、何してるんですか、赤坂くん!?」

「頼たのむ堀井。その録画を俺にコピーしてくれ、俺にはそれが必要なんだ」

「だから嫌いやだって言ってんでしょ!?　大体、こんな下からのカメラワーク、赤坂が狙ねらって撮とったんじゃないの!?」

「確かに、置いた時は全体が映るようにしたけど、こうもあおりで上手く堀井が撮れたのは完全に偶ぐう然ぜんだ」

　まさか俺だって居なくなった後にスカートの中を狙い続けるような動画を撮れる訳が無い。たまたま置いた位置がそうだっただけだ。

「堀井とドラゴンを一いつ緒しよに撮ろうとしただけだ、別にそういう目的じゃ無かった」

「無かった、無かったって言ったわね!?　じゃあ今はどうなの！」

「映ったものは映ったものだろ。それを有効利用する、してみせる。だから俺に録画をくれ、頼むっ……！」

　仲間同士の話し合いにも使われる食堂には、当然他の生徒もいる。土下座も、そして何を欲しがっているかも筒つつ抜ぬけで、周りが軽く引く。土下座なんて見ればそうだろう。

　そして──加藤も完全に引いて居た。

（赤坂くん、瑞樹ちゃんのスカートまくれとるビデオが欲しくて土下座しとるぅ……）

「あ、あんたねえ……！」

「頼む。大だい丈じよう夫ぶ、変な風には使わない、きっちり俺が有効利用するし堀井の許可無しに他ほかのやつには見せたりしない！　でも、俺はどうしても見たい！　絶対に、それがないとならないんだ！」

「うっわ、そこまで言う？」

　堀井は冷たい目で俺を見下ろしてくる。

（正直、必死すぎて笑えないんだけど……そこまでして欲しいんだ、こいつ。そりゃ、アイドルやるのに水着くらいあると思ってたし、男がなめ回すように見てくるのも分かる、分かるわよ。それにこいつ、あれが下着じゃなくてインナーだって、分かってんのにここまで欲しがってるのよね……？　それは、嬉うれしく無い訳じゃないけど、だからってそのままあげるのも──）

「瑞樹ちゃん？」

　加藤の呼びかけにも様子を変えず、何か仄ほの暗ぐらい笑えみを浮うかべた堀井は上うわ履ばきを脱ぬぐと土下座をしてる俺の肩を軽く踏ふんで来た。

　これは、俺が少しでも上を向けばインナーじゃなくて今度こそ下着が見えるんだけど、まさか……試ためされてる……!?

　その誘ゆう惑わくに負けないように、俺は平に、平に土下座の姿勢で耐たえていた。

「私の言う事、これから何でも聞くっていうならあげても良いわ」

「……程度によるけど、致いたし方無い。あんまり無む茶ちやは無しだぞ」

（（──あげるんだ!?））

　成り行きを遠巻きに見守っていた野や次じ馬うまが驚く中。

「……新田くん。この人達と一緒にいるの、怖いんでその赤トカゲ退治。行きます」

　死んだ目をした加藤が、丈にそう言ったのが聞こえた。
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「いや、あのね加藤。アレは何かそういうのじゃなくて、違ちがうというか、赤坂があんまり哀あわれだったから、こう、慈じ悲ひとかそういうのでね？」

「だからって踏むぅ？」

「……ちゃんと上履き脱いだし、頭じゃなくて肩だし」

　怖かろうがなんだろうがルームメイトなので顔はあわせる。その言い訳を椎奈はどう受け止めたものか、困る。

　それになんだかんだできっちりデータは怜也に渡わたしているのだ。

「……あの、あんまり詳しく無いんですけど。ああいうの男の子ってどうするんです？」

「どうって。走っててスカートめくれてる程度だし、あんま変な使い方はしないでしょ……多分」

　アイドルなのだ、元々見た目が良い事もあって男の下心なんかは慣れてるし耐たい性せいもある。しかし、男ではないので最後の最後で確信は無い。

　ただまあ──。

「オタクではあるし、メガネだし、細かいこと気にするのがわずらわしいトコあるけど隠し事下手へただし、そんな変な事に使わないと思うんだよね……？」

　最後のところは結局、これまでの付き合いでの信用みたいなものがあった。

「……でも、赤坂くん良く分かんないトコあるし」

「そりゃあるでしょ。自分以外の事なんて分かんないもんでしょ？　ともかく、今日その選せん抜ばつメンバーであのドラゴンと戦ってみるんだっけ？」

「そうですね。……知らない人ばかりで、不安です、けど」

　硬かたくなってるせいか、椎奈に敬語がまた増えていた。それに瑞樹は肩をすくめる。

「新田も結局辞退したしねー。あいつら２人して何やってんだか」

　ステータス、その合計値だけで見れば１年でもっとも優すぐれているのは疑いようも無く丈だった。しかし本人にやる気は無く、術師という一点だけで見れば丈より優れて居て、なおかつやる気のあるメンバーがいた事から辞退が受け入れられた。

「ま、あんまりいけ好かない相手だったら斬っちゃえばいいのよ」

　最初の自己紹しよう介かいの時。何もかもうまく行かなくなったら斬ればいい。そんな物ぶつ騒そうな事を思っていた話を聞いたからこその瑞樹のジョークに。

「──そ、そうですね、そうですよね!?」

　それで納なつ得とくするルームメイトに、一いち抹まつの不安を覚えるのだった。




　──その不安は、直ぐに的中する事になった。
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　戦士達の訓練の為ために『決けつ闘とう場』というシステムがある。

　体育館のフロアの中に仕込まれているシステムで、術師の教室同様に迷宮内の仕組みを再現出来るという物だった。

　それを扱あつかえば、戦士達は迷宮の装備とステータスを使い、なおかつ実際に怪け我がをする事も無く模も擬ぎ戦を行う事が出来る。しかし現実に怪我が無いとはいえ『１点のダメージを受けると、タンスの角に足の小指をぶつける程度』の痛みは走る。

　システム上、それをカットする事は出来るがそうするのは訓練中の話。

『決闘』の為に決闘場を使うのならば『痛み』をカットするような事は無かった。

「悪い、どいてくれ……っ！」

　騒さわぎを聞きつけ、俺が決闘が行われている体育館にやってきた時にはすでに事は終わりかけていた。

「────」

　そこではぞっとするほど冷たい、相手を人間として見てるのか分からないような目をした加藤が、両手剣けんを構えていた。

「赤坂！　こっちこっち！」

　俺に慌あわてて連れん絡らくをくれた堀井に呼ばれ、野次馬をかき分けそちらに行く。そこは決闘場の観客席で、既すでに丈も来ていたが、俺の方に見向きもしない。

「──もう、来ないんですか。まだ終わりじゃないでしょう」

　一向に動かない決闘相手──それは加藤と共にドラゴンに挑いどむ筈だった１年の戦士。その１人だった。もう１人は既に『戦せん闘とう不能』になりその場に座り込み、加藤の方を怯おびえた顔で見ている。

「後ろの人に『えいちぴー』を回復してもらったんでしょう。待っていてあげたのに、来ないんですか？」

　慌てて手帳を取りだしカメラ越ごしに見れば、加藤のＨＰは２割ほどが削けずられていた。対して相手のＨＰは全快。かつその後ろには癒し手が控ひかえていたが、ＭＰは既に尽つきていた。

「加藤はさ、あいつを何度かもう斬きって倒してるんだ」

　ぽつりと丈が口を開く。

「で、癒し手が回復する。それを待って終わる度に加藤が斬る──横で倒れてるやつは、途と中ちゆうで諦あきらめてつっこんで一いち撃げきで首を飛ばされたんだ」

　決闘場でＨＰにダメージを受ければ、痛みが走る。その繰くり返しに耐えかね、自じ暴ぼう自じ棄きになりつっこんだ結果が戦闘不能だと言う。

「……何、してるんだあいつ。ドラゴンと戦いに行くんじゃなかったのかよ」

「知らない。ただ、ドラゴンと戦うパーティが喧けん嘩かして決闘始めたって聞いて……」

　それを聞いた堀井は慌てて俺と丈に手帳から連絡を入れてくれた。

　加藤１人に対し敵側は戦士２人と癒し手１人の合計３人。女子１人に男子３人で決闘を挑み、今はこの状況だ。周囲の野次馬達は最初こそ大おお騒さわぎしていたらしいけれど、今は加藤の殺気とこの状況に吞のまれ、息を殺すように黙だまり込んでいた。

「……つまらない、本当につまらないですよ。がっかりしました、本当に！　その程度で、あんな偉えらそうな事を！　何も知らない癖に、好き勝手言って！」

　静かな決闘場に、加藤の声だけが響ひびく。

「きちんと剣を構えろ、自分で言った言葉くらい筋を通せ、それでも男か！　それも出来ないなら最初から何も言うな！」

　加藤の声に、けれど相手はまだ動かない。

「……加藤、凄すごく怒おこってるわね」

「そりゃ、ね。原因は知らないけど、あんな雑魚ざこ相手に決闘なんてするはめになって、結局弱い者イジメになってるんだ。苛いら立だちもするだろうさ」

　丈はそんな決闘を挑んだ相手に対し、冷ややかな視線を向けていた。

「……っ！」

　歯を嚙かみ、動かない相手に加藤が躍おどりかかる。体を大きく回し大おお振ぶりに真横から斬りかかる。その大きすぎる動きに合わせ、横から振ふられる剣を敵戦士は受け止める。

　加藤は小こ柄がらだ。しかしその体格差があっても、棒立ちの男が助走をつけて体ごと振り回した女の剣を止めきる事はできなかった。わずかに体半分ほど押し込まれた瞬しゆん間かん、加藤がもう一度真っ直すぐに踏み込んだ。

　受け止めた相手の剣から滑すべらせるようにすれば、切っ先はそのまま相手の喉のどに迫せまり──突つき刺ささる。

「っ……あ、はっ……!?」

　レベル、ステータスの筋力、装備、職業。そういった迷めい宮きゆう特有の補正がある。しかしそれだけではなく、当然その本人の技量も関係する。つまり──。

「……ま、首を落とされれば、それまでだよな」

　剣が首に突き刺さった瞬間、元から寝ねかせていた剣を振るい真横に斬り裂さく。

『クリティカルヒット』つまり一撃必殺を喰くらった戦士は、残りＨＰ関係無く戦闘不能になりそのまま力無くくずおれる。

　くずおれる相手から剣を引き抜ぬき、剣を一ひと振ふりしてついてもいない血を振り払はらう動きを見せる。そこに勝利の喜びは無い、なにより加藤にとって戦いはまだ終わって居ない。

　相手はＭＰの尽きた癒し手１人。

「あ、あ……ああ、謝る、謝るよ!?」

「……誰だれに、ですか？」

　加藤への返事に詰つまった時点で、いや。そもそもこの『決闘』が始まった時点で加藤は相手の降参を認めるつもりは無かったのか。一歩加藤が踏み込むと鉄メイスを構え迎げい撃げきしようとする動きだけは見せる。しかし遅おそすぎた。

「……決闘なんてものを加藤に挑めば、そりゃ中ちゆう途と半はん端ぱには終わらないだろうさ。Ａ組の面子めんつならそんな事分かっただろうにな」

　丈が呆あきれ混じりにそう言う中、加藤はメイスを持つ手を斬り落とす。部位ダメージで武器が握にぎれなくなったところに、容よう赦しやなく上段からの袈け裟さ斬ぎりを見み舞まった。

　クリティカル判定にはならなかったが、その一撃で癒し手のＨＰは０になり、１対３の決闘は加藤の勝利で終わる。

　女子１人が、男子３人を相手取り、回復の時間を与あたえＭＰが尽きるまで戦いきり勝利したというのに拍はく手しゆも、喝かつ采さいも無い。

　それは決闘というよりも──ただ、狼おおかみが兎うさぎを喰い殺すだけの時間だった。

「──お前、何してんだよっ！」

　俺はたまらず、入れるようになった決闘の場に駆かけ込んでいた。

「赤坂、くん……？」

　剣は消え、グリップだけを握った加藤がゆっくりと俺の方を向く。

　──怖こわかった。どうしようもなく怖くて、出来れば見なかったことにして逃にげてしまいたい、そんな事も思った。

　剣を持ち、人を斬った加藤の所に行くのが怖かった。もしかしたら斬られるんじゃないか、そんな事も考えた。けれど、逃げるのは性しように合わなかった。

　言いたい事を言わなければ気が済まなかった。怖くても、ほっとけなかった。

「何で、こんな事したんだ、どうしてこんな事になってんだよ！」

　加藤の肩かたを摑つかみ、問いかけると目を逸そらされる。

「……赤坂くん。何を、怒ってるんです、か？」

「分からないふりしてんじゃねえ！　こんな事しても意味が無いの、分かってんだろ！　俺みたいなギリギリのヤツじゃなくて、余よ裕ゆうで戦士になったヤツでもお前からしたら、ヒヨコみたいなもんなんだろ。なのに、なんで！」

「っ……！」

　加藤は身をよじるけれど、俺は逃がさない。

「お前なりの理由があるんだろ！　なら、ちゃんと言えよ。何も言わなきゃ、分かんないんだよ！　これじゃお前──」

「言いたく、無かよっ！」

　今度こそ手を振り払い、そのまま俺の脇わきを抜けて走り去ってしまう。

「加藤！」

　振り返る事は無く、野や次じ馬うまは自分から道を空ける。そして加藤に倒たおされた男子達も、決闘が終わるや否いなや逃げ去っていた。

「……何やってんだよ、ほんとに」

　丈は肩をすくめ、そして堀井は逃げた加藤を追いかけていったのだった。

























　椎しい奈なはあれからベッドの隅すみっこで壁かべを見て転がっている事が多くなった。怜れい也やの所に数学を習いに行く約束の時間になっても何もしない。

「テスト、落としてもいいの？」

「良くは、無いですけど……」

　歯切れが悪い椎奈に、ため息を吐つく。

「で、結局なんであんなバカな喧嘩買ったの」

　椎奈の寝るベッドの脇に腰こし掛かけ、その脇を突く。

「……言いたく、無いです」

「何でよ」

「何を言っても、言い訳ですから。わたしがあの人達が気にくわないから、ああやって人前で一方的に痛めつけた。それだけの事です」

「気にくわない相手を人前でボコボコにした事を後こう悔かいしてるの？」

「……それだけじゃない、んですけど。それもあるというか、どうすればいいか、その。分からなくて」

　転がるままの椎奈が、ちらりと瑞みず樹きの方を見る。

「……ごめんね、瑞樹ちゃん。ルームメイトがこんな物ぶつ騒そうなやつで」

「……は？　今いま更さら何言ってんの」

　完全にバカにした目を椎奈に向ける。

「いや、だって……その。それに、赤あか坂さかくんも怒らせましたし」

「そりゃだって、聞かれたのに何も言わなかったら怒るでしょ」

　それだけじゃないのは瑞樹にも分かって居た。けれど椎奈はそれが分かっていなかった。だからこうして１人で転がっていた。

「……あの、赤坂くんは──」

「赤坂もだけど、新につ田たもセットで、何してるか知らないわよ」

　先手を取ってそういう瑞樹は、それに対しても不ふ機き嫌げんだった。

「何か２人でこそこそやってるみたいだけど、まだ話せないだの何だの。赤坂は部屋に篭こもりきりだし、新田はあれは面おも白しろがってわざと私に話さないようにしてるし」

　ただ、怜也が篭もって例のビデオを何度も何度も見てるような事は言っていた。確かに自分の手下だか使いっ走りだか下僕になるように言って渡わたしたのは自分だし、見てない所でなら好きに使えば良いと思うけれども。

「──今度会ったらその命令権で白状させようかしら？」

　ビデオで満足してるとしたら、その方が頭に来る。生身の自分が居て、別に仲が悪い訳でも無いのにそれでも動画の方が良いのか。

　その女のプライドを優先する瑞樹の考えが、椎奈は良く分からないのだった。




「──全く、あいつらはホント。私達に隠かくれて何してんだか」

　ドラゴンが現れて、迷めい宮きゆう学園は初めての日曜日を迎むかえていた。

　とはいえ、全ぜん寮りよう制せいの学校だし街まではバスに乗らないと行けない。そもそも駅前まで行ったところでさほど遊ぶ所も無いし、なんだかんだで学校の面子と鉢はち合あわせする。

　そんな事もあって、大半の生徒が学校の中に残り思い思いに過ごしていた。

　例のビデオはまだ学校のチェック中なので、事務所に送って編集して貰もらう事も出来ないし、それがなければブログの更こう新しんも出来ない。そしてビデオの事を思い出すと、自分を仲間外れにする怜也達の事を思いだしむかむかしてくる。

　このまま男子寮に押しかけてやろうか、そんな事を思いながらとりあえず学校にある荷物受け取り口に瑞樹は来ていた。元々機密の多い学校であるし、全寮制という事で出入りする荷物は全部一いつ箇か所しよにまとめられていた。生徒以外の関係者出入り口も兼かねているその荷物受け取り口に行き、通つう販はんで買った化け粧しよう品や事務所からのレッスン用教材を受け取り戻もどろうとしたら別の窓口から聞き慣れた声がした。

「あれ、先生と加か藤とう……と、誰だれ？」

　何故なぜかバットケースを持っている椎奈と、笑え顔がおで何かを押しつけようとしている家鴨あひる。そしてその横には、見慣れぬ私服姿の小柄な少女が居た。

「あ、ああ、瑞樹ちゃん!?　ば、バトンタッチ！　わたしじゃ無理ぃ！」

「ええー、何か面めん倒どうそうな話の気配しかしないんだけど」

　とはいえ、皆みなに見られてここでＵターンも出来ず近くに行く。

「──うわぁ」

　そしてその女の子を間近でみて、瑞樹は息を吞のんでしまった。

　緩ゆるく毛先のウェーブしたセミロングの髪かみ、ゆったりとしたポンチョから出た剝むき出しの細い、細すぎる足。同じ女子の目線から見ても感じる無む邪じや気きな愛らしさに、思わず敗北感がこみ上げてくる。瑞樹が欲しくて手に入れられなかった物を、勘かん弁べんしてくれと悲鳴を上げたいほどに詰め込んでいた。

「この子、学園長の紹しよう介かい状持って見学に来たんだけど先生ね、これから用事があるの。だから、代わりに案内してくれるよね？」

「……ちなみに先生の用事ってなんですか？」

「──この間、また勝手に決けつ闘とう場使ったから怒おこられに行くの」

　何故かダブルピース。ちなみにコレは精神がタフなのではなくやけっぱちなだけだ。

　そして風のような速さで一歩引き、椎奈が頭を深々と下げる。あの一件か、と瑞樹はため息を吐く。

「……それ、加藤は断れないじゃないですか」

「そうだね。だからお願いしようとしたんだけど、学校の案内とか無理だって言うの」

　頭を下げたままぷるぷる震ふるえる椎奈。別段人見知りする方ではないけれど、案内となるとここまで向いてない１年生も他ほかに居ない。困る椎奈を前に瑞樹はため息を吐いた。

「……これ、貸しよ加藤」

「あ、ああ、赤坂くんと同じ、絶対服従とかそういうやつですか？」

「誤解されるような事言わない。アレだって返すのが大変な借りってだけでしょ」

　その様子に全く戸と惑まどう様子も無く、見学者はにこにこと見ていた。

「ほっといてゴメン。そういう訳で先生に弱みを握られてる私達が案内するわ。えーと、名前教えてくれる？」

「はい、ボクはニノって言います」

　あだ名か本名か分からないけれど、それを聞く必要もない。

「ニノね。分かったわ──加藤、言っておくけどあんたも一いつ緒しよに来るのよ」

「お、お任せする訳には……」

「貸し、増やしたいの？」

　実際、怜也が瑞樹にこき使われているところを見た事は無い。というより、怜也はアレで気が利きくので飲み物やらは自分から買いに行くし席をとっておいたりノートを貸してくれたりというのは元々の関係だからだ。それで貸し借りが発生するなら自分はどうなるのか、と椎奈は震える。

「……い、一緒に、行きます」

　正直自分でも案内役がこんな話していたら嫌いやだなと思うけれど、ニノは変わらずにこにこと笑って居た。




「へえ、それじゃあここって結構普ふ通つうの学校みたいなんだね」

「んんんん、普通……？」

　そびえ立つ大だい迷めい宮きゆうを横にしながら、授業や学校での一日の流れが知りたいというのでニノに説明した感想がソレだった。瑞樹は思わず聞き返してしまう。

　一日のうち、午前か午後かは日によって違ちがうが半分は普通の高校と同じような時間割りだった。そして残りの半分が職業毎ごとの授業であったり、あるいは迷宮に挑いどむ事が出来る。

「だってもっと一日中、大迷宮の事ばっかりやってると思ってたから。良く言えば野球選手とかみたいに」

「そこを良く言わないで素す直なおに言うとどうなるのかしら」

「もっと一日中迷宮に出入りしてて、半分中で暮らしてるような生活かと思ってた」

「私もそういう所だと思ったんだけど、一応ここ、私立だけど日本の高校なのよね」

「あとは壁にスプレーで落書きがあったり、なんかの返り血で汚よごれてるバットがあったり、金きん髪ぱつリーゼントの人が煙草たばこ吸ってたり──」

「ここ、入学結構厳しいからね？　中には一芸特化で入ってくるのもいるけど」

　瑞樹の言葉にそっと目を逸そらす椎奈。

「あとは、鎧よろいの人とか剣けん持った人がその辺うろついてて、ビキニの鎧を着たちょっとセクシーな先せん輩ぱいが居たり。ほら、テレビで見たことあるよボク」

「迷宮の中ならいなくも無いけど、外では見ての通りみんな制服よ」

「うん、何て言うか意外だった」

　この辺りで、学園長の直接の関係者なのではなく来年入学するつもりの中学生か何かなのかな、と２人は思い始めていた。ただそれにしては小こ柄がら過ぎる気がする。

「ただ、正直過か酷こくだから。入学したいなら止やめた方がいいわよ」

「やっぱり、そうなんですか？」

「そ。だって毎日４限は普通の授業があって、その他は放課後まで迷宮関係。あとそれに部活動まで入らないとならないから──死ねるわ」

　授業で言えば毎日８限分あるようなものだ。瑞樹はそれに加えてアイドルとして発声とダンスの自習をしているのでさらに余よ裕ゆうは無い。

　椎奈も、朝起きてまだ瑞樹が寝ねている間からトレーニングを始め、シャワーを浴びてから食堂に向かっていた。その椎奈が辛つらいのは、４限分の一いつ般ぱん科目の授業だ。

　あれから宿題に関しては放課後から夕飯までの間に怜也に面倒をみて貰っていたのに、今は１人でやらなければならず……出来ているかというと出来ていなかった。

「──２人は、どうしてここに来たのかな？」

「私は──仕事の都合かしら。あとは、兄さんがここで上手うまくやってるから。出来るんじゃないかって思っちゃったのよ」

　堀ほり井い瑞樹の兄、堀井凱がいは現在もっとも探たん索さくの進んでいるパーティのリーダーをやっていた。瑞樹の兄だけあって顔立ちも整っており迷宮学園Ｗｅｂ特番だけではなく、度たび々たびテレビに登場しておりその妹という事で今の方針が決まったと言っても過言ではない。

「へぇー、凄すごいお兄さんなんだ」

「入ったばっかりでまだ迷宮の事とか良く分かってないから、多分としか言えないけど」

　実際、入学して顔を合わせたところで兄と妹でしか無い。特別変わった話をする訳でも無いしアドバイスを貰ったりしてる訳でも無いのでその辺りは良く分からなかった。

「ともかく、来た以上はやれることはやるわよ」

「アイドルの信念ってやつ？　ほら、人を笑顔にさせるには自分も輝かがやいてないといけない、とかそういうお話」

「そこまで大げさな話じゃなくて。アイドルに限らず、なりたいものになる為ためにはやる事やらないとならないでしょ。口開けてたらそこに食べ物が転がってくる訳じゃなし」

「おおー。格好いいー」

「やめてよ、そんな大した事じゃないし。それにアイドルよ、どうせなら可愛かわいいって言われなきゃね」

（瑞樹ちゃんは可愛いっていうより綺き麗れいで格好いいのに、なんか可愛いのにこだわってますよねー）

　途と中ちゆうで取り出したあんパンをもぐもぐしながら、あえて会話に加わらない椎奈。

「それじゃあ、加藤さんはどうして来たんですか？」

　けれど無む慈じ悲ひにもニノは椎奈に話を振ふる。

「……あー、ニノちゃん。それは」

　瑞樹達も詳くわしい話を聞いた事が無かった。というか、聞くのが怖こわかったというか。それでもっととんでもない理由が出て来たらどうしようと思い避さけていた。

（物ぶつ騒そうな事を絶対言うなよ、フリじゃないわよ。こんな良い子に血なまぐさい話するんじゃないわよ……！）

　瑞樹が視線とオーラで伝えようとするけれど、それに椎奈は気付いたのか気付いてないのか。あんパンを飲み込み、そして目を伏ふせる。

「あ、ごめん。その、何か辛い理由があるなら聞かないよ」

　いきなり生き物を斬きり倒たおしたいひゃっはー、と言わなかった事を全力で褒ほめたかった。

「そんなに面おも白しろい話じゃないと思う……それに、ちょっと恥はずかしい話、ですし」

（辻つじ斬ぎり趣しゆ味みは恥ずかしいとかじゃないと思うんだけど──）

「……だから、つまらなかったら、ごめんね」

　けれど、今の椎奈は、その人斬りのアレな冷たさや切せつ羽ぱ詰つまった時の様子ではなく、初めて年相応の悩なやむ女の子に見えて居た。その様子を見て、瑞樹も何か事情がある事を察して、黙だまり続けた。そして椎奈も一つ覚かく悟ごを決めるように息を吸い、口を開いた。

「──斬りたい人が、いるんだ」

「加藤────!?　やっぱそこか───！」

　やっぱり裏に連れて行こう、そう決意した瑞樹をニノが押しとどめる。

「えっと、それはどうして？　誰だれでもいいの？」

　慌あわてる様子も無く、そう問いかけるニノに瑞樹は思った以上の図太さを感じ取る。見たままの、にこにこ笑ってるだけの子じゃない、と。

「一応、それなりに理由はあるんだけど……」

「そこに理由が無かったら大変よ」

　瑞樹も捕つかまえて放ほうり出すのを諦あきらめ、とりあえず話を最後まで聞く事にした。

「──うちの実家は、江え戸どの頃ころから剣けん術じゆつ道場を開いていたんです。昭和の頃に形を変え剣けん道どうの道場になりましたが、家ではその剣術を伝え続けてて」

「へぇ、もしかして、結構なお家だったりする？」

「家は広かったと思う、ます。だけど古いし、お金持ちじゃないですよ。父さんは道場だけじゃなく猟りよう師しもやってるし、母はその獲え物もので料理屋をやっているような家、です」

　貧びん乏ぼうでは無かったと思うが、悠ゆう々ゆう自じ適てきという訳でもなかっただろう。

「わたしは産まれた頃から、剣と……あとは、猟や母の手伝いをして過ごしていました」

　物心つく頃には、家で獲物の解体を手伝ったりしていた。そういう事もあり、血や内臓に抵てい抗こう感かんは無いし、刃は物ものを使う事の意味も分かっていた。

「……最初の自己紹介の時、ここなら生き物が斬れるからって言ってたけど」

「強く、なれると思って。強くなりたいから」

　そう言って自分の手の平を見る椎奈は、決して血に飢うえた殺さつ戮りく者しやでは無かった。

「加藤は強くならないといけなかったの？」

「ええ。こう言うと自じ慢まんみたいだけど、わたし随ずい分ぶんと物わかりの良い子だったと思います。他の子が遊んでいる間も剣を振って、山に入って、体を鍛きたえて……決してそれがつまらなかったとは言わないけど、普通の子と違うなっていうのは分かった……ううん、分かった気になってたんだと思います」

　──瑞樹はやっと、椎奈という子を見た気がした。

「別に、生き物を斬る事が目的じゃ──ああ、えっとね。大きな意味ではそれは目的なんですけど。どうしても１人、２人。斬ってみせないとならない相手がいてね？」

「待て。自分でも分かってるんでしょ、人を斬るのは犯罪よ……!?　そもそも、一体誰だれを斬ろうっていうの」

　椎奈は今までに見せていた物が可愛くなるような、寒々とした殺気を放つ。

「──父さんと、弟です」

「えーと、なんでお父さんと弟さんを斬らないとならないのかな？」

　完全に腰こしが引けた瑞樹とは裏腹に、ニノは普通に聞き返す。

「……さっきも言ったように、わたしは産まれてから剣を受け継つぐ為に生きてきました。継けい承しよう者しやとして余計な遊びもしなくて、剣を振って……それがわたしの人生の、全部だった」

　加藤の家は女子だからと椎奈に剣を取らせないような事は無かった。そして子に全すべてを受け継がせる為に父も接していた。それは、一般的とは言えないが親子の愛がある関係だった。だからこそ、椎奈もそれを抵抗なく受け入れていた。

「──けれど去年。11歳になった弟に、剣で負けました」

「は？　11歳って……小学６年生くらいでしょ!?」

「そう。６年生の弟に、中学３年生だったわたしが、負けた」

　淡たん々たんとした口調ではあるが、それは悔くやしさを押し殺した物だった。負けた事、そして自分の不ふ甲が斐いなさ。しかしそれだけではない物が混ざって居た。

「うそ……だって、加藤……あんな強いのに!?」

　癒し手の援えん護ごを受けた２人の戦士を１人で斬り捨てたあの時から、噂うわさではなく事実として、椎奈は１年最強の『剣けん士し』だった。

「弟は……紛まぎれも無く、天才って言って良いんだと思います」

　弟も椎奈と同じように鍛たん錬れんはしてきていた。何も初めて剣を取って姉を打ち負かした訳ではない。それでも継承者は椎奈、それまではそうだった。

「それで。弟さんに負けて、その後どうなったの？」

「──父さんは、弟に剣を継がせると決めました」

　天才の弟。三つ年の差がありながら第１の後こう継けい者しやであった姉を打ち倒した逸いつ材ざい。その予感があったからこそ、父も立ち合わせたのだろう。

　その時に受けた怪け我がは治っている、しかし椎奈の心には未だひびが入ったままだった。

　ただ、どうしても許せなかったのは──。

「その上、父さんはわたしに……今いま更さら、普ふ通つうの女の子に戻もどれなんて言ったんです……！」

「加藤、それは……別に、悪いことじゃない、でしょ」

　流石さすがに瑞樹も自分で言っておきながら、それで納なつ得とく出来るとは思っていない。

「わたしだって分かっとう！　父さんだって分かってん。このご時世、刀を振り回して何が偉えらい訳でもなかよ。何の役に立つ訳でもなく、役立てたらダメなんは……！」

　椎奈は痛い程ほどに、剣術、刀を振るうというのがどういう事か分かって居た。理性も社会性も常識も彼女はきちんと備えていた。あくまで技術であり、暴力の手段として使うつもりは無かった。

「弟も、あとは自分がやるからわたしが傷つく必要なんてないと言ってくれて！　確かにわたしの体にいくつか怪我だって残ってる。女として、続ける事にリスクもあるのだって、分かっとる……けどお……！」

　それは、瑞樹も気にしていた。シャワーではなく共同浴場に入る時、椎奈はタオルで体を隠かくそうとしていたし、良く見ればあちこちに古傷が残って居た。

「ただ14年……ずっと剣に生きて来たわたしが、今更どうやって『普通』に過ごせって言うん。父も、弟も……それが……」

「……それで２人を斬りたいって」

「別に、殺したいとか憎にくいとかじゃないん。だけど、そのくらいの覚悟が無いと勝てん、わたしは……２人に剣士として勝たんと……！」

　──覚悟の話だ。天才の弟に勝つには、それだけの気き概がいを持たなければならない。

「じゃあ加藤さんはその鍛錬の為に、ここに来たんだ」

「ん。実家ではもう教えて貰もらえないし、父さんは他ほかの道場に行かせるつもりも無いみたいだったから。それでも、ここなら斬る相手に困る事は無いって聞いて……鍛錬を積んで、故郷に戻った時に改めて──今度こそ斬り捨ててやるって……！」

　自身の弱さに納得出来なかった。

　与あたえられる平へい穏おんで平和な日常も、持てあました。だから椎奈は、挑いどむ事にした。

「だっていうのに、赤トカゲ１匹ぴき斬きり殺せないのが情けなくて……！」

「いや、ドラゴン相手でしょ？　倒せなくて当然って相手なんじゃないの」

「というか、そのドラゴンって弟さん以下の扱あつかいなんだ」

「──はっ、すみません、つまらない話をしちゃって……」

「ううん、ボクはそうは思わなかったよ。ね、堀井さん？」

「むしろ、加藤にまともな理由があって安心したわ。正直、何か斬りたいのが我が慢まんできなくて来てたと思ってたし」

「えと、何か斬りたいってのは変わらないんだけど……いいの？」

「だけど、斬りたくて斬るんじゃないでしょ」

　斬る事が目的じゃない。斬った先、その弟と父親を見返す事が目的なんだ。そう思えば、椎奈に対して見る目も変わる。

「ここなら、迷宮に入らなくてもいくらでも相手はいる……いるわよね」

　迷宮に入れない日──あるいは入れる日であっても、学校の至る所で訓練にいそしむ生徒達の姿を見る事が出来た。

　体力を付ける為に走る生徒。

　訓練所ではなく中庭で仲間との連れん携けいを練習するパーティ。

　何かの取引をしているのか、白熱する２人とそれを見守る仲間。

　けれどその中で普通に部活動もあり、遠くからはバットが白球を打ち返す音が響ひびいたり、校舎からは吹すい奏そう楽がく部の練習の音が響いてきたりする。

「──ここのみんなは、楽しそうだなあ」

　ニノがその様子を見て、遠い所にある温かい物を見るような視線を向ける。届かない、けれど尊い物。それを見ていた。

　そうして３人はあちこちを見て回った。

　日曜日でも色んな施し設せつは開かれていたし、そこにあつまっている生徒は沢たく山さんいた。

　戦士の訓練所は、椎奈が顔を見せた瞬しゆん間かんに１年が警けい戒かいし逃にげだそうとしたり、２年以上の戦士達が面白がって手合わせをしようと言って来た。

　案内があるから、と断って行った斥候の訓練所では、罠わな解除のパズルをニノが怜也にも負けない、むしろそれ以上の物をクリアしてみせたりした。

　癒し手の教室や術師の教室では、色々な話を聞いているうちにニノがいつの間にか聞き上手すぎて人だかりの山に埋うまってしまっていた。




　　　　[image: †]




　──日が暮れる頃になって、丈じようと〝悪だくみ〟をしていた俺は、加藤と堀井を探して歩いていた。

　ようやく姿を見つけるとそこに１人、とてつもなく見知ったヤツが交ざっていた。

「……紺こん？」

　気まずそうに加藤は堀井の後ろに隠れようとしていたけれど、そっちは問題じゃない。

　そして俺の親友がにこにこと笑え顔がおを浮うかべ、抱だきついて来た。

「えへへ、来ちゃった♪　だけど会いに行かなくても会えちゃうなんて、やっぱりボク達何処どこかで繫つながってるのかな」

「いやいやいやいや、なんでお前がここにいるんだ!?　他の高校行っただろうが！」

　この細さ、声、図太さ。明らかに俺の知ってる紺以外の何者でもない。

「学園長さんが招待状をくれたんだ。興味があるなら遊びに来ても良いよって」

　ほら、と取り出すそれは招待状というよりも関係者をあらわすフリーパスで、いつでも出入り出来るような物だった。

「あのな、だとしても来る前にせめてメールくらいしろって！」

　紺を引きはがしながら、俺は思わずうんざりした顔になってしまった。

「驚おどろかせようと思って♪　半月以上も会ってないのなんて久々だったしね」

　膨ふくれながらも離はなれる紺は、驚く俺を見て満足そうに笑っている。

「怜也、こちらさんが誰だれなのか気になるけどその前に言っておく事がある」

　丈がこほん、と咳せき払ばらいをする。周りを見れば驚いている加藤と堀井、そして通りがかりも野や次じ馬うまになってこっちを見てた。

「分かってる、とりあえずどこか落ち着ける所に行こう。出来れば人目の無い場所な」

「……怜也、それ周りの人完全に誤解するよ？」

　やかましい、と俺はそう言う親友の頰ほおを左右に引き伸のばした。




「幼なじみ!?」

「うん、多分ボクの人生で一番長く一いつ緒しよに居た相手じゃないかなぁ」

　あの後、食堂の端はしを陣じん取どり紺の事を皆みなに紹しよう介かいする事になっていた。

「コイツ、体弱いから外で遊べなくてな。俺が入り浸びたってゲームしたり面めん倒どう見てたりしたんだよ」

　俺の横に紺が座り、いつものようにぐったりと寄りかかってきていた。少し体が熱いから、体力的に無理をしてたのかもしれない。

「もしかして、赤坂くんの知り合いだから案内を任されたん、でしょうか」

「ごめんね、さっきの先生に聞いてたんだけど。そういう先入観の無い話を聞きたくて、黙だまってたんだ」

「……多分、家鴨先生も間ま違ちがい無く共犯ね。良い歳とししてそんな事してるから──」

「堀井、そこまでだ。それ以上言うと本人が出てくるぞ」

　丈に止められて堀井は言葉を飲み込み周囲を見回す。家鴨先生の気配は無い。

「あ、だけど学園長に招待して貰ったのはホントだよ。それに元々ここに入学する予定だったのはボクだしね」

「ま、な。つってもお前から推すい薦せん枠わく貰わなくても自力で合格してただろうけどな」

「ああ、赤坂の言ってた優勝者ってこの子の事だったんだ」

「そういう事。紺。お前どうせ今日帰れないんだろ、リベンジさせろ」

「こっち来てからろくに触さわってないでしょ？　それじゃボクの相手は出来ないよ？」

　ふふん、と挑ちよう戦せん的てきに笑う紺、けれどそれはその通りだろうから悔しい。

「あのさ、目の前でいちゃつかないでくれる？」

「は。何言ってんだ堀井？」

「……自覚無しか、重じゆう症しようね」

　堀井の言ってる事の意味が良く分からない。ただ紺は調子に乗って俺にべたーっとくっついてきていた。まあ、疲つかれてるだろうし見み逃のがしてやる。

「あの、赤坂くん達は２人でゲーム、やってたんよね？」

「そうだね。ボクが外に出られない、相手をしなきゃならないって大義名分でずーっとウチで遊んでたもんねー？」

「お前が大会に出たいとか言う時はちゃんと付いてってやってただろうが」

　言い方は少しおかしいけれど、ただの友達、幼なじみではなくて介かい護ご、付き添そい。そんな関係も確かに俺達の間にあった。二にノの宮みやのおじさん達は紺の事を大事に思ってたけど、仕事が忙いそがしくてあんまり家に居られなかった。それもあって、俺がいるのは何かあった時の為ために助かる、みたいな事を言われていた。

「えへへー、その辺は感謝してます」

「意味もなくひっつくな、お前細いから骨が刺ささって痛いんだよ」

　ごろごろと懐なつく親友を俺は押し剝はがす。

（……親友？　というか、こんな可愛かわいい子が側そばにいる癖くせに私とか加藤を普通に女の子として意識してたわよねえ……飽あき？　それとも……胸？）

「……堀井、顔が険しくなってる。なんだ、怜也に気でもあったか？」

　コップを口にしたまま眉み間けんにシワがよっていた堀井を丈が注意しつつ茶ちや化かす。

「そういうのじゃなくて。あんな可愛い子が居たのに私のビデオ欲しがったんだーって思って──何笑ってんの？」

「くくくく……いや、悪い。そうだよな、普通はそう思うよな」

「え、ちょっと。何かあるの？」

「ああ。その話をする為に、僕らは加藤と堀井を探してたんだよ」

　何か色々話が食い違ちがってるなと思うけど何処どこから確かく認にんしていけばいいのか分からない。

「それで怜也、この学校で調子はどう？　上手うまくやって稼かせぎパターンとか見つけた？」

　期待に目を輝かがやかせる紺だけど──。

「おう、予想以上にクソゲーで、その上俺が１年でも最弱クラスの雑魚ざこキャラだった」

　そう答えると、がっかりするどころか笑い出しやがった。

「あははははは、やっぱりなー！　そりゃそうだよ、体感型でしょ、そうなるよ！」

「はははははは、いやでもな、それにも酷ひどい事情があるんだって」

「うんうん、酷い事情って何？」

「俺さ、どう考えても魔ま法ほう使つかいとか後衛向きだと思うだろ？　そう思ってたのに──魔法使えないんだって。[image: 300]人に１人の可能性だってさ、ははははは！」

「なにそれ、怜也魔法使えないの!?　うっそぉ」

「ああ、使えない。スキル用のＭＰはあるのに魔ま力りよくが無いから魔法使えないんだとさ」

　ＭＰはあるのに魔法を覚えない、覚えられない。そんな扱いだと伝える。

「あはははは、あーはははははは！　なにそれ、それじゃあ何やってんの」

「──戦士」

「ぶっ……戦士ぃ？　あーひー……あー、ちょっと、やめて……これ以上、笑わせないで……ボク、逝いっちゃう、逝っちゃうよぉ……はははは！」

「ははははは──それ、本当に笑い事じゃないからやめろ、な？」

　今いま更さら落ち込んでもいられないし、いざ割り切ってしまえば笑い話にしかならない。けれど加藤は全く笑えない顔でこっちを見ていた。そのまま紺は笑いすぎて突つっ伏ぷして動けなくなってしまう。

「はー、はー。あー、お腹なか痛ぁー……は、はぁー……はぁー」

　そしてゆっくり体を起こす。目め尻じりに涙なみだを溜ため、頰を紅潮させ、そして──。

「ぷっ。怜也が、魔法使えなくて、戦士……！　ぷ、ぷぷ……あははははは！」

「……わたしも、向いてないとは思ってますけど」

「向いてないなんてもんじゃないよー！　この頭でっかちの理り屈くつ屋が、剣けん振ふり回してモンスターと戦ったりなんて出来るワケないよー」

「そうは言うけど、術師も癒し手もなれないし、斥候の試験も落ちて何故なぜか戦士だけ受かったんだからしょうがないだろ」

　あの地じ獄ごくの５時間長ちよう距きよ離り走を思い出し思わず目が遠くなる。筋肉痛は治りきっていない。

「ふー、はぁー……いやーほんと良かったね。ボクのおかげだよ、崇あがめる事を許すよ」

「……どういう事？」

「ほらボクの体が弱いでしょ？　だから怜也はこんな風にならないように運動させてたんだよね。あんまりモヤシだと一緒にゲームしてあげないぞ、って」

「確かにそれである程度体動かしてたってのはあるし、俺が引きこもりの運動不足にならなかったのは紺のおかげでもあるけどな？」

「戦士しか、出来なかったって。それ、ボーナスポイントが最低しか出なくて仕方なく、なったようなモンだよね。だから迷宮学園行くならもっと体鍛きたえとけって言ったのに」

「いや、受験決めてからは真ま面じ目めにやってただろうが!?」

（……だとしても、まだ絞しぼれるなー）

　加藤が何か俺の体を見てくるけれど、嫌いやな予感しかしない。

「そうやって笑ってるけどな紺、こっちは笑い事じゃないからな？」

「でもクリアするんでしょ？」

　──それは皮肉ではなかった。魔法も使えなくて、戦士としては最低ランク。それでも、俺は諦あきらめるなんて、紺は思っていないんだろう。

「当たり前だろ。配られた手札が酷くてもゲームを降りる理由にはならないからな」

　俺だって現実は分かってる、それでも強がりでも何でも無くそう答えられた。

「……ゲーム気分で、何とかなるんですかね」

　加藤の声は、批難ではなかったが冷たく諭さとすようではあった。

「２人がやってきたゲームは、遊びですよね。難しい物もあったかもしれないけど、終わらせる事は出来る……そういう物、ちがいますか？」

「まあな。大たい抵ていのゲームはエンディングがある、無くても終わりはあった」

「けれど、この迷めい宮きゆうはそんなんじゃないですよね、今まで──」

「そうだな加藤、最近やってなかった算数の勉強だ。開校して10年。１年に約30人４クラス、[image: 120]人としようか」

　その数字はすらすらと口から出て来た。ずっと意識していた数字だったからだ。

「最初の２年は卒業者が居ないけれども、それでも[image: 900]人以上。まあ『途と中ちゆうでリタイアしたの』がいるから全員が全員じゃないけど、それだけが挑戦して、未いまだに攻こう略りやく者しやが出ていない。その程度じゃないか。１パーティ５人。リタイア考えて[image: 950]人を割ったとしても[image: 190]。[image: 200]パーティもまだ挑戦してない──たったそれだけなんだ」

「ゲームで言えば[image: 200]人しかやってないようなもんだしね。パーティ単位じゃなくて個人で見ても１０００人、まだまだだよね」

　俺と紺は何もゲームに限った話をしている訳ではない。まだ試行回数の少ない物なのだ。たったそれだけの回数で決めつけてどうする。そういった話をしていた。

「ゲームか、そうじゃないかっていうのは難しい話だと思うよ。俺達はコントローラーでキャラを動かすんじゃなくて、俺達自身がつっこんで何とかしなきゃいけないから、それは現実だ。実際魔法も使えなかったりままならない事ばっかだ」

　だから、加藤と俺のような、あるいは丈のような優すぐれた人間との差がある。

「けど、あの迷宮を作ってるのはドラゴンの一件から考えても学園長だ。人間の意思で調整されてるんだ。それがどういう意味か分かるだろ？」

　実際、２年３年は迷宮の探たん索さくを進めている。それが最上階にたどり着くのに間に合うペースかどうかは別として『探索は止まらず、進んでいる』のも事実だ。

　そこで加藤が「あ」と小さく声を上げる。

「そう、あの迷宮は人が作った物なんだ。決して野生のモンスターの巣や出口の無い無人島とか、そんな場所じゃない。──進めるように、調整されてるんだ」

　ここ10年。公開された情報や卒業生の話を聞く限り、クソゲーだマゾゲーだという声はあっても──クリア出来ないという声は無かった。足りないのは時間だ。

　必ず先に進む事が出来る。そう出来ている、誰だれもがそう言って居た。

「だから、クリアは出来る。そういう所なんだ」

　クソゲーであっても、難易度がバカみたいに高い場所でも──先はある。

　それならば挑いどむ意味が俺にはある。

「ああ、なるほど……」

　加藤は、小さくつぶやいた。加藤なりに、信じてるものや基準があっただろうし、それは俺と全然違う物なんだろう。だから俺達が食い違ってたのも、分かる。

　そして俺を、インドア派が理屈だけで出来るつもりになってると思っているのも、だ。逆に俺は加藤の事を剣けん１本で何でも出来ると信じてるようなヤツだ、と思っているんだからおあいこだ。

「ねえねえ怜也、クリアしたら賞金でボクに新しいゲーム機買ってよ！」

「ははは、お前現行ハード全部持ってる癖に何言ってんだ」

　それどころか紺の部屋はモニタも２台あってマルチ対戦環かん境きようが整っているし、業務用のゲーム筐きよう体たいすらあった。

「じゃあソフトとレトロハード揃そろえようよ！　全部！」

「おう、いいぞ。そしたらゲーム部屋借りて保管庫作って入り浸びたらせてやるわ」

「やったー！　パパだいすきー♪」

「誤解しか招かない発言やめろ！　そもそもお前の親父おやじさん、今でもピンピンしてんだろうがっ！」

　あいかわらず俺にくっついてくる紺。昔からの事だけど、外だってのを考えろ。

（……親、友？）

　そして加藤と堀井が何か言いたげな目を向けてくる。

「だ、だけど。クリアするって言っても。赤坂くんがどうって言うより、今１年が先に進めるかどうかの瀬せ戸と際ぎわじゃないですか」

　そう、こっちは３年間なんて長いスパンじゃなくて当面に迫せまる大問題だ。

「瀬戸際って、まだ始まったばかりだよね。何かあったの？　なに『くろきし』を倒たおさないと先に進めなくなってるとか？」

　冗じよう談だんめかしてそんな事を言う紺。古いＲＰＧのＯＰで『黒くろ騎き士し』に襲おそわれ全ぜん滅めつする事でスタートするというものがあったのだ。

「良い勘かんしてるな──大体その通りだよ」

「え、ウッソ……ちょっとまって……ほんとにぃ？」

　俺の満面の笑えみに、紺の笑顔が引きつる。

「入って直ぐの広場に２ｔトラックサイズのドラゴンが陣じん取どってる。１年が頑がん張ばって倒さないと居なくならないって運営側に明言されてるのがな……！」

「ちなみに。１年の戦士で一番強いやつが一撃いれるのがやっとってレベルのがね」

　あえてそれが誰かとは言わない丈だけど、加藤と堀井の表情からその事態の重さを紺は察する──そして。

「──あははははは、何そのクソゲー！　バランスおかしいんじゃないの」

「あはははは、だよなあ。ほんとこのバランス組んだやつ頭おかしいって思ってる」

　大笑いする俺達に、３人はいたたまれない目を向けてくる。けれど自棄やけとかじゃなくて、ゲーマーとしては十分に笑い所だ。

　ただ笑ってても話にならない、俺は改めて３人に向き直る。

「なんで、そろそろあいつ倒そう」

「……は？　え、ちょっと待って下さい。赤坂くん──」

「だから、倒そう。俺達で倒すぞ、大だい丈じよう夫ぶ──俺を信じてくれれば倒せる」

　自棄になった訳でも、適当に言っている訳でも無かった。少なくとも俺は出来る、そう思っていた。

「僕は、元々そのつもりで手伝ってたからね。一いつ緒しよにやるさ」

　その為ために、俺と丈は２人でこつこつと準備をしてきた。元よりそのつもりだった。

「……ドラゴン、倒せたら目立つよね。あんなパニックホラーじゃなくて、ちゃんとここに来て私、頑張ってるって伝わるよね。こんなところでつまずいたままなのは嫌だった。止まりたくなかった、出来る事があるならやっても──いいわ」

「堀井──」

「ちゃーんと私がやったように見せるのよ？　少なくともあんたの手て柄がらは私の物、良い？」

「そうだな、むしろ堀井のおかげで倒せる目処が立ったんだ。いいんじゃないか？」

　俺の返事に何故か驚おどろいた顔をする。

「俺は手柄は別にいらないし、堀井は名声の為にここに来た。仲間として分け合うのはやぶさかじゃない」

「……そ、そう？　まあ、そう言うならいいんだけど」

「──だけど、勝てるんですか」

　加藤が静かに聞いてくる。迷宮攻略は、授業の一つだ。確かに大迷宮に入ってしまえば飛んだり跳はねたり斬きったり走ったりするけれど、その成果は成績になって残る。

　全滅はその中でも厳しい評価になる事は、あの家鴨先生から言われる程ほどの事だった。

　加藤はそこまで理解をしていなくても、軽い気持ちのゲーム感覚なのか、それともきちんとした気持ちの上で挑むのか、そこに不安があったんだろう。

「ゲームみたいな気分で、失敗してもいいやって思ってないですか？　１人で出来ないから、付き合わせようとか、思っていませんか？」

「加藤。俺と加藤の感覚は、違ちがう。正直お前が何を考えてるのか分からないみたいに、お前も俺の事が分かんないんだと思うよ」

　生きて来た環境も価値観も違うから、理解しあえない共感出来ない事が多い。

「だから最初に言っておくと、俺は捨てゲーはしない。ゲームで諦めた事も無い、たとえ勝てない戦いでも、全力で挑むし、負ける場合でもただ負けない、次は勝つ為に負ける」

「そうなんだよねえ。怜也に手の内を見せすぎると対応されるから対戦だとどんどん勝率が悪くなっていっちゃうんだ」

「……わたし、ゲームの話は、分からんよ。やってみれば楽しいのかもしれない。けれどなんで、何時間も座ったまま遊び続けられるのか……余計、疲つかれそう」

　経験も無く、興味も無い加藤がそう言うのは仕方のない事だと思う。

「だけど、二ノ宮さんみたいに外に出られない人が、楽しいって言ってるものを悪く言いたくは、無い。そういうものがあって良かったと……そう思えるようには、なってる」

　紺は何故なぜかドヤ顔で俺の方を見る。まあ、理解の手助けにはなったかと見み逃のがす。

「赤坂くんは、わたしより頭がいいよね。優やさしい人だとも、思ってる。だけど、何でそう考えるのか分からない事が沢たく山さんあって、正直、不気味なとこもあったよ」

「ま、そこはお互たがい様だな。俺も加藤の事を同じように思ってる」

　不理解を、俺達は理解しあう。それは大事だと思った。

「信じろって言ったけど、赤坂くんはわたしを信じられるん？」

「信じるさ」

「わたしの、何を信じられるん」

　加藤が不安そうだからこそ、はっきり言わなければならない。

「確かにお前が何考えてるのか分からない所もあるし、怖こわい部分もあるよ。ただ、それでもあのドラゴンを倒したいって部分は信じられる。そこは俺達、協力出来るだろ」

　そこが俺達の接点だった。

　今、この迷宮学園でドラゴンを倒したい。同じ目的の為なら相手を完全に理解出来なくても手を取り合う事は──出来るのか。

　けれども迷う加藤の背中を押したのは紺だった。

「おせっかいだけど、一度でいいからボクの親友の事を信じてみてくれないかな。試ためす程度でいいんだ」

「二ノ宮、さん？」

「分からないなら、分かろうとしなくても良いんだ。ただ、相手が利用できるかどうか、それだけでもいいんじゃないかな。利害の一いつ致ちって良い言葉だよね？」

「俺を見て言うな。親友なんじゃなかったのか？」

「親友でも利害の一致は大事だよ、その方がお互い気分良く相手を利用出来るでしょ？」

「利用って──」

　その言葉に戸と惑まどうのは、まさかの丈だった。利用して、利用されて。そんな下心が面めん倒どう臭くさくなってここに来た部分もあるから尚なお更さらだろう。
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「無む償しようの愛は受ける側も辛つらいよ？　理由はあっていいんだ。ボクの体が弱いから怜也が面倒をみてくれる。怜也はそうすれば一日中ゲームが出来る。それでもボクは言えるよ、怜也は一番の親友だってね。それで、加藤さんは怜也の事を利用出来そう、出来なそう？」

　紺の言ってる事を、そのまま受け入れた訳じゃないだろう。けれど、加藤の中で納なつ得とくする為の材料にはなったようだった。

「確かに、数学の面めん倒どうもみてもらったし、そもそも最初に会った時に助けてもらった。貸し借りで言えば、助けられてばっかだね、わたし」

「別に気にするような事じゃないけどな、大した事でもないし」

　ただ、俺は本気なのに紺と堀井がニヤニヤした顔でこっちを見る。言いたいならはっきり言え、と思う。

「……分かった。じゃあ、一度だけ赤坂くんの事を本当に信じてみる。それでいい？」

「十分だよ」

「だけど、どうやって勝つのよ？」

　その堀井のもっともな疑問に俺が取りだしたのは携けい帯たいゲーム機だった。

「……またゲームなの、赤坂」

「じゃなくて、動画も見られるんだよコレ」

「まってこれ……!?　私のあのビデオじゃない、何の関係があんのよ！」

「ここに、攻こう略りやくのヒントと答えがある。これからその話をするぞ」

「あ、だけど二ノ宮さんがいるのにそんな話したらつまらないんじゃ──」

　加藤の気き遣づかいは紺のワクワクした顔の前に消えていった。

「当然、ボクも交ぜてくれるんだよね！」

「むしろ折せつ角かくいるんだから手伝え──堀井、見せてもいいか？」

「ここでダメって言ったら仲間外れにしちゃうし、そもそも女相手に恥はずかしがる程、潔けつ癖ぺきじゃないわよ」

　今、何か変な事を言ったような。でもまあいい、今重要なのはそんな事じゃない。

「サンキュー。それじゃあまず──あいつは、倒せないような敵じゃない。１年の１パーティで倒せるんだ」
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　その夜、来客用の一室で俺と紺は携帯ゲーム機を持ち寄り、格かく闘とうゲームではなく久々に狩かりゲーをやっていた。そうして受験の間に出ていたダウンロードコンテンツのクエストを適当に消化していると、紺が話しかけてきた。

「──怜也は、この学校に来て良かったね」

「俺もそう思ってるけど、お前はどういう意味で言ってる？」

　お互い慣れたもんで、ゲームの手は止めずに雑談くらいは出来るもんだ。

「んーまずは友達が増えてる事かな？　ボクのお世話があって中学の時は仲の良い友達少なかったでしょ？」

「別に気にすることじゃないけどな」

　紺はグループの中で周りに合わせて遊べるようなタイプじゃない。他ほかにもちょいちょい理由があって、確かに仲の良い友達は少なかった。

「まあ、そんな話だけじゃなくて。楽しそうだし、あとはやっぱり前向きで安心した」

「落ち込んでる時間がもったい無いし、考えるならともかく悩なやむのは時間の無む駄だだからな」

「ほら、そういう所。魔ま法ほう使つかいになれなかったの、ホントはショックなんでしょ」

「本当はどころか、普ふ通つうにショックだったっつーの」

　けれど俺に対し紺はくすくすと笑うだけだ。

「全然そう見えないのがあいかわらずだけどね」

「……なんだよ、急に」

「うん、気になっただけ。ボクが居なくても元気そうなのと、ちゃんとやってて安心した」

「そーか、そりゃ良かった。お前もあんまり周りに心配かけんなよ？」

「怜也が居ないからねー。その辺は気を付けてるよ」

　なら良かった、とまたかちゃかちゃゲームを続けていると、不意に紺がこっちを見ている事に気付いた。

「あとは──怜也に彼女が出来そうだなーって。欲しいんじゃないの？」

「……ゲームに理解がある彼女がいいなあ」

　俺が色んな意味を込めてそういうと、紺は「そうだね」と笑い返すのだった。
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　１年の間では、１階を徘はい徊かいするドラゴンは大問題になっていた。

　そして討とう伐ばつパーティが結成された直後、まさかその日のうちに喧けん嘩かになって決けつ闘とうして、挙げ句解散するとは誰だれも思っていなかった。俺だって思ってなかった。

　今でも、選せん抜ばつされたドラゴン討伐パーティは残っている。しかし前衛３人を１人で斬り倒たおした椎奈が抜ぬけ、そして成果も挙がっていないという現状。

　──その加藤椎奈が、ドラゴンを討伐しに向かうとなれば話は一いつ斉せいに広がっていった。

「というか、僕が噂うわさを流したんだけどね」

「な、なんでそんな事をしたんですか新田くん!?」

　迷宮入り口、ゲート前で集合した時には既すでに多数の１年生達が集まっていた。

「後ろ暗い事をする訳じゃないんだし。こういうのはきちんと伝えておいた方が誤解がないだろ？　加藤だって、ドラゴン討伐パーティを滅め茶ちや苦く茶ちやにした負い目があったみたいだし。責任を取りに行くって見せておくのに何の問題があるかな？」

「う、ぐ……そ、それは、そうですけど……」

「それに堀井も目立った方がいいんじゃないかと思ってね」

「まーね。こそこそ倒しても誰も見てないんじゃ私が一いつ緒しよに行く旨うま味みも無いし」

「だろ？　それに、ここまでしておいて何も出来ません。負けました、じゃ話にならない。そうだろ、怜也？」

　手帳に目を落とし、そこにメモをした作戦の確かく認にんを終えたところで声をかけられる。

「あのなあ、それでもこんな事するなら言えよな」

　人の目があつまって緊きん張ちようするような事は無いけれど、それでもだ。俺にとってこれはゲームの大会と変わらない、壇だん上じようでゲームをする時に緊張して負ける方が、恥ずかしいよりも嫌いやだった。

「さてと。んじゃ行くか」

　意味もなく気負う事もない。俺達はゲートをくぐり、大迷宮に入る。

　そこで彼らは皆みな、それぞれの装備通りの見た目へと変わる。

「……で、こそこそしてたと思ったら裏でこっそりＧ円まで集めてたなんてね。だけど、どうやったの？」

「そこはまあ、色々とギリギリのラインをね？」

　加藤と堀井を巻き込めなかったのもそれが理由だ。Ｇ円を賭かけて、斥候相手に罠わな解体の速度勝負を挑いどんだり、さらにそれを元に賭と博ばく行こう為いにいそしんだり。俺からすれば何故なぜ禁止されていないのか分からない取引をしたり、あるいは丈が相手をたらしこんで「ドラゴン退治募ぼ金きん」を集めた結果、必要とする最低限の装備を調ととのえる事が出来た。

「ドラゴン退治募金……」

　加藤が詐さ欺ぎ師しでも見るような目で丈を見るけど、本人は全く気にしてない。

「これで実際に挑んで勝てば、良いだけの話だろう？　失敗したら怜也を信じた僕が未熟だったって話さ」

　その資金集めの相手も１年生だけというか、学年が違ちがうとＧ円の取引が出来なかった。確かに３年の財力が関かかわってくるとバランスが変わるだろう。その結果、そこまでの装備を調えられた訳でも無く、失敗しても返済は可能なレベルに過ぎない。

　今だって１、２段階上の装備に買い換かえられたくらいで、全額あわせて鋼ほがねの剣つるぎが１本買えるかどうか、という程度だった。

「悪いな加藤、刀はちょっと高かった」

「いえ、これで十分過ぎます」

　加藤は刀ではないけれど両手持ちの片かた刃ば剣けんを。丈は風の精せい霊れいとの契けい約やく具である鳥羽のアクセサリーを、堀井は鉄製のメイスを新たに装備していた。

「あれ赤坂、武器は？」

「今回、俺には必要ない。コレで十分だ」

　そして俺は両手でやっと持てる程ほどの大きな盾たてを背負っていた。機動隊の持つ盾にも似た長方形のソレは、しゃがみ込めば体をすっぽりと隠かくせる程の大きさだ。

　──ここに挑むまで、俺の作戦は皆に伝えて居たし、打ち合わせだって十分にした。みんな、俺の言うことを聞いてくれると約束してくれた。

　そうやって信じられる相手、そして俺が把は握あく出来る限界がこの３人だった。パーティ最大の５人を集められなかった理由はそこにある。

「──勝てるさ」

　今回のリーダーとして、司し令れい塔とうとしてそう言い切る。

「正直に言うと、まだ赤坂くんの事を信じてません。勝てるかどうかも信じてはいません。けれど、一度ゲームをやる人間としての信念に、付き合ってみようと思ってます」

「なら上手うまく倒せたら、少しはゲームを見直せよ」

「そこは自分を、じゃないんですか？」

「そこまでうぬぼれてない」

「じゃあどこまでうぬぼれてるんだか」

　そんな堀井の苦笑いを背にして、俺達は因いん縁ねんの入り口広場に足を踏ふみ入れた。




　本来は冒ぼう険けんの入り口、ここから階段やエレベーター、あるいは奥へ進む道を選ぶ場所。他のパーティとの交流であったり、休きゆう憩けいに使われるような場所だけれど今は誰もおらず、まるで廃はい墟きよのようになっていた。




　グルルルルルゥルルウウウルルルル……。




　そしてその広場に入るなり、猛もう獣じゆうのうなり声が反はん響きようする。最近は１年生も入るのを控ひかえていたから獲え物ものが少なかったのかもしれない。

「──俺とお前も何度目の、対戦かな」

　俺は盾を両手で構え、皆の前に出る。打ち合わせ通りだ、誰も止めない。

　金を集めていただけじゃない。俺は丈と一緒にこの場に何度も来ていた。

　堀井から譲ゆずり受けた動画を見て、ドラゴンの動きを研究し、実じつ践せんし、何度も何度もその炎ほのおと爪つめ、牙きばに焼かれてきた。今、成績の上では『戦せん闘とう不能』と『全ぜん滅めつ』を一番多く記録する１年生になっているだろう。

　しかしそれは大した問題じゃない、今勝って、そして最終的にラスボスを倒す為ために必要な事だと確信していた、何も問題は無い。

「ほんと、キャラ性能に差がありすぎてクソゲーだと思うよ。だけどこんなの洋ゲーじゃままある話だし、最初に倒せたらボーナスがある強敵がいるゲームも少なく無い」

　そういった意味じゃゲーム気分だ。俺はゲームをする時のような落ち着いた気持ちで、腰こしのベルトについている『冒険カバン』から瓶びんを一つ取り出す。何度も立ち向かっているせいか、緊張する事も無かった。

「お前の攻こう略りやく法は出来た、そろそろ倒させてもらうぜ！」




　グギャァァアアアアアア──!!




　俺の声に応こたえるかのように、上からドラゴンが飛び降りてくる。地面を軋きしませ、大きく雄お叫たけびを上げる。そのタイミングで俺は瓶の中身を一気に呷あおり、空の瓶を投げ捨てると盾を構え前に出る。

　ドラゴンは──加藤を探している。

　自分の目に傷を付けた相手、そして一度は倒した筈はずの相手の匂においがしているからだ。恨うらみを晴らす為に狙ねらいたいのだろう、しかしその前に邪じや魔まなニンゲンがいる。

　ドラゴンの１ターン目の行動は必ず『火のブレス』だった。その鼻から炎が漏もれ、開かれた口から一気に吐はき出される。必殺の火か炎えんの息が容よう赦しやなく俺目がけて吐き付けられる。その火炎の範はん囲いには当然俺しか居ない。うかつに飛び込めば、揃そろって黒こげになるだけだ。離はなれた位置でみんなは見ていた。

　そして打ち合わせの時に言った事がある。

「あの火の息は俺が止める」

　その範囲は広く、加藤の身のこなしであっても避よけきれない。直ちよく撃げきを喰くらわずとも、手足を焼かれてしまうと暴れるドラゴンから逃にげられない。

　容赦なく俺の周りに炎が溢あふれ、周囲が真っ赤になる。──しかし。

「今だ、加藤ぉっ……！」

　その炎が止やむ瞬しゆん間かんに、俺は合図を出す。無傷じゃないけれど、生き残り──体の何処どこも焼け焦こげていない！

「はぁあああああっ！」

　盾を構え、屈かがむ俺の背を踏み台に一気に加藤が躍おどり出る。そして身を回すように振ふり切られる横よこ薙なぎの一いち撃げきは、かつて傷つけたドラゴンの片目に食い込み、以前よりも深々と斬きり裂さいた。




　グガァァアアアア……ッ!!




　その予期せぬ反はん撃げきにうなり声を上げ、身をくねらせるドラゴン。着地と同時に深追いはせずに加藤は引く。

（赤坂くんはここが勝機、とは言ってなかった。必ず、引くように……！）

　打ち合わせ通りだ。

　たとえ追つい撃げき出来そうなタイミングでも、俺が指示を出さない限り絶対に引く。ヒットアンドアウェイを徹てつ底ていする。そして今いま頃ごろは予定通りみんなが散っている筈だった。

「な、なんで……赤坂、無事なのよ!?」

　癒いやしの術を用意する堀井の声が聞こえる。後から聞けばこの時俺のＨＰは２割程しか削けずられていなかった──計算通りだ。

　理由は直前に飲んだ一服、あれは炎耐たい性せいが上がるポーションだ。用意できたのは安物なので、ほんの数十秒間だけ炎からのダメージを遮さえぎる効果しかない。

「いつ来るか分かってれば、この程度で十分なんだよ……！」

　そしてそれだけではなく、丈が俺に術をかけ、舞まい込む炎を風の防ぼう壁へきで逸そらして居たのも理由の一つだ。盾、アイテム、術。その三つを使ってレベル１の戦士である俺はドラゴンの炎から身を守りきっていた。

「加藤、一撃ずつだ！　絶対に深追いはするな！」

　そう指示を出し、改めて盾を構え──俺は１人、ドラゴンの正面に立ちはだかった。
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「──やっと、まともに戦いが始まったみたいですねー」

　そう言うのはＡ組担任の家鴨だ。

「先せん輩ぱい、完全に野球中ちゆう継けい見るような姿勢じゃないですか。今まだ勤務時間ですよ」

　ビールは流石さすがに我が慢まんしコーラ片手に彼女達はモニタに映る怜也達の戦いを見ていた。

　ここは迷めい宮きゆう監かん視し室。壁かべ一面に張り巡めぐらされた迷宮の映像の中から、手元のモニタで入り口広場の様子を大きく映し出している。

「でも、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ステラ、何が心配なの」

「……後ろに学園長いるのに、コーラと生ハム持ち込んでる事ですよ？」

　しかし振り返ると学園長は生ハムを摘つまみ、コーラでそれを流し込んでいた。

「ステラが面おも白しろい物が見られるかも、というから来てみたけど。本当に大丈夫なの？　今年の１年生、なんか脳筋ばっかりでそろそろドラゴンの攻略法とか小出しにしようと思ってたところだったんだけど」

　とりあえずコーラとおつまみに関しては怒おこられないらしい、とステラはほっとする。

「それだけじゃなくて、赤坂ですよ。彼！　なんか先輩が手を回して戦士以外出来ないようにしたって後から聞きましたよ」

「あー、まあね。魔ま力りよくが無いのは本当だけど、正直戦士が天職なのに斥候なんてやらせたらもったい無いじゃない？」

「ふぅん、天職。家鴨がそこまで言うなんて珍めずらしいわね」

「てん、しょく……？　な、なな、何言ってるんですか！　彼、にっちもさっちも行かなくなっておちこぼれ待った無しなんですよ!?」

　正直、戦士科の担当としてどう鍛きたえたものか。順当に訓練をする事は出来るが、しかしそれでは限界がある。

「ま、加藤みたいなアタッカーとして考えれば完全に落ちこぼれよね。ただ、戦士っていうのはそれだけでつとまる仕事じゃないのはステラ、あんたも知ってんでしょ」

　新しい生ハムを摘まみながら、しかし家鴨の視線は広場から逸れて居ない。

「──ディフェンダーも出来るコマンダーとして考えれば、赤坂は１年でも一番素質がある。少なくとも私はそう思うわ？」




　　　　[image: †]




「加藤は俺より後ろ！　回復受けたら左から前足に一撃、丈は十分に離れろ、堀井はそのまま加藤にヒール！」

　俺は、後ろを見ていない。盾が大きすぎて前だって視界が悪い。けれど大体の皆みなの位置は分かってる。ちらちら確かく認にんし、動きを予測し指示を出し──そして俺は真横から振るわれたドラゴンの尾おを盾たてで受けた。

　そこまでの流れも予想通り。上にはね飛ばされないように踏ん張らず、真横に飛べばゴロゴロと地面を転がり回るハメになった。

「がっ、ごほ、げふっ……！」

　四つん這ばいになり、転がった衝しよう撃げきで吐き気がするどころかえずくところだったけど、ここまでドラゴンの攻こう撃げきは届かない。そして奴やつが俺なんかを殴なぐってる間に加藤の離り脱だつが完かん了りようする。

　そして堀井が俺より先に加藤のＨＰを回復する。

　俺のとった戦術は一つ。パーティ皆を盾にして、加藤の攻撃だけを届かせる事だ。

「レベルの低い精せい霊れい術は、ドラゴンにほとんど効かない」と言い切り、丈のＭＰも全すべてサポートに回した。実際、俺と加藤は風の加護を得ており、今のように吹ふき飛んでも地面に叩たたき付けられるダメージは無い。

「よし、俺にこれ以上回復はいらない。丈は20秒後に加藤に切れ味アップかけ直し！」

　絶えず、皆に指示を飛ばし続ける。俺の指示する秒数という基準に慣れてない様子もあるけれど、その辺りは大体でもなんとかなる筈だった。

「……まだ、誰だれも、倒たおれてない……？」

　離れた位置、戦闘の邪魔にならない広場入り口からカメラを構えていた１年生を始めとした見学者達が呆ぼう然ぜんとしながらその様子を見ていた。どうせなら堀井の活かつ躍やくを撮とってくれ、と預けた奴やつ等らだ。

　皆が俺達の邪魔にならないよう、しかしその戦いを見守っている。

　パーティが全滅した後、次のパーティが波状攻撃を仕し掛かけるという案もあった。しかしこのドラゴンには一つの特とく徴ちようがあった。一つ目のパーティが壊かい滅めつすると同時に、暴走状態とでもいうのか、今までを上回る苛か烈れつさで暴れ回り、全く戦闘にすらならないのだ。

　つまり、最初のパーティで倒せるかどうか、そういった戦闘になる。

「加藤、次にあいつが突とつ進しんしたら脇わきががら空きになる、そこを狙うまで待機！」

　加藤が追撃をかけようとした瞬間に制止を入れる。そして加藤の攻撃が来なかった事で、ドラゴンが一気に助走をつけつっこんできた。

「丈残し、全員散れっ！」

　しかし分かり切った突進に巻き込まれたりはしない。俺と堀井は余よ裕ゆうを持ってその場を離れる。というか余裕を持たないと足の遅おそい俺は避けられない。

　そしてドラゴンの前には丈が残った。

「……よし、よーし……」

　丈は乾かわいた唇くちびるを舐なめる。術師を囮おとりにするなんてセオリーから外れるのもいいところだと思う。けれどこれは必要な事だったし、この中で単純に一番足が速いのは丈だった。

（きっつい仕事任せてくれちゃって、ホントさー──）

　丈は何でもやる、と言ってこの作戦も引き受けてくれた。

（僕の事信じてるとか言ってくれた以上、こたえてやらないとな）

　こっちから見ても危あやうい程ほどギリギリまで引きつけて──一気に横に駆かけだした。

　足の速さには自信がある、その言葉通りだった。ただ、ここで誤算があった──その時のドラゴンの動きを俺が今まで見たことが無く、予想が出来なかった事。

「──やべえ」

　丈の引きつけと回かい避ひは、出来る限りという意味では完かん璧ぺきだった。ドラゴンはそのまま壁かべにつっこむと思われたのだが、片足を地面に突つき立てドリフトをするように身を滑すべらせ、体を横から壁に押し当てる。全力疾しつ走そうしている丈は後ろを見る余裕が無い。

　首を伸のばせば、丈に牙きばがひっかかる距きよ離りまで来る。背中に生暖かい息と、ドラゴンの鋭するどい牙が迫せまる。

「まさか、壁の当たり判定で、突進の軌き道どう変えやがったのか……!?」

　ゲームだとままある事だが、実際に、なおかつその巨きよ体たいでやられるとは思わなかった。背後から丈が嚙かみつかれる、予想外の動きとフォローを考えてしまったせいで指示が遅おくれた。──そして予想外はもう一つあった。

「新田、頭から飛び込んでっ！」

　その丈の逃にげる先には堀井が居た。ドラゴンが壁に当たるか止まっていれば逃げ切れた距離だった。しかし逃げられず、しかし丈が逃げ損そこねたと思った瞬間、堀井は逆にその場にとどまっていた。

「堀井？　なにして──」

「いいから邪じや魔まっ！」

　その場に立ち──メイスをバットのように、そしてバッターボックスの打者のように構える。それを見て、丈は慌あわててメイスを避よけるために、まるでホームベースを目指すランナーのようにヘッドスライディングで下に飛び込む。

「いっけぇ──……っ!!」

　そして堀井のメイスが、フルスイングで叩き込まれた。

　元より、体を回し壁に押しつけ、丈に届かせるまで含ふくめドラゴンにとってはギリギリの攻撃だった。そして首を伸ばしきったところに、カウンターで叩き込まれたメイスは、ホームラン性の当たりを持って──快音と共にドラゴンの牙を打ち抜ぬいた。




　アガァアアッ!!????……!?




　折れた牙が吹き飛び、壁に突き刺ささる。ドラゴンはその痛みか、ショックか顔面ごと張り倒されたように、顔が弾はじける。

　──堀井は本来は癒し手よりも戦士としての才能が高かった事を後で知った。

　女子でありながらリトルリーグに参加し、小学生時代は男子の中で四番を争った強打者。それをからかわれ、女らしくなりたいとアイドルを目指し始めたのだ、と──。

「──や、やるじゃないか、堀井」

　丈が立ち上がりながら口笛を吹く、あれは恐おそらく本気で賞賛しつつも少し怯おびえていた。アイドルの卵が放った一打は、誰にも予想外だったけれど、正直助かった。

「はい、良い一いち撃げきでした、今なら──！」

　それを見て、加藤のやる気がみなぎっていた。負けていられるか、と気合いに満ちた一撃は無防備なドラゴンの脇わき腹ばらに深々と突き立った。




　グギャカアアアァアアアアー!!




　今度こそ、そのダメージにのけぞるドラゴン。その間に振ふり切った堀井を抱かかえるようにして丈はその場を走って離はなれた。

「堀井、殴れるなら言っといて欲しかったな！　作戦に組み込むから！」

「い、いやよ！　私、癒いやし系で可愛かわいくいきたいんだから!!」

　後に殴り愛系や撲ぼく殺さつヒーラーという不ふ名めい誉よなあだ名が付く事を彼女はまだ知らない。

　そしてこの戦いは録画されており、第１回パニックビーストホラーとあわせ、本来予測した所とは違ちがう層に喝かつ采さいと共に迎むかえ入れられる事も知らない。

「こっちもまだ、終わって……ないっ……！」

　加藤には「一撃入れたら引け」と口をすっぱくして言っていた。まさか一撃なんだから良いだろう、とそこで刃はを差し込んだまま攻撃を続けるとは思わなかった。

　今まで多用していた斬ざん撃げきではなく、刃を寝ねかせ前足の付け根に鋭く突きを繰くり出した。元より俺は柔やわらかそうな脇腹を狙ねらうように言っていたけれど、加藤の判断で「さらに弱い所」を突いたのだ。

　──関節部の皮や鱗うろこは柔らかく、その隙すき間まをぬうように両手剣けんの長い刃が深々と突き刺さる。そしてその皮、スジ、骨の手て応ごたえから椎奈は確信する。

（やっぱり、どれだけ大きくても『生き物』である事はかわらんっ……！）

　何度も刃を通し、その動きを見ればおのずとその生き物がどういうモノなのかというのは把は握あく出来てくるらしい。

（トカゲをばらした事は無いけど、動きは犬とか、猪いのししに似とる。なら、足の構造とか、関節も……似たトコがある筈はず……！）

　確信を持って刃をねじ込み滑らせれば、肉とは違う手応えを断った感かん触しよくが返って来る。

「──加藤っ！」

　その危機感からか、ドラゴンは大きく雄お叫たけびをあげ後ろ足で立ちそうな程にのたうち回り加藤を振り飛ばす。かろうじて剣の柄つかは握にぎったままだったが、そのまま振り回され剣が抜けるのにあわせて弾はじき飛ばされる。

　俺も誰も間に合わず、４ｍほどの高さまで高く投げ飛ばされ、宙を舞まう加藤。流石さすがにその高さから落ちれば、風の加護があっても大ダメージを喰くらう。

「……間に合え！」

　新たに精霊術のコマンドを入力する丈。巻き起こる風が加藤のもとに集まり、その服を大きくはためかせながら、たたき付けられる衝撃を大きく弱めた。

　受け身を取り、地面を何度も転がる加藤。その加藤を、ドラゴンは怒いかりに満ちた目で捉とらえて居た。

「だから無む茶ちやすんなって言ってんだろ！」

「そ、その分の見返りはあったんじゃなかと!?」

　俺は慌てて加藤の所に駆け寄る。ドラゴンのその鼻からは、吐と息いきと共に炎ほのおが揺ゆらぎ見え隠かくれする。走りながら対火ポーションを飲んでいる余裕は無い。

　実際、体を起こし見下ろすようにしたドラゴンのその脇からは止めどなく血が流れ出していた。狩しゆ猟りよう、そして解体の知識からドラゴンの臓器の位置にあたりをつけ、加藤はその心臓あるいはそこに繫つながる大きな血管を断たち切っていた。

　リスクとして吹き飛ばされ、ダメージは受けたものの戦えなくなる程じゃない。

「赤坂くん、またあの火が来ますよ！」

「分かってるっ！」

　俺以外の全員が、ドラゴンの火か炎えんの息を恐れていた。距離を取ろうが結局はドラゴンが火を噴ふけば黒こげにされて終わりだ。だけど恐らく、ドラゴンの炎は制限がある。回数だか、ゲージだか知らないけれど連発出来るもんじゃない。俺はそう見ていた。

　実際、出会い頭がしらに一度吹いた後はドラゴンは必ず直接攻撃で蹂じゆう躙りんしてきていた。例外は連戦した場合の発狂モードだ。この時は際限なく火の息を吐はき散らす。

　今も風船のようにドラゴンの胸から腹が大きく膨ふくらみ、傷口から血を噴き出しながら、火炎の息を俺達に向けて吐きつけてくる。

　加藤を庇かばうように前に立ち、真正面から俺はその火炎を受けた。

　薬、そして加藤を助けた事から丈の術による加護も、間に合わない。

　盾たてと、自分の体だけ。暴風のような音が鳴り止やみ、炎が収まった時──。

「思った、通りだ……耐たえてやったぞ！」

　その盾、体の至る所から焦こげた煙けむりを立てながらも、俺は倒たおれずにそこに立っていた。

「な、何でピンピンしてんの!?」

　実際、俺のＨＰはこの一撃で半分以上が削けずられていて、決して余裕がある訳じゃない。

「俺に回復はいらない、堀井も殴なぐれ！　加藤も無茶は──あと１回な！」

　バッグから買い込んだ回復薬を取りだし、指示を続けながら加藤に投げ渡わたす。俺の体には全身がひりつくような痛みが走っていたけれどその程度だ。息を吸えば喉のどが貼はり付きそうだし、盾の焼ける焦げ臭くささに鼻がおかしくなりそうだったけど、それもその程度だ。

「もう１回は無茶していいんですね!?」

「さっきと同じくらいダメージが入らないならダメだ──うぉっ!?」

　火の息を耐えられ、怒り任せにつっこんでくるドラゴン。俺の動きが遅れ、その突進を喰らいかけたところで加藤が俺の体を押し倒して逃がしてくれた。

　すぐ目の前を突き抜ける巨体の風圧を受けて、今いま更さらながらに背筋が凍こおる。

「……助かった」

　──加藤が、攻こう撃げきよりも俺を庇ってくれたからこそ、助かった。

「自分の身くらいは守れるようになって──それで、次は？　瑞樹ちゃんも警けい戒かいしてるから、相手の動きがかわっと！」

　加藤は直ぐに動かず俺の指示を待つ。相手の残り体力の概がい算さん、堀井という新たな戦力を踏ふまえて作戦をリアルタイムで動かしながら立て直す。

「──丈、囮おとり！　俺を狙ってない時に引っ張れ、堀井はそっちで横からぶん殴れ！」

「や、やっぱりやんないとダメ!?」

「どうせもうＭＰ無いんだろ、分かってるんだぞ！」

　これまで何度魔ま法ほうを使ったか、俺は全すべて把握していた。それだけじゃない、全員の残りＨＰ、ＭＰ、アイテム数、狙われた回数、ドラゴンの繰り出した攻撃、そのパターン。それを踏まえた上で、次の動きを指示していく。

「怜也、僕もそろそろＭＰがきれるぞ」

「じゃあ最後は俺と一いつ緒しよに加藤の盾だ、出来るよな！」

「随ずい分ぶんと人使いの荒あらい事で──だけど了りよう解かいだ」

　言葉の割にやる気を見せ、手帳をセットしてある杖つえを一ひと振ふりしそのまま構える。

「赤坂、ホントに倒せるんでしょうね！」

「倒せる！　火も精々あと１回しか吐けない！」

「根こん拠きよは！」

「昔のＲＰＧはそういうのが多かったからな！　ゲージだとしても溜ためさせねえよ！」
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　その声は、迷宮監かん視し室にも届いていた。

「そうなんですか、学園長？」

「う、うん。まあ、その辺りを参考にしてるからね？」
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　古いＲＰＧに、ドラゴンは一日に決まった回数しかブレスを吐けないというモノがあった。そしてそのブレスの威い力りよくも、残り体力に比例する。そのシステムを俺は知っていた。もっとも、そうとは限らない、少なくとも確信するまで確かめられなかった。

　しかしブレスに確信は無かったけれど、他ほかの事に関してはいくつかの確信があった。

　特に大きい物はそのドラゴンの『残りＨＰについて』だ。それは入学式のあの日、ドラゴンと戦った時の経験で得た物だった。

「あいつは、新入生30人でかかれば倒せる程度の強さなんだ」

　家鴨先生がそう言った言葉を根拠に計算をした。

　あの場では誰だれも魔法を使えない、アイテムも無い。ただ皆みな、銅の剣つるぎだけを持って居た。それが30人。恐らく最大攻撃力は加藤だろう。まさか30人がアリのように取りついて殴り続ければ倒せるような相手だとは思わない。そうではない最適解──恐らくは、まずブレスを誰かが受ける。そしてその後、今の俺と丈がやっているように囮を用意してドラゴンの攻撃を避よけるか、受けるとしても１人で受ける。

　そうして出来た隙すきに加藤が斬きりかかる。

（あの場でそんな事が出来ないとしても──）

　初対面の30人で連れん携けいが出来る訳が無い。しかし、その最適解でもしも倒せるのならば。そしてもう一つ大事なのは、銅の剣を持った加藤でもドラゴンに『ダメージを与あたえられる』という大前提。ならば、倒せる。そう、ドラゴンは倒せるのだ。

　そう確信した後に、俺はそれを実行に移す為ための準備に入った。

　どうやって最大攻撃力を当てるのか。最大５人でしか挑いどめない以上、敵の攻撃１回に対して１人を犠ぎ牲せいにする訳にはいかない。

　ドラゴンを知らなければならない。その為に俺は堀井のビデオを頼たよった。スカートとか太ももとか凄すごく気になったけれど、それは余よ裕ゆうができてから見ればいい。それこそ格かく闘とうゲームで鍛きたえた集中力とコマ送りやフレーム単位での動きを解かい析せきしてみれば、ドラゴンの行動パターンは生き物というより、まるでコマンド入力されているかのような癖くせが見えてきた。動きの溜めから発動までの時間が一いつ致ちしていたのだ。

「じゃあ、最近居なかったのって部屋に篭こもってただけじゃなくて!?」

「何度もぶっ倒されたからな、死神とも随分仲良くなったよ！」

　早い内に自分で使える一番強い、大きい盾を用意していた。武器は最初から諦あきらめて居た。そして盾を持ち、ドラゴンに立ち向かい──なぎ倒され続けた。

「全く、ゲームのハンターどもがどれだけ人間離ばなれしてるか思い知るな……！」

　盾を構えていようが、迷めい宮きゆうの『戦士』という有利な補正を受けていようが、俺本人はギリギリのラインで戦士になれた高校生に過ぎない。

　だが、しかし。そうして打ちのめされているうちに俺は確信していた。

「──結局、あいつもゲームなんだ」

「それは、どういう意味で言っとるん？」

　離はなれた所で丈が囮になり、攻撃の手が緩ゆるんだところで俺は加藤にそうつぶやいた。

「どんなに良く出来てても、パターンが限られてるんだ。良く見れば同じ動きを組み合わせて、それで動いてるに過ぎない」

「まさか──そんな風にはとても見えなかよ!?」

「でもそうなんだ。都合の良いように誘さそってもいるし、そうでなかったら、俺があんなのの攻撃受けられる訳が無いだろ」

　俺は正しよう真しん正しよう銘めい、パーティ最後の回復薬を加藤に放ほうる。これで回復は底をついた。

「で、赤坂、あとはどうするの？」

　堀井が駆かけ寄り俺達に合流する。

「怜也、また火の息が来るぞ！」

　その叫さけび声を聞き、俺の腹は決まった。これまで集めた情報、今まで与えただろうダメージ、そして自分達に残されたリソース。それをまとめ、ここで決める事にした。

「──丈がそっちでブレスを受ける、その後俺があいつの攻撃を喰くらって向こうのターンはそこまで、そこで一いつ斉せい攻撃！　そのまま終わりにする！」

「本当に終わるん!?」

「終わる、というかそうじゃなかったら先生に文句言ってくれ！」

　でなければ入学式の日、倒せる訳が無かったのだ。

「当然だけど私も殴るのよね、ソレ……」

「頼りにしてるぞ、四番打者！」

　殴るフォームから野球経験者だと思ってそう言うと睨にらまれた。

「最後までほんとに僕も使い潰つぶす気だな」

「金持ちのイケメンだろうが特別扱あつかいなんてしないからな。立派に犠牲になってこい！」

　むしろそうやって、俺自身と同じように使い潰す方が丈は生き生きしていた。気をつかわれない方が好きなんだろう。

「頼たのむ丈。その後直ぐに俺もぶっ倒れるけど、お前が先だ」

「──ま、しょうがないな。自分もやるって言ってるなら、僕だってやってやるさ」

　丈が犠牲になろうとも、一斉攻撃のチャンスを作るのはその後の俺だ。

　そしてドラゴンが、今日３度目のブレスを吐く。傍はた目めに見て、確かにその勢いは弱まっていた。しかし、それでも唸うなりを上げる必殺の攻撃である事には変わりは無い。

「後は任せるしかない、か。今はしょうがないと思っておくかな」

　その炎は一番近くまで来ていた丈を狙ねらう。今まで引いた位置で見ていた炎は、本当に弱まっているのかと思う程ほどの勢いで丈に迫せまる。

　丈も棒立ちでいる訳ではなく、その俊しゆん敏びんさを生かしドラゴンの懐ふところに潜もぐり込もうとした。炎ほのおは吐はかせてしまえば良いのだ、そしてあわよくば一いち撃げきを入れたり、あるいはドラゴン自身を焼かせたり出来ないかと思ったのか。

　その願いは──届いた。スプリンターとして丈は加藤よりも速い。

「は、はは！　これでも喰らっとけ！」

　加藤の抉えぐった傷口に、杖を振ふりかぶりたたき付ける。職業の補正も、武器としての攻撃力も低い。微び々びたるダメージしか与えられない──しかしそこで終わらなかった。

　手に持っていた精せい霊れい召しよう喚かんの補助具である鳥羽のアクセサリーを握にぎりつぶす。当然使い捨てになるが、その瞬しゆん間かん杖の先せん端たんにミキサーのようなかまいたちが巻き起こる。




　グギャァァアアアアアア……!!




「──よっし。後、任せたからな！」

　傷口にそれをねじ込まれ怒ど号ごうを上げるドラゴン、しかしそのまま丈ははね飛ばされた。ＨＰが０『戦せん闘とう不能』になり、戦闘から除外される。

「──任されたっ！」

　そして次に近づいて来た俺に対し、ドラゴンが向き直る。

　大きく振りかぶられる右前足。しかし──。

「それで俺が何度やられたと思ってんだよ……見せすぎたなっ！」

　足が遅おそくても、戦士として向いてなくても、ゲームオタクでも……！

（……凄い、赤坂くん本当に分かってるんだ……!?）

　俺はその攻撃が来る前から盾たてを構えていた。正面から受けるのではなく、斜ななめに構かまえてそれを滑すべらせる。振り下ろされる爪つめが盾を捉とらえ、けれど目測通りの一撃をぎりぎりのところで受け流した。

「はっ、その程度かよ……！」

　完全に強がりだ。両手で構えた盾に受けた衝しよう撃げきだけで俺のＨＰは削けずられていた。しかしその振りかぶりでドラゴンの動きにも制限がかかる。

（ここで、ヤツの近くにいるのが俺１人。その場合は、こっちに追つい撃げきが来る──！）

　そして俺の予想通り、ドラゴンが首を伸のばし嚙かみついてくる。奥から押し込まれるその動きを、盾で受けて足まで震ふるえている俺には避ける事が出来ない。

「堀井、左前足を殴なぐれ、後は──」

　開かれた顎あご、堀井に砕くだかれ乱ぐい歯のようになった牙きばが目の前に迫る。

「──後は、任せて」

　その加藤の声に安心して、最後の力を振り絞しぼる。敵の口に対しさらに一歩踏ふみ込み、俺は肩かたで盾をねじ込んだ。そしてそのまま一気に嚙み砕かれＨＰが０になる。入学式の日のように、そしてこれまで何度も挑んでいた時のように体が動かなくなっていく。

　既すでに何度も喰らった『戦闘不能』の感覚、けれど絶望感は無い。

「だけど今日は、仲間と一いつ緒しよに勝ちに来たんだ……ざまあみろ！」

「あーもう、もうこうなったらやってやるわよっ……せーのっ！」

　そして回り込み、上半身を支えていた左前足に対し、堀井が容よう赦しやのないフルスイングを叩たたき込む。肉を打つ鈍にぶい音が響ひびき、ドラゴンの体が斜めに傾かたむく。
















　俺を殴る為に右前足でのフルスイング、そこからの嚙みつき、そして堀井の一撃を左前足に受け、崩くずれる体を支える為に尻尾しつぽを使ってしまえば、攻こう撃げきに回す事も出来ない。

　そして最初の布石が生きる。

　──ドラゴンの左目は、目が見えなくなっている。そちらから迫る加藤に対し、明らかに対応出来て居なかった。

「……加藤椎奈、いきますっ！」

　ドラゴンのターゲットから、加藤が完全に外れる。

　皆で作ったチャンス、それは決して長くは無い時間だった。

　細く息を吸い、そして全すべての意識を集中させる。

　──堀井をはねのけようと上げた首の下に加藤は潜り込み、その喉のどを斬きり裂さく。血ち飛沫しぶきがあがり、ドラゴンの苦く悶もんの声に喉からこぼれる呼気の音が混ざる。全身をドラゴンの血の赤に染めた加藤は止まらず、大きく舞まうように両手剣けんを操あやつる。全身を回し、２度目の斬ざん撃げきを見み舞まう。

　──けれどまだ止まらない。

「きゃぁああああ──っ！」

　堀井がついに吹ふき飛ばされ、宙に放ほうり出される。しかしドラゴンを斬る事だけに集中している加藤はその悲鳴を無視した。

（──今は、瑞樹ちゃんの所に行く前に、やる事がある！）

　振り上げ、斬り裂き、突つき刺さし、砕く。




〝加藤の伝える剣〟は人を相手どる物であり、自分より巨きよ大だいな生物を斬る為ための技わざは無い。しかし、その技を加藤はこの場で応用し、有効な技を選び、その命を削り取る。




　グギャァァアアアアアアアア……[image: !!!]




　怒いかりと、そして手負いだからこその大暴れが加藤を襲おそう。巨きよ体たいというのはそれだけで武器だ。狙う事も無く、ただのたうち回って近くにいる外敵を粉ふん砕さいしようとドラゴンが暴れ回る。

　だが。

「──その動きは、赤坂くんがさっき教えてくれました！」

　俺は確かにドラゴンの動きを把は握あくしていた。その腕うで、首、足、胴どう、尾おの可動範はん囲いを見切り、その隙すき間まに加藤を滑り込ませていた。

　いかに暴れようとも、足の届く範囲が変わる事は無い。一撃離り脱だつ、それを繰くり返していく中で、加藤は戦いながら攻撃の回かい避ひを学んでいた。




　最後の一いつ瞬しゆん、その隙間をくぐり抜ぬけ──加藤は懐に潜り込む。丈が拡ひろげたその傷口の奥ではドラゴンの心臓が脈をうっていて、その裂けた傷口に剣を突き立てる。




　ギァァァアアアアア────…………。




　ドラゴンは断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、そのまま倒たおれ込んだ。

「──加藤!?」

　転がる堀井が体を起こし、ドラゴンの下した敷じきになった加藤を呼ぶ。

　完全に腹の下に入っていた上に、倒れる瞬間になるまで剣を放さなかった。逃にげるよりも、倒す事を優先したのだ。

「こ、の……！　ん、ぐぬぬぬぬ……！」

　ふらふらになって駆かけ寄ると、堀井はドラゴンの体をどかし加藤を助けようとする。けれど１人の力では動かせない。

「……おい」

「──あ、ああ！」

　遠巻きに見ていた一同が、互たがいに頷うなずき１人、また１人と広場に足を踏み入れる。ドラゴンは倒れた。それならば、入らない理由は無い。

「いくぞ、せーのっ……！」

　力をあわせ、ドラゴンの体を持ち上げ、何とか加藤を引っ張り出そうとする。

　そして。

「加藤っ……！」

　堀井がその隙間から加藤を引っ張り出す事に、成功した。

「は、ぁ……死ぬかと、思ったよ……」

　体に力が入らずそのまま押し倒すように倒れ込んでしまう。

「わ、わわわ、ちょっとぉ……!?」

　そして堀井も支えきれず、２人そろって倒れてしまう。

「あ、ああもう……折せつ角かくドラゴンを倒したのに……！」

　起き上がろうとしても、どちらも力が入らない。

「──はは、ほんと。これじゃ、締しまらないね」

　起き上がれず、座り込んだまま、２人はふきだし、そして笑い出す。

　だがしかし、ドラゴンは倒した。

　その笑い声は皆みなに伝わり、いつしか──皆が、笑って居た。

「……生きてるか、怜也」

「ボロボロだけどね」

　そして離はなれた位置。戦闘不能になった俺達は手を出す事が出来ず、その様子を眺ながめていた。本来は直ぐに連れて行かなければならないのに、死神も空気を読み少しだけ待ってくれていた。




　──かくして、１年最初の難関。『ドラゴン急きゆう襲しゆう』は終わりを告げた。
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「かんぱ───い！」

「乾かん杯ぱい！」

　俺達４人は、改めて食堂に集まり缶かんジュースをぶつけ合う。

　ドラゴンを倒したささやかな打ち上げだった。

「やー、ほんとに倒せちゃったねー」

「ほんと、信じてはいたけど驚おどろくね──」

　上じよう機き嫌げんの堀ほり井いと、普ふ段だんとは違ちがい本当に嬉うれしそうな様子の丈じようが笑え顔がおを浮うかべる。

「……確かに、勝ちました。勝てちゃったよ」

　そして、静かにジュースの缶を両手で持った加か藤とうがぽつりとつぶやく。

「私達、ホントにあのドラゴンを倒したんだよね？　今度行ったらまた居たりしないでしょうね……？」

「多分出てこないんじゃないか？」

「──出て来ても、また倒せばいいさ」

　けど、それだけの話だ。一度倒せた相手を二度と倒せない道理は無い。

「はは。確かにそうだ、また倒せばいい。その通りだな」

「ま、ね。１回勝ったんだし、次も勝てるわよね」

「──そうだ、５回やれば１回は勝てる」

　俺の何気ない一言に、一瞬皆みながあっけにとられた。

「──はぁあ!?　ちょっと赤あか坂さか、それはどういう意味よ!?」

「どういうって堀井、言ったままの意味だぞ。５回戦えば、１回は勝てる。もっとも、そんな心配しなくてもいい。あいつはもう出てこないよ」

「何でそう言い切れるんだ？」

「さっき購こう買ばいに行った時に家鴨あひる先生がそう言ってた」

「ああ、なるほど。それなら一安心……だけどさあ？　だけど何、５回に１回って！　さっきは勝てたじゃないの」

「それはドラゴンがデレたからなー」

「デレ……何、ソレ」

　どこから説明したもんか、俺は愛飲してる毒々しい色の炭酸飲料を口につける。

「あいつの行動パターンは大体分かってるって言ったろ。その中にどうやっても対処出来ないのがあったんだよな。出来るだけそうならないようにはしてたけどさ」

　突とつ進しんからの突進、さらに突進とか続けられたら壊かい滅めつは不ふ可か避ひだった。

「あいつの行動を制せい御ぎよしてたって、怜れい也やは随ずい分ぶん簡単に言うけどよく出来たな」

「結局、なんだかんだでゲームっぽいって事？」

「……そう、かもな。やっぱり大だい迷めい宮きゆうそのものがわざとそうしてる気がする」

　そう思いながら、ただ俺は覚える違い和わ感かんの理由を上手うまく説明出来そうに無い。

「と、とにかく。もうドラゴンが居ないならこれから普ふ通つうに迷宮を探たん索さく出来るって事よね！　これから私のアイドル活動が始まる訳で──あの、なんでみんな目を逸そらすのよ」

「……一応聞いとくんだけど。瑞樹ちゃんって癒いやし系で頑がん張ばっちゃうアイドルで行きたいんですよ、ね？」

「そ、そうよ!?　何、なんか文句あるの？」

（ドラゴンに襲われるパニックムービーからスタートして、次はそのドラゴンの顔面にフルスイング入れる癒し系アイドルかあ……）

　皆の心が大体一いつ致ちする。

「分かってる、分かってるわよ！　正統派からどんどん遠ざかってるって……ええ、分かってますとも」

　すでに堀井も自分のやらかした事、そして何が面おも白しろがられるかくらいは分かっているようで、ついつい遠い目をしてしまう。

「め、目立たないよりいいんじゃないかな？」

「それは、確かにそうなんだけどね」

　堀井の前ぜん途とに、皆が優やさしさから言葉を濁にごす。

「あ、そうだそうだ！　赤坂、それでアレどうなったの！　ドラゴンの素材で何か装備作れたんでしょ」

　その空気を察し、堀井が無む理り矢や理り話題を変える。

　購買にならぶ装備は、個人毎ごとにカスタムできる特注品をはじめそれなりに高い装備は揃そろっているが、ゲームにありがちな『精せい霊れいの加護を受けた剣』や『不死鳥の血で鍛きたえた刀』のようなファンタジー製品は並んで居ないのは先生に聞いていた。

　だが迷宮のモンスターの中には『素材』を落とすのもいて、そういった物を集め持ち込む事で特別な装備品を作って貰もらう事が出来る。今回もドラゴンはＧ円になる換かん金きん物の他に『ドラゴン素材』をドロップしていて、その素材もＧ円にする事は出来たが、記念に何か作れるなら作ろうという事になり、俺がそれを購買に持ち込んでいたのだ。

「それで、何が出来たんだ。剣けんとか武器か？　それとも盾たてとか、鎧よろい？」

「……ソレなんだけど、これが出来た」

　正直気は進まなかったんだけど「何でも良いから作れる物があればそれ」「何を作るかは俺に任せる」という話だったし、実際作れてしまった物があった。

　アイテムはカード化する事が出来て、そこには画像と説明文が載のっている。俺のさしだしたカードを加藤が手に取り──目を細めた。

「……ドラゴン、ビキニ？」

　それを聞き、堀井が迷わず俺の首を絞しめながら冷たい目を向けて来た。

「赤坂……あんた、自分の趣しゆ味み全開で何作ってきてんのよっ！」

「ち、がっ！　話を、聞け！　俺だって、あえてそれを選んだ訳じゃ、無い！」

「堀井。とりあえず話だけは聞こう。文句があればその後に言えばいいだろ」

「ちっ……話だけは聞いたげるわ」

「げほっ……ごほ、あのな。家鴨先生にもきちんと確かく認にんして貰ったんだけど、あのドラゴン１匹ぴき分じゃ、このくらいしか作れなかったんだ」

「ちょっと待って下さい。つまり、あんなのが迷宮には何匹ひきもいるって事？」

　加藤は驚きつつも嬉しさを滲にじませているように見えた。

「……入学式の日も言ってたしな。で、何匹も倒たおせば鎧とか盾とか作れるらしいけど──」

「１匹程度じゃ、この……ビキニくらいしか作れなかった、と。だけど他の鎧もそうなんだし、制服の上に着る形になるんじゃ無いのか？」

　ドラゴンビキニ。俗ぞくに言うビキニアーマーでまさに水着のビキニと同じ範はん囲いしか覆おおっていない代しろ物ものだった。実際、最初に支給される物も制服の上から要所を守るだけの追加アーマーのようなものだった。

「……それが、ならないみたいなんですよ。これ」

　改めてカードを見ると、なるほど。そこには丁てい寧ねいにも、ほぼ素す肌はだにコレを着る形になるような記述があった。

「……見た目はともかく、性能だけは段だん違ちがいに良いな」

「ちょっと待って？　私にも見せて──うっわ、すご!?　赤坂が持ってたあの大きい盾より防ぼう御ぎよ力あがるんだ、コレ」

「……しかも、なんでこんなに装備制限が緩ゆるいんですか」

　戦士、斥候、癒し手。そしていずれかのステータスがＢ以上である事。それがこのドラゴンビキニの装備条件だった。つまり──。

　──誰だれが着るか。女子２人の視線が一気に交差する。

「やっぱ。前に出るんだし。防御力必要な戦士が着るべきじゃないかしら？」

「い、癒し手が無事だと、回復出来て良いのはわたしも理解したし！　それにアイドルとしてこういうアピールも悪く無いんじゃなかと？」

「ぬ、脱ぬぐのはまだ早いわよ！　水着ＰＶとかならまだしも！　それに、私みたいなのより加藤の方が胸大きいし、いいんじゃないの!?」

「加藤やっぱ胸でかいのか──」

　思わず俺が反応すると、加藤が顔を赤くし堀井がやけっぱちな笑みを浮かべる。

「ふふふふ、まだまだ女を見る目が甘いわ。ほら、男共も巨きよ乳にゆうの方がいいでしょ」

「え、ええ？　それは関係無いでしょう!?」

　女子同士がカードを押し付け合い、しまいには投げるようにして相手にたたき付けていく。現段階の１年生が持つには最さい高こう峰ほうのアイテムに対して、扱あつかいがぞんざい過ぎる。

「はは。それで怜也は誰が着るのが一番だと思う？　好みでもいいし、角が立たないようにするならいっそゲーマー視点の効率重視で言ってもいいだろうしな」

「そ、そうね。何だかんだで今回のリーダーも作戦立てたのも赤坂だったし、確かに一番納なつ得とくいく人選ね」

　丈は面白がってるだけだろうけど、その成果を認められるのにやぶさかではない。

「ふむ。本当に効率だけ追い求めるなら──俺かな」

　ピタリと一いつ瞬しゆんで争いが止まり、そこには静せい寂じやくがうまれた。平へい穏おんが戻もどった。しかし恐きよう怖ふが生まれた。

「な、何を言っているんです、か？」

　おそるおそる問いかける加藤だけど、根こん拠きよはあった。

「良く見ろ、装備制限に性別が無いだろ。俺は戦士で、一応Ｂステはあるから着られる。前衛でディフェンダーやる上に、元々防御力を頼たよりにしてるトコもあるんだ。効率って意味だけで言えば、俺一択たくだよ」

　迷い無く言い放つと、流石さすがに３人が一歩引く。

「……赤坂、そういう趣味があったの？　うわぁ」

「あるかよ！　だけど、別にビキニっつっても男が着たらバーバリアンみたいになるだけじゃないのか？　人に毛皮着せて笑ってたのは何処どこの誰だよ」

　腰こしミノに棍こん棒ぼう、頭には動物の骨の兜かぶと。何とかザ・グレートとかそんなビジュアルをイメージしている俺だけど、どうやらそうではなく、オネエ的なイメージの匂においを感じる。

「野性的っていうか、ああいうのが、良いのかしら？」

「誤解しかねえ！　俺だってどうせなら女の子のビキニを見たいに決まってるだろ！」

「……あ、ああ、良かったぁ……」

　あからさまにほっとする加藤と、なんか密ひそかにため息を吐つく堀井。

「ああ、そうやって自分で確保しておいてあの彼女に着せて楽しむつもりか？」

　そこに丈がさらに爆ばく弾だんを投下してきたけど、どういう意味だ。

「誰だよ、彼女って？　まさか、加藤か堀井相手に何か勘かん違ちがいしてるのか」

「……いえ、わたしたちじゃなくて、二にノの宮みやさんの事じゃ無い、んですか？」

　こくこくと肯うなずく堀井。ニヤニヤとする丈だけど、やっぱそういう事か。

「何言ってるんだ？　紺こんは男だぞ」

　今度こそ、３人の時間が止まった。さっきのを静寂というのなら、こっちは無だった。

「「「はぁぁああああああああああああああああ!?」」」

　そして３人の声が重なり、大きく響ひびき渡わたる。

「うるさい。確かにそう見えるのも分かるけどアレは男だ、男。考えてもみろ、親の居ない同い年の女の所に男がずっといりびたってたらそれはそれで問題になりかねないだろ」

　学校なら制服だけど、３人は私服しか見てないし間ま違ちがえるのもありうるだろう。とはいえ俺からしてみれば昔から紺は紺なんで、どうにもその感覚が分からない。

「今、適当に言い逃のがれしようとしてない？　ごまかそうとしてなかと？」

「だったら後で中学の時のブレザー着てる写真見せてやるよ」

（それもコスプレとかの可能性が……いえ、でも……あの二ノ宮、くんが男の人なら、それは……それはっ……！）

　納得してない加藤と、紺についてぐるぐると悩なやみ出す様子の堀井。紺が男だと聞いた人にままある顔をしていた。

「まーあいつ、細いし小さいし髪かみも肩かたまであるしなあ」

　本人曰いわく、短くするとくせ毛が酷ひどくなるからある程度長くないと大変なんだとか。

「いやいやいやいや、あれ狙ねらってるから。本人は自覚して服とか選んでるから。自分がどう見えるか分かってる人だから、絶対」

「だけど。え？　に、二ノ宮さんが、男の、人……？」

「どうした加藤、何かやらかしたか？」

（お、おおお、男の人に、初めてあったのにあんな話を!?　うわ、なん、なんなん!?　はずかしかぁ──……!?）

　急にもだえ出す２人を差し置いて、丈が一つ咳せき払ばらいをする。

「まあ怜也自身が着るっていう気持ち悪い案を無しにした場合、誰が一番良いんだ」

「加藤」

「ぶば───っ!?」

　気き恥はずかしさから一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいになっていた加藤が、口から色々吹ふき出した。

「うわ、きったな!?　赤坂が変な事言うから加藤がジュース吹いちゃったじゃない！」

「あ、ああああ、赤坂くん、それはどど、どういう意味なん……!?」

「いや、やっぱり前に出ざるを得ないし。それに両手剣使うなら鎧で防御力確保しておいた方がいいだろ。堀井の場合は事故対策だけど、加藤は常に必要なんだから」

　殴なぐられる前に斬きり捨てられる相手なんてたかがしれてる。それに小さいダメージを無視できるっていうのはかなり大きい。

「た、たしかに……あの赤トカゲの攻こう撃げきをさばいてた赤坂くんの言う事だから、そうなのかもしれんけどぉ……」

「それにドラゴン素材だけあって、火の耐たい性せいもつくぞ」

　正直、コレがあればあのドラゴン相手の勝率は跳はね上がるレベルだった。

「やった、加藤だ！　ほら、着なさいよ！　強いのよ！」

「ま、まだ着ると言っとらんよ……！　次、次に何かこんな装備が手に入ったらその時は瑞みず樹きちゃんの番なんよ!?」

　どうやら加藤がこのまま押しつけられて次からまさかのビキニアーマーか、と落ち着きかけた時だ。

「──僕は異論は無いけど。加藤達も『次』があるんだな」

「……それどういう意味で言って、ますか？」

「今いま更さらって感じもあるけど。これからも同じパーティで挑いどむつもりがあるんだな、って確認だよ」

　俺は丈の言葉に何も言えない。堀井も黙だまって加藤の言葉を待って居た。

　俺と加藤はあの決けつ闘とうの後から、必要な事以外をきちんと話していなかった。ドラゴン戦でうやむやになったけれど何も解決はしていないのだ。

　そして待っていると加藤は一度部屋に戻った時に持って来たという、バットほどの包みを手に取った。紺と一いつ緒しよに居た時に持って居た物だ。

「……まずは、赤坂くんを侮あなどっていた事を、きちんと謝ります」

「加藤」

「強さというものは、いくつも種類があるって分かりました。特にこんな場所では、赤坂くんの持つゲーマーとしての強さも武器になる。それにその強さを理由にした覚かく悟ごも、決して甘いものじゃない……ごめんな」

　立ち上がり、俺の前で深々と頭を下げる。改めてそんなしっかり謝られるとこそばゆくて、助けを求めるけれど丈も堀井も笑って見てるだけだった。

「あー、いや。そう言われると照れるし、そんな大したものじゃない。それにやっぱり加藤の方が、えっと……その強さの方が、大変だったと思う──とりあえず、顔を上げて欲しい、やりづらい」

　何とかそういうと、加藤がゆっくり頭を上げる。その真ま面じ目めな表情に──こんな状じよう況きようなのに、一瞬見とれてしまった。綺き麗れいだと思ってしまった。

「……これからも一緒に頼たのむって事で、いいんだよな」

　それを誤ご魔ま化かすように、俺は加藤に手を差し出す。

「ええ、そう言ってくれるのなら──こちらこそ、これからもよろしく」

　そう言って加藤は──握あく手しゆを求めていた俺の手に、持っていた布包みを握にぎらせた。

　紫むらさきの布に包まれたソレを握ってみれば、刀やそれに類する物としか思えなかった。

「……んん？　あの、加藤さん。ここは握手の流れでは？」

「え？　てっきりあの赤トカゲ戦で先読みをしたようにわたしの意図を読んで手をさしだしたのかなって思ったん……だけど」

「そんな訳あるか、ってコレは……？　木刀？」

　加藤に視線で許可をとりつつ、中身を取り出すとそれは握り手に使い込まれた痕こん跡せきのある木刀だった。

「わたしが実家で訓練用に使ってた物でね。赤坂くんの強さも強さだけど、やはり心得があるに越こした事はないから。だから、その……」

　何故なぜか加藤は、酷く照れたまるで年とし頃ごろの女の子のような表情と仕草を浮うかべる。これはこれで可愛かわいいじゃないか──と思ってしまっていいのだろうか。あいかわらず、対応に困る。

「……それを使って、訓練して欲しいと思って、実家から送ってもらって……だ、大事に、してくれると嬉うれしかよ」

　これは、ラブレターか何かなのか。しかし訓練用の木刀に愛はあるのか。丈も堀井も戸と惑まどっていて、そして俺にどうにかしろと視線で訴うつたえかけてくる。

「……分かった。大事に使う、少しでも加藤にこっちでも認めて貰もらえる男になるように、がんばるよ──」

　──そうでなければ、迷めい宮きゆうを攻こう略りやくするなんて言ってられない。そう続けるつもりだったのに、加藤はまるでラブレターの返事を貰った少女のように顔を赤らめて俺を見る。

「……なんだこれ。特に加藤」

　そうだ堀井、もっと言ってやれ。これはその、何か違ちがう。

「そういう堀井は見てるだけで良いのか？」

　そして丈が余計な事を言う。

「──新につ田た。それ、どういう意味？」

「いや、何となくそんな気がしてさ」

　何もかも察しているかのような顔で笑う丈に対し堀井が睨にらみ付けるがどこ吹く風だ。

「何、どゆこと？」

「赤坂は気付かなくて良いことよ、というか勘違いされると面めん倒どうだし──ああ、だけど加藤は少しは気付きなさい！」

　首をかしげる加藤に、堀井はため息を吐く。お互たがいがお互いの考えている事を何でも理解してる訳じゃない。

　それでも俺達は、少しずつ相手の事を理解して──今ここで仲間同士になったのだった。




　　　　[image: †]




「──あれ、加藤？　まだ行ってなかったのか」

　帰る前、寄る所があって１人遅おくれていた俺を、加藤が待っていたようだった。

「ちょっと聞いておきたい事があって。少し、いいですか？」

「いいよ、俺も加藤に聞きたい事があった」

　その返事にほっとした様子を見せると、加藤は俺の横に立って歩き始めた。

「──あのさ、加藤。お前なんでドラゴン退治しに行ったのに人斬って来たんだ」

　待つのも性しように合わないし、俺はさっさと聞きたい事を聞く事にした。

「そ、そこからなん!?」

「その理由も噂うわさ程度なら俺も聞いたさ。俺の事バカにされたのにキレたとか何とか。だけど噂だからな、お前がどうして決闘なんてしたのか、聞いておきたかった」

「……その噂の通りですよ。赤坂くんをバカにされて、気付いたら睨んでました」




　──ドラゴン退治の為ために１年から５人の精せい鋭えいが集められた。しかし男子の戦士、決闘で後に斬り倒たおされた方が調子が良い性格で、デリカシーにも欠けていた。

「あのメガネ、特待生とかいっときながらココに交ざってないとか。マジ何やってんの？」

　１年でも少ない推すい薦せん入学者として、どうやら俺は密かに注目されていた。

　だけど、ギリギリの戦士合格。そして最弱の『しらたま』相手に泥どろ仕じ合あい。そういった事実の部分だけではなく、初回、そして２度目のドラゴン遭そう遇ぐうにも居合わせた事から不幸の象しよう徴ちようではないか、というように茶ちや化かされていた。それは何もここだけに限らず、推薦入学として注目された反動とでも言うか。１年に聞けば、知っている方が多いような噂話になっていた。

　さらには食堂で堀井が恥はずかしがっているビデオを欲しがり、土下座し、肩を踏ふまれ「ありがとうございます！」と言い、下僕になったという尾おひれまでついていた。途と中ちゆうまで事実だから否定もし辛づらいけど、否定はしたい。

　しかし──全部噂だった。実際の俺を知りもしないで勝手に期待し、落らく胆たんし、おもしろおかしく噂にする。その事に加藤は苛いら立だったと言う。自分でも俺の事は良く分からない、分からないのに──こうも、分かってない奴やつ等らが腹立たしかった。

　一緒には行けない、そう思い辞退しようとした時だった。

「やめなよ。加藤さんにとっては同じパーティの人なんだよ」

　あの決闘には交ざらなかった術師の女子が止めに入っていた。

「なんだよ、オレなりに緊きん張ちようほぐそうとしてたダケだろうがよ──あー、でもカレシの悪口は言われたく無いか、わりいな」

「……は？　なんです、それ」

　それは加藤も聞いた事が無かった噂だった、完全に初耳だった。何がどうしたらそうなるのか分かって居なかった。堀井あたりがいれば、入学してから一緒に行動していて時折自習室で一緒に勉強してるところまで見られて居ればそういう噂が立っても仕方ない、と言っただろう。けれど加藤にその自覚は無かったらしい。

「でもさ、アレ。あの特待生が何とかふんばろうとしてるからすり寄ってんじゃないの？　加藤ちゃんみたいな強い戦士と、あと新田だっけ。あの辺と一緒に居たいっていうさ」

　それはその男なりには注意だったんだろう。けれどその時、加藤は冷静に、自分の心の中の刀を抜ぬき放っていた。

　──加藤椎奈は、触ふれる物を傷つけるような危険な人物ではない。実際、心に鞘さやを持ちきちんと納めておけた。けれど逆に言えばその刀はいつでも抜き放てるという事だった。




「……お前、そんな事でブチ切れて決闘なんてしたの？　うわぁ」

「そ、そんな事とか、よりによって赤坂くんが言うん!?」

　経けい緯いを聞いて俺が呆あきれてしまえば確かに加藤の立場が無い。

「だって言わせとけばいいだろ。バカを斬るなんて、折せつ角かくの剣けんがもったい無い。そんな事の為に15年もやってきたのか？」

「げ、ゲスを斬きり捨ててこその剣ですよ！」

「む。まあ確かに時代劇でも不ふ埒らちな悪を斬ってこそ、みたいな所あるからな。とはいえ、お前それで完全に誤解されたぞ」

「誤解？　何の事ですか」

　これが分かってないのか。ただ俺の口から言うには辛いし照れくさいので後で堀井に頼もう、そうしよう。貸しが増えるとまた踏まれそうだけど仕方ない。

　あと堀井に踏まれるのは何か変な物が目覚めそうになる、それも怖こわい。

「……まあそうだな。言い方間ま違ちがえた──俺の為に怒おこってくれてありがとう、だったな」

　先にそう言うべきだった。ただ、そうすると加藤がぽかんと見上げてくる。実際、加藤は頭半分ほど俺よりは小さい、というかやっぱり小こ柄がらだ。

「……別に、勝手にやった事やし。お礼を言われる筋合いも、バカにされる筋合いも無い、ですよ？」

「バカにはするぞ。お前、あの一件で完全に１年の間では危険人物扱あつかいだぞ」

「──赤坂くんも、そう思ってるんですか？」

　不意に、加藤が足を止める。俺が振ふり返るとそこでうつむいていた。

「どういう意味だよ」

「だってあの決けつ闘とうとは名ばかりの、わたしの弱い者イジメの後……何してるんだって怒ってたけど、だけどわたしの事、怖がってたでしょう」

　──加藤は、俺が怯おびえている事に気付いて居た。きっと今までそんな目で見られてきたことがいくらでもあったんだろう。

「怖かったに決まってるだろ、バーカ」

「んなっ!?　ば、バカとはなんなんバカとは!?」

「お前は、もう少し、人から自分がどう見えてるか考えろ！　この阿あ呆ほう。生き物斬りたいっつってるヤツが、人を３人斬って、明らかに消化不良で、剣持ったままぼーっとつったってたんだぞ、怖いに決まってんだろうが！」

「ふにゃっ！　な、ななな、なんか全然、怖いと思って、ないみたいやと!?」

　俺は加藤の額を指で突つきながら吐はき捨ててやる。

「だって俺、もうお前がそういう生き物だって分かってるし。まあ、あの時だってここじゃなかったら通報してただろうけどな」

「ひ、ひどっ！」

「だからしてないだろ。それにまあ、お前みたいな抜けた相手にビクビクしてるのもバカらしいし、されるのも嫌いやだろう？」

「……わたしが嫌だから、しないん？」

「そうだよ。正直、お前抜けてるから、いつどんな超ちよう理論で『斬ろう』って言い出すか分からないとことか無む茶ちや苦く茶ちや怖いけどな」

　怖いのは事実だ。けれど怖さの質が変わってた。加藤は俺が本当に怖がってるのか分からない、という様子で首をかしげさっき突いた額を押さえてこっちを見ている。

「ただ、見てて不安になるからほっとけないのも事実だしなー……お前、変な男にころっと騙だまされそうだし……」

「……あの、今わたし、赤坂くんにそうやって騙されてるって噂されてるんと違う？」

　……言われてみれば、そうかもしれない。どうしたもんか。

「──しょうがない、もうちょっと騙されていてあげます」

「加藤？」

「二ノ宮さんの言葉じゃないけど、利害は一いつ致ちしてるんだし。お互い、まだ一いつ緒しよに居てもいいなら、それでいいんじゃないかな」

　その俺の予想よりも大分〝賢かしこい〟答えに、ついため息をついてしまう。

「そうだな、今はお前のが賢い」

「なんか今までバカにされてたのが改めて分かっちゃいますねえ……」

「バカの意味が違うけどな。ま、ともあれ──これからも頼たよりにしてる」

「ええ、こっちこそ。……中間テスト、頼たのみますよーほんと……？」

[image: ]

　ドラゴンを倒しても、テストはある。

　そして大だい迷めい宮きゆうだってまだまだ始まったばかりだ。

「……それは、ドラゴン以上の難敵だな」

　冗じよう談だんめかしたけれど７割本気だった。そして、俺は揺ゆれる加藤の手を見て、あの出会った時の事を思い出す。その手を取ればまた驚おどろいて斬られそうになるかもしれない。

　けれども。

「加藤」

「ふぇ、なにぃ？」

　木刀ではなく間の抜けた答えを返す加藤の手を、俺は握にぎった。硬かたくて、今まで鍛たん錬れんを積んできたその手を、きちんと摑つかまえる。

「な、なに、どうしたん？　そ、その……急に」

「……大した意味じゃない」

　──もう大だい丈じよう夫ぶ。そんな事を思っていると、加藤からもおっかなびっくり俺の手を握りかえして来たのだった。







　あとがき




　はじめまして、一部の方はお久しぶりです。本書『メイキュー！　＃１』を手に取って下さってありがとうございます、著者の森もり崎さき亮りよう人とです。

　物書きとしてはそこそこやって参りましたが初めてのライトノベル。子供の頃ころに出会った作品群への憧あこがれを思い出し、何とかお届けする事ができました。




　さて、中身の話を少し。

　プレイヤー１の「ああああ」こと、赤あか坂さか怜れい也や（プ「レイヤ」ー・ＡｋＡｓＡｋＡ）。

　きっとゲームなら「作り直し」されてたであろうパラメータボーナスの低かった彼はこれからどうなるのか。

　あ、今回「２コン」は使わないゲームだから横で見ててね？

　と言う訳で本書は懐なつかしきゲームへのリスペクトとオマージュが含ふくまれております。

　怜也と紺こんは前述の通りですが、他のキャラのネーミングの法則と元ネタに気付いた方に「ふふっ」と思っていただければ幸いです。

　あ、けれどもフードプロセッサーの名前が分からなくても問題のないお話ですのでご安心下さい。




　そして今回、希望のぞみつばめ様には実に可愛かわいらしいイラストを描えがいていただけて感謝しきりでございます。

　椎しい奈な……お前、こんなに可愛かったのか……。

　その椎奈ですが、彼女の方言はモデルはあれど、あれはいわゆる「加か藤とう椎奈語」とでも言うべき未知の言語ですのでその辺りご了りよう承しよういただけますと助かります。




　最後になりますが担当様、色々と相談に乗って下さった日日日あきら先生、友人達や今までお世話になった各方面の皆みな様さま、そして本書をお買い上げ下さいました読者の皆様に最大限の感謝を。

　皆様、本当にありがとうございました。




　編集部様が「もう１コイン」入れて下さった時に『＃２』でお会いいたしましょう。
















カバー・口絵・本文イラスト／希望つばめ

カバーデザイン／小沼早苗（coil）










メイキュー！




＃1　ダンジョン科かがある高こう校こうって本ほん当とうですか
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